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巻頭言 

本校は平成２３年に文部科学省よりスーパー・サイエンス・ハイスクール（ＳＳＨ）の指定を受け，今年

度末で第２期４年目（指定期間は５年）が終了しました。 

 

第２期では，全生徒が地元若狭の豊かな地域資源に着目して課題研究に取り組むこととし，「地域資源型

探究学習による地域と世界を結ぶ科学技術人材の育成」を目標として，生徒が地域のさまざまな課題に目を

向けてその解決策を考え，地域の方に提案する課題解決学習に取り組んでいます。 

 

昨年７月に第２期の取組に対する中間評価の結果が公表され，本校は最高レベルの評価を受けることがで

きました。（７７校中６校）また、この結果を受けて昨年１２月２５日（金）にオンラインで開催されたＳ

ＳＨ情報交換会の全体会において最初に発表する機会をいただきました。以下に発表の概要を記します。 

 

①地域資源を活用した課題設定について 

本校では，当初地域資源を活用した課題設定では科学的な研究として発展させにくいのではないかという 

不安を抱いていたが，運営指導委員から「身近な地域資源を活かしたテーマこそが、生徒の科学的興味や関

心を引き立てる。それが地方公立高校の強みであり，研究開発を通して地域社会に貢献することが研究の大

きな意義でもある。身近なテーマでも科学的な視点に立った課題設定は可能である。」との指導を受け，ま

た生徒の研究成果やカリキュラム評価の結果からも地域資源活用型探究学習の有効性を確認することができ

た。 

②「我がごと」として取り組む課題研究例 

「日本地球惑星科学連合高校生セッション」（２０１８年）で優秀賞を獲得した「年縞」を活用した課題 

研究では，生徒たちの課題設定の出発点は「自分たちの住む地域で人の定住化が始まった時期を特定したい」

という思いである。そこから「わがごと」の問いとして，「鳥浜において縄文人が出現したのはいつか」と

いう研究課題を設定し，花粉や微粒炭の分析という地道で手間のかかる手法を用いて主体的に粘り強く研究

に取り組んだ。また，この研究の過程において課題の解決に必要な科学的視点や研究手法も身に付けた。 

③コロナ禍における今年度の取組について 

 ３月２日から３ヶ月間に及ぶ臨時休業期間中（福井県は６月１日より再開）も本校ではオンラインを活用 

して世界各国の研究者や生徒と交流する機会を確保してきた。５月１９日には「２０３０年の教育を考える 

世界教育会議」に５名の生徒が参加し，「新型コロナウィルス感染拡大による学校教育の課題」について各国 

の教師や生徒，政府関係者と意見交換を行ったほか，５月２９日にはフィリピンのデラサルリパ高校との研

究交流会を開催し，課題研究における成果について英語で発表し合い交流を深めた。 

④今後の取組について 

本校は，ＳＳＨ第１期においてカリキュラムの成果を評価する評価基準表を大阪教育大学・八田准教授と

ともに開発してきた。この評価基準表を洗練していく。また、横浜国立大学・脇本准教授との共同研究によ

る教員の指導と生徒の実態の関係性を分析する「質問紙調査による量的評価」」の手法を本年度完成させる予

定である。さらに学びの本質的な構造を把握するために，福井大学・遠藤准教授と開発した卒業生のインタ

ビュー調査による質的評価の手法を洗練していく。 

 

次に、今年度の主な取組と成果について紹介します。 

①東京大学・横浜国立大学との連携協定締結について 

７月１０日（金）に福井県教育委員会より清川亨学校教育監様のご出席を賜り，東京大学と海洋教育に

する連携協定を締結し，海洋教育カリキュラムの共同開発と普及および探究学習の指導法について共同研究

に取り組むこととしました。また、本年２月２日（火）には、福井県教育長 豊北欽一様のご出席を賜り、

横浜国立大学と指導と評価に関する共同研究についての連携協定を締結しました。  

②「第８回高校生環境フォーラム」をオンラインで開催 

７月１８日（土）にオンラインで「第８回高校生環境フォーラム」を開催し，台湾・フィリピンから４校， 



国内からも高志高校，青森高校など７校の参加を得て，発表と質疑応答を通して活発に交流を行いました。 

③野口宇宙飛行士による「宇宙食サバ缶」の食リポ(１１月２７日) 

平成１８年に小浜水産高校から始まった宇宙食「サバ缶」へのチャレンジが１４年の歳月を経て実を結

び国際宇宙ステーションに滞在する野口聡一宇宙飛行士が「サバ缶」を口にされて「大変おいしい。高校生

の皆さん，ありがとう」と絶賛してくださいました。平成３０年に宇宙食に認証されてからも，後輩たちが

サバ缶の研究を引き継ぎ改良を重ねています。地域から世界，そして宇宙へ。サバ缶に象徴される本校の探

究学習は，本校生にとって未来を切り開いていく貴重な学びの場になっています。 

  また，この日は内閣府が主催する「未来をつくる若者・オブ・ザ・イヤー」の表彰式も行われ，コロナ

禍で困難な状況にある飲食店を支援する「食のまち小浜テイクアウト情報」を立ち上げ，飲食店や市民に元

気と勇気を与えるとともにつながり助け合うことの大切さを伝えてくれた３年普通科の村宮汐莉さんが最高

賞である内閣総理大臣賞を受賞しました。 

最後に、小中学校との連携について述べます。 

 探究学習への取組は，若狭地区の小中学校でも着実に進んでいます。近年は小中学校の探究学習の発表会

などで本校の生徒がアドバイスを求められる機会も多く，小中高の児童，生徒が連携してこれからの地域の

あり方を考える良い機会になっています。小浜市の窪田教育長様からも「若狭高校の探究への取組，そして

成長していく生徒の皆さんの姿が小中学生のモデルになる」と高く評価していただいています。  

これからも小中高が連携して探究学習に取り組むことにより，地域をはじめ日本，そして世界の未来を

切り開く若者が若狭地域から育っていくことを確信しています。 

おわりにあたり，日頃から本校ＳＳＨ事業に多大なるご支援を賜っておりますＪＳＴ，福井県教育委員会，

各大学や行政機関，研究機関等の皆様に感謝申し上げご挨拶といたします。  

 令和３年３月 福井県立若狭高等学校長 中森一郎 
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（ ） 

  課題  

「 活 探究学習による と世界を 学 人 の 成」 

    

 研究開発の中心を「課題研究の なる 実に けたカリ ュラム開発」とし，理 探究 生徒を対 に，

より段 的・ 統的で高 なものへと 実させる。また，その手 を 学 に取り れ， を学 の

特性に応じて活 する 活 の探究学習を通して 教 に 改善を させ， 的・対話的に

深く学 学校文化を生み したい。研究交流会「高校生 ーラム」を生徒 で したり， リ

カ・シン ールの連 校との共同課題研究の実 その成果発表の交流会を 国生徒の で

したりする取組により，目標としてあげた本校の目指す生徒 に る。これらの取組は教員による のみ

なら ，生徒自身の自 ，生徒間の相互 ，研究者や の一 などによる外 を けるこ

とで改善を り返し目標の達成を目指す。これらの成果を発信・普 させ， の理 教 の

実を る。 

    

 第１学年から第 学年， 学 の生徒を対 として実 する。 

    

研究  

研究 発  

 開発内容  課題研究を に 実させるため ケ年にわたる段 的・ 統的なカリ ュラムを開発する。

                                       （ １の ） 

 開発内容  校 で 的・ 的な学習に けた 改善を進める。    （ ２の ） 

 開発内容  探究学習の 方 の開発を する。        （ １の ）  

開発内容  第１期に開 してきた研究交流会を「高校生 ーラム」として し，実践する。 

                                       （ の ） 

開発内容  リカ・シン ールとの海外連 を発展させ，「Think Green」を共通テーマとした共同

課題研究 その成果発表のための国際交流会を実 する。     （ の ） 

開発内容  における理 教 の拠点校として， 中高校 大学，また の行 機関

や 界との連 を 進し，本 の理 教 の 実を る。   （成果の発信・普 ） 

研究  

第 年 （ ２年 ） 

 本年 は，２期 年目となり 学 ， 学年で学校設 教 「探究」を実 して2年目である。今年 の改

善としてはま 課題研究の に教員を 員した。特に昨年 まではそれ れ であった２年普通 理

・文 の課題研究の 当教員をそれ れ とし人 を やした。２年普通 理 の 当教員のうち２ は

理 の教員にすることで，普通 理 の課題研究の 実を った。校内研究発表会での 発表を昨年 ま

での国際探究 ，理 探究 に加え，普通 ・海 学 を含めた２年生 員が行うことができた。オンラ

インで対話する が され， 間的な や 的な が されたため，日本 質学会などオンラ

インでの１ の発表会に参加することができた。１年 およ ２年 の教 「探究」 目においては，ＳＳ

研究 員 外の教員が となり， 当会議を実 する等 校 での 改善を進めた。改善した

およ 表の改善と昨年 に き き，質問 による 的な 方 の ， 生

のイン ュー による質的な 分 を実 した。 
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第 年 （ 年 ） 
第 年 は特に のことに 点的に取り組む。 

研究開発内容 について  
・クラス 分 ・イン ュー 分 の 立 
研究開発内容 について  

 ・本校の研究開発１ 年の をまとめた ないしは論文の 成。 

 

 

必要となる教 課 の特例と （平成２ ・ ・ １年 学生）  
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学と人間生活  ２     普通 海 学  「 学」で            
課題研究 １-      理 探究  「探究 学 」で                    
課題研究 ２-      海 学 探究コース「海 探究 ・ 」で        

的な学習の

間 

 

 

   
 

 

 

   
 

 

 

普通  「探究Ⅰ・ ・ 」で  

理 探究 「探究 学Ⅰ・ ・ 」で  

国際探究 「探究 学Ⅰ」「社会探究Ⅰ・ 」で  

海 学 「海 探究Ⅰ・ ・ 」で              
 

 第１学年    文理探究  学校設 目「探究 学Ⅰ」 
         普通    学校設 目「 学」・「探究Ⅰ」 

         海 学  学校設 目「 学」・「海 探究Ⅰ」を実 した。 

 第２学年    理 探究  学校設 目「探究 学 」 
         国際探究  学校設 目「社会探究Ⅰ」 

普通    学校設 目「探究 」 

         海 学  学校設 目「海 探究 」を実 した。 
第 学年    理 探究  学校設 目「探究 学 」 

             国際探究  学校設 目「社会探究 」 

         普通    学校設 目「探究 」 

         海 学  学校設 目「海 探究 」を実 した。 

研究  

第 年 は特に のことに 点的に取り組む。 

研究開発内容 について  

・クラス ー分 ・イン ュー 分 の 立 

研究開発内容 について  

  ・本校の研究開発10年の をまとめた ないしは論文の 成。 

 

  課題  

 

 課題  

（開発内容  ケ年にわたる段 的・ 統的なカリ ュラムの開発について）   

 本年 は， 学 ， 学年で学校設 教 「探究」のカリ ュラム改善を行った。校内研究発表会では

発表をこれまでの理 探究 ・国際探究 だけではなく２年生 員が行い， 校生徒で ス ーでの研究

発表を実 した。学 に研究の助言者として研究機関の を することができた。これらにより特



− 3 −

に普通 生徒の課題研究の質の 上につながった。 

 

  

（開発内容  校 での 的・ 的な学習に けた 改善の 進） 

 教 「探究」の指 において 校教 員による指 が 立された。特に２年普通 「探究 」の

当者 を3 から4 に やし，理 は必 理 の教員が２ 当することとした。それ れの 目では

当者会議を実 し探究の 改善に けて 的な議論がされており，学年間の段 的な学習内容や指

方 についての提 も げられている。質問 のデー をもとに 教員を対 に「探究の 改善に

ついての研 会」を実 することができた。これらにより，それ れの探究の 当者同士の 性や

ーションの ップにつながり， 校 での課題研究の 実へ大きな 果を得た。 

 

３  

 （開発内容  探究学習の 方 の開発の ） 

 ルー リックを いて自 を行うことが 校的に実 できた。今年 ，海 探究 では課題研究の

段 において生徒だけで自 をするのではなく，生徒と教員で話しあいながら 成的 を行う改

善を行った。昨年 までは生徒のみでルー リックに き を行ったが，今年 は教員が き い

の段 で，研究がどこまで進んだのか， が りないのかを にできるよう した。これにより生

徒の目標の 化や教員も生徒の 状を理解でき，より的 な指 ができるようになった。 

 

４  

（開発内容  「高校生 ーラム」の実践について）                     

 今年 は コロナウイルス感 の もあり例年のように大きな会場で一同に会すのではなく，学

校の教 を し，他校・海外との交流はオンラインを して実 することができた。 をテーマに

内外の高校およ ィリ ン， の生徒も加わったことにより， ロー ルな視点で につい

て議論することができた。 

 

 課題  

 （開発内容  海外連 の発展と同課題研究 その成果発表のための国際交流会の実 について） 

 今年 は にオンラインでの交流を し，「 ２ ２ IMLFA」「International Micro plastics Yo

uth Conference 2020」に参加した。その他， ィリ ン・シン ール等とも研究交流会を行った。これ

らにより研究について学 を深め，さらに英語によるコミュニケーションを実践する機会となり，国際性の

さらなる 成につながった。また外国に行くことができない中でも海外の方と交流を進めることができたこ

とで，連 を進めることができた。 

 

  

 （開発内容  中高校 大学等との連 進について） 

昨年に き き， 立 中学校 立 第二中学校の 的な学習の 間 の

当者と 力し，「課題設 」の指 や 的で深い学 を く問いや指 はいかにある きかについ

て 議できた。また， 大学との連 を っている 立内外海 学校との連 を行い， 的な学習

の指 およ 研究発表会の参加を実 することができた。さらに，一昨年 ，本校生徒が探究の指 を実

した 立今 学校では，指 助言を行った の を した「サ マン」が と 化さ

れるなど，一 で成果も めている。ＳＳ 校内研究発表会についても，今年 中学生に対しては 発

表や ス ー発表をオンラインでつないで実 することで， の中学生がオンラインで参加し，

の理 教 の拠点としての を果たすことができた。 
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した 立今 学校では，指 助言を行った の を した「サ マン」が と 化さ

れるなど，一 で成果も めている。ＳＳ 校内研究発表会についても，今年 中学生に対しては 発

表や ス ー発表をオンラインでつないで実 することで， の中学生がオンラインで参加し，

の理 教 の拠点としての を果たすことができた。 

  

学オリン ック，理 ランプリの参加者が 加し，さらに 学や情報・ 理など くの分 に参加者

が え参加の が がった。今年 は特に「 くい理 ランプリ本 」において， 学 ームが

に いた。 理オリン ックにも今年 めて参加し，２年理 探究 1 が1 を するなど理 分

の学習に対して成果を上げることが た。 

課題  

課題   

 当教員だけでなく， 教員の 的な発 に く 学校設 目の と 当者同士による教 「

探究」のミーティン の 実を る。また，探究 目における 研究会を実 することで，教員コミュニ

ティの 成とさらなるカリ ュラム改善を行う。 

課題   

をさらに見 し， 果に いた 改善 カリ ュラムの改善を実 する。 的には

パ ーマンス ，質問 ，イン ュー の 着を 学 ではかり， 目で の を行い

ながら の を上げ，理 教 の 実に するカリ ュラムへと改善していく。 

課題３  

本年 オンラインで実 した国際会議「高校生 ーラム」を し国際性の 成を促す。「Youth c

onference」等海外の研究交流会にも 的に参加することで本校の実践を世界に普 する。海外の大学や高

校との自 学分 での共同研究や を一 実させることでさらなる国際性を 成したい。 

課題４  

「 活 探究学習」教 を， ーム ージおよ 研究会等を通じて の 中高等学校へ提

する， 中学校と共同で 研究を行う等， の 中高等学校との連 を 進する。 目の成果物を

でも活 できるよう， ーム ージ上で 開していくことで成果を普 したい。 

課題   

昨年 設 した １ の 点に き を 実 する。 

（１） ，国際的に活 する 学 人 成の 点 連 する生徒 教員の ンケートの 成・実  

（２）研究開発 等を含めた 学 人 成に する教 課 の開発の 点 

 当者のコミュニティ 成およ 期的なミーティン およ その内容により，国際的に活 する

学 人 成の 点や教 課 開発の 点から本校の事 につなげたい。 

（２）成果の普 や 果の 点 

 中学生の研究発表会の参加・中学校との 研究を通じた 改善・教 およ ス ーや教 の普

により， への成果の普 や 果の事 につなげたい。 
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課題 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

課題１ 探究学習のコ 教 である学校設 教 「探究 学」の改  
課題２ 「 ・ ル ー学会」の探究学習カリ ュラムへの な け

課題  ・ ル ー教 に関わる研究 ット ークの 化と  
課題  理 に対する ・関心のさらなる  
課題  探究学習に関わる指 方 ・ 方 のさらなる  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   第２期においては，上 の課題を解 できるよう取組に改善を加えながらカリ ュラム開発を する。

  開発内容  課題研究を に 実させるため ケ年にわたる段 的・ 統的なカリ ュラムを開発する。  
開発内容  校 で 的・ 的な学習に けた 改善を進める。     

 開発内容  探究学習の 方 の開発を する。         
  開発内容  第１期に開 してきた研究交流会を「高校生 ーラム」として し，実践する。 
開発内容  リカ・シン ールとの海外連 を発展させ，「Think Green」を共通テーマとした共同課題

研究 その成果発表のための国際交流会を実 する。      
 開発内容  における理 教 の拠点校として， 中高校 大学，また の行 機関や

界との連 を 進し，本 の理 教 の 実を る。    
２年 には，課題研究を 進する段 的・ 統的カリ ュラムの開発， 校 で 的・ 的な学習に

けた 改善の 進，探究学習の 方 の開発，海外連 国生徒同士の共同課題研究の実 ，国

際交流会の開 を実 することができた。 ２年 は，さらに研究開発を進め， の成果を得た。 

 
 課題 ( ) 

第２期のカリ ュラム開発の イントは課題研究の指 を か年にわたり段 的・ 統的に指 できるようにし

たこと，さらに理 分 の課題研究の指 を文 を含む 学 に させ， 校 で課題研究の学習を設 した

ことである。昨年 ， 学 ， 学年で学校設 教 「探究」を実 し，今年 はそれを改善することができた。 
大きな改善点として，校内研究発表会での 発表を昨年 までの国際探究 ，理 探究 に加え，普通 ・海

学 を含めた２年生 員が行うことができた。これにより２年生はスライドを いたプレゼンテーションと

ス ーを いた発表の 方を 験することとなり， ス ー発表だけの１年 に 研究を深めることができた。

また１年生については，２年生の発表の見学，質疑応答への参加を通して探究活動に対する意欲を高め， 年 の

探究活動の指針 くりとなり 統的な取組になることが期 される。 コロナウイルスの でオンライン

が ったことを して， 方の研究者や関 機関とつながりを ち助言をいただいたり，今まで参加できなかっ

た学会や発表会にも 的に参加し からの意見をいただいたりする機会を やした。 
これらの取組の成果として，理 探究 の生徒が「 くい理 ランプリ」において 学 ームが ，「

日本 学連 大会」において ，サイ ンス ッスル２ ２ 関 大会 ，「第5 国高校生

ーシ ル ジ スプロジェクト（Ｓ ）交流 ェ 」にて，「 のまち テイク ウト情報 ーム」の普通

と国際探究 の生徒が文 学大 ・ 員特 に き，海 学 の２ ームも 行 ， ッ

を した。「 のまち テイク ウト情報 ーム」の普通 の生徒は の を けて「 をつくる

者・オ ・ ・イ ー」（内 ）において内 大 を するなど しい成果を上げることができた。 
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が ったことを して， 方の研究者や関 機関とつながりを ち助言をいただいたり，今まで参加できなかっ

た学会や発表会にも 的に参加し からの意見をいただいたりする機会を やした。 
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者・オ ・ ・イ ー」（内 ）において内 大 を するなど しい成果を上げることができた。 
 

 ( ) 

 教 「探究」の指 における 校 をより 実させた。特に昨年 まではそれ れ であった２年普通 理

・文 の「探究 」の 当教員をそれ れ とし人 を やした。理 の 当教員のうち２ は理 の教員に

することで，普通 理 の課題研究の 実を った。社会探究Ⅰでは社会 教員に加え，英語 教員も 当に加わ

った。教員が えることにより指 の が がったが指 に関する みも えることとなったため，教員を対 に

学習会を開 した。お互いが日 探究の指 において えている みや問題点を共有し い，解 を考えた。

校生徒・ 当教員に対して行った「探究」についての質問 のデー を に，共同研究を行っている 国立

大学教 学研究 高 教 実践 教  本 ，内 行の 力を得て， ２年 ２ 日に 校教員

を対 に研 会を実 した。普通 ・海 ・探究 の 当教員と 理 の 生を含む を させた ル

ープにて「課題設 ・解 力」に焦点をあてて，お互いが感じている課題やうまくいっているとこ ，改善点につ

いて意見交換を行った。 的な デー を 教員が き わせて したことによって，本校が える課題を

共有することができた。 校教員が「探究」の意 を し，学校として える課題を共有する機会となった。

３ （ ） 

本年 は，改善した およ 表の改善と昨年 に き き，質問 による 的な 方

の ， 生のイン ュー による質的な 分 を実 した。
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ると同 に の高校 校， リカ サージ ル高校の生徒と研究交流を行うことができた。 ィリ ン・シン

ール研究交流会においては，研究連 校の ィリ ン デラサルリパ学 生徒とシン ール大学 高校と

互いの研究の発表と質疑応答を行い，「コロナ禍での経験を今後どう生かすか」というテーマで，互いの経験を話

し った。サイ ンス・ダイ ロ については，休校期間中にもオンラインにより実 し， から英語による

を けた。昨年 ，本校が した「International Micro plastics Youth Conference 2019」は，今年 は， 国立

海 物 が ストとなり，本校生徒は，Google Meet （ デオ会議 ール）を った参加となった。こ

れらにより，研究について学 を深め，さらに英語によるコミュニケーションを実践する機会となり，国際性のさ

らなる 成につながると共に，連 を深めることができた。今後もオンラインでの発表機会を ることで発表機会

を やしたい。 

  

昨年に き き， 立 中学校 立 第二中学校の 的な学習の 間 の

当者と 力し，「課題設 」の指 や 的で深い学 を く問いや指 はいかにある きかについて 議できた。

また， 大学との連 を っている 立内外海 学校との連 を行い， 的な学習の指 およ 研究発表

会の参加を実 することができた。さらに，一昨年 ，本校生徒が探究の指 を実 した 立今 学校では，

指 助言を行った の を した「サ マン」が と 化されるなど，一 で成果も めている。 

中高校の教員が集まり， で 成す き 生徒の目標を設 した。探究を とする教 実践が本校を中心

に に根 いてきている。 

課題

課題１ 学 における の 実によるカリ ュラム改善 

果に いた 改善 カリ ュラムの改善を する。特に 指 員の大 教 大学教 学 の

教 より指 があったように， の理 の では開発（実験 や )・実態 活動(生物・

における 的なデー 集)の意 けができない。そのため指 方 を する，もしくは開発・実

態 活動を できるように を することを していく必要がある。今後もパ ーマンス ，

質問 ，イン ュー の 着を 学 ではかり， 目で の を行いながら の を上げ，理

教 の 実に するカリ ュラムへと改善していく。 

課題２ 海外連 の 実による国際性の 成 

コロナ禍のため海外とは にオンラインでの交流となった。参加した生徒は，海外生徒のプレゼン方 の に

着目したり，海外からの参加者と交流し視 を げたいという意欲を ったりして参加することができた。オンラ

インでの交流を考えると の や聞き取りにくさがあるため，発表内容を 分に伝えたり，理解したりするた

めにより実践的な英語能力を身につける必要がある。また の問題もあるが，本校がこれまで関 を深めてきた

ィリ ンや と日本の は 1 間でお互いに 間的な 理がなく交流ができた。関 をさらに発展させ国際

性の 成につなげたい。また リカ研 については実 できなかったが， 問できなくてもこれまで 年間で

ってきた関 性を し，発展させていく が必要になってくる。 

課題  事 方 の開発 

昨年 設 した １ の 点に き を 実 する。 

（１） ，国際的に活 する 学 人 成の 点 連 する生徒 教員の ンケートの 成・実  

（２）研究開発 等を含めた 学 人 成に する教 課 の開発の 点 

当者のコミュニティ 成およ 期的なミーティン およ その内容により，国際的に活 する 学

人 成の 点や教 課 開発の 点から本校の事 につなげたい。 

（２）成果の普 や 果の 点 

中学生の研究発表会の参加・中学校との 研究を通じた 改善・教 およ ス ーや教 の普 に

より， への成果の普 や 果の事 につなげたい。 
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（１）学校 ，校長  

 立 高等学校      校長 中  一  

（２） ， 話 ，  

   １ 目 13 

話  0770-52-0007  0770-52-0037 

（ ）課 ・学 ・学年 生徒 ，学 教 員  

課 ・学 ・学年 生徒 ，学

教 員

 課題 

「 活 探究学習による と世界を 学 人 の 成」 

３  

海 ・ の かな自 や伝統と文化， 力発 やそれに関連する ル ー研究 設等の

な物的・人的 を有 活 し，その中から発見した課題を 学的に解 する「 活 探究

学習プロ ラム」の実践を通して， 社会，国際社会の発展に し， と世界を ことができる

学 人 を 成する。さらに，その成果の発信・普 に め， の理 教 の 実に す

ることで， 拠点校としての本校の を果たす。 

４  

な事 を 的な視点で え， 的な態 で 学的・ 学的に解 能な課題を設 し，その解

に け探究する力を えた生徒。 社会・国際社会の発展に しようという 感・ 理 や見通しを

もった 立 や り返りができ，他者と対話的に物事を進める 質を え， と世界を 学 人

として活 できる生徒。本校の教 において，このような生徒を 校一 となって てていきたい。 

  

１  

課題研究の なる 実に け， ケ年にわたる段 的・ 統的な指 方 と の 成か

課  学  

第１学年 第２学年 第 学年 第 学年  

生徒

 

学

 

生 徒

 

学

 

生 徒

 

学

 
生徒  

学

 

生 徒

 
学  

日  

普通  132 4 154 4 183 5 469 14 

理 探究  

56 2 
33 1 31 1 

167 6 
国際探究  22 1 25 1 

海 学  60 2 60 2 56 2 176 6 

 普通  10 1 5 1 5 1 2 1 22 4 

 258 9 274 10 300 10 2 1 834 30 

校長 教  教  養 教  
非

実習助手 ALT 事 員 その他 

 
日  

１ 
１ 58 １ 4 3 7 2 5 12 

 １ 7  1 2   １ 1 

 １ ２ 65 １ 5 5 7 2 6 13 107 
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らなるカリ ュラム開発を実践することで， 的な態 で 学的・ 学的に解 能な課題を設 し

解 する能力， には見通しをもった 立 や り返りができる内省的な態 ，他者との関 性を き

対話的に物事を進める 質，研究に対する 感や 理 など 学 人 として められる高 の

質・能力を むことができる。 

２  

学 において を活 した探究学習を実践することで 教 に 改善を させ， 的・

対話的で深い学 を実 する学校文化を 成することができる。 

 

研究交流会「高校生 ーラム」の生徒自身による や海外連 校との共同課題研究・成果発表

会を 国生徒と する取組を通して， 社会・国際社会の発展に しようという 感や国際

性が まれ， と世界を 学 人 の 成につながる。 

  

（１）課題研究の なる 実に け， ケ年にわたる段 的・ 統的なカリ ュラムに改善する取組 

（ １の ） 

（２） 校 で 的・ 的な学習に けた 改善を進める取組  （ ２の ） 

（ ）高 の 質・能力を むために有 な の方 と の開発    （ １の ） 

（ ）研究交流会 高校生 ーラム の実践  （ の ） 

（ ） リカ・シン ールとの海外連 を発展させ， Think Green を共通テーマとした共同課題研究，

その成果発表のための国際交流会の実                （ の ） 

（ ） における理 教 の拠点校として， 中高校 大学，また の行 機関や 界

との連 を 進し，本 の理 教 の 実を る取組          （成果の発信・普 ） 

   

（１）研究開発内容 について  

設した学校設 目の実

イ 事 である「探究 サマー ミナー」，「探究サイクル 話」，「探究課題報 会」など 探究の

段 のカリ ュラム開発

ウ 課題研究の深化に け，研究課題ごとに指 助言を得る大学の研究者や研究機関等との連 進

教 集等の 成

オ 探究学習やその に関する校内教員研 会の実

（２）開発内容 について

第１期に実 した「 ・ ル ー学会」の を行うとともに，その成果を発展させた研究交流会

「高校生 ーラム」の実

イ 課題研究により まれる 質能力について生徒自身が自 識する機会である交流会の実

（ ）開発内容 について

連 校であるシン ールのテマ ック高校との間で，共通研究テーマである「Think Green」に き

探究的学習の指 およ 方 に関する共同研究の 進

イ リカ・シン ールの連 校の生徒と共同課題研究の実

 

理 探究 の生徒を な対 として実 する。さらにその成果を他学 に させながら 学 の生徒を 

対 として実 する。 

 課  

（１）必要となる教 課 の特例と  

目 標  特例 教 課 の特例 
「 学と人間生活」 ２  ・普通 海 学  「 学」で  

「課題研究」 １   ・理 探究  「探究 学 」で  

「課題研究」 ２   ・海 学 探究コース「海 探究 ・ 」で  

「 的な探究の 間」   ・普通  「探究Ⅰ・ ・ 」で

・理 探究 「探究 学Ⅰ・ ・ 」で



− 1 0 −

らなるカリ ュラム開発を実践することで， 的な態 で 学的・ 学的に解 能な課題を設 し

解 する能力， には見通しをもった 立 や り返りができる内省的な態 ，他者との関 性を き

対話的に物事を進める 質，研究に対する 感や 理 など 学 人 として められる高 の

質・能力を むことができる。 

２  

学 において を活 した探究学習を実践することで 教 に 改善を させ， 的・

対話的で深い学 を実 する学校文化を 成することができる。 

 

研究交流会「高校生 ーラム」の生徒自身による や海外連 校との共同課題研究・成果発表

会を 国生徒と する取組を通して， 社会・国際社会の発展に しようという 感や国際

性が まれ， と世界を 学 人 の 成につながる。 

  

（１）課題研究の なる 実に け， ケ年にわたる段 的・ 統的なカリ ュラムに改善する取組 

（ １の ） 

（２） 校 で 的・ 的な学習に けた 改善を進める取組  （ ２の ） 

（ ）高 の 質・能力を むために有 な の方 と の開発    （ １の ） 

（ ）研究交流会 高校生 ーラム の実践  （ の ） 

（ ） リカ・シン ールとの海外連 を発展させ， Think Green を共通テーマとした共同課題研究，

その成果発表のための国際交流会の実                （ の ） 

（ ） における理 教 の拠点校として， 中高校 大学，また の行 機関や 界

との連 を 進し，本 の理 教 の 実を る取組          （成果の発信・普 ） 

   

（１）研究開発内容 について  

設した学校設 目の実

イ 事 である「探究 サマー ミナー」，「探究サイクル 話」，「探究課題報 会」など 探究の

段 のカリ ュラム開発

ウ 課題研究の深化に け，研究課題ごとに指 助言を得る大学の研究者や研究機関等との連 進

教 集等の 成

オ 探究学習やその に関する校内教員研 会の実

（２）開発内容 について

第１期に実 した「 ・ ル ー学会」の を行うとともに，その成果を発展させた研究交流会

「高校生 ーラム」の実

イ 課題研究により まれる 質能力について生徒自身が自 識する機会である交流会の実

（ ）開発内容 について

連 校であるシン ールのテマ ック高校との間で，共通研究テーマである「Think Green」に き

探究的学習の指 およ 方 に関する共同研究の 進

イ リカ・シン ールの連 校の生徒と共同課題研究の実

 

理 探究 の生徒を な対 として実 する。さらにその成果を他学 に させながら 学 の生徒を 

対 として実 する。 

 課  

（１）必要となる教 課 の特例と  

目 標  特例 教 課 の特例 
「 学と人間生活」 ２  ・普通 海 学  「 学」で  

「課題研究」 １   ・理 探究  「探究 学 」で  

「課題研究」 ２   ・海 学 探究コース「海 探究 ・ 」で  

「 的な探究の 間」   ・普通  「探究Ⅰ・ ・ 」で

・理 探究 「探究 学Ⅰ・ ・ 」で

（２）  

（ ）教 課 の特例に 当しない教 課 の   なし 

  
 

課題 ３  

  

１ 課題研究の なる 実に け， ケ年にわたる段 的・ 統的な指 方 と の

成からなるカリ ュラム開発を実践することで， 的な態 で 学的・ 学的に解 能な課

題を設 し解 する能力， には見通しをもった 立 や り返りができる内省的な態 ，他者

との関 性を き対話的に物事を進める 質，研究に対する 感や 理 など 学 人 とし

て められる高 の 質・能力を むことができる。 

 検証 （ ） 

（ ）  

面的な視点から な自 事 や社会事 を えて解 し， 学的・ 学的に解 能な課題の設

とその解 を ることができる 質・能力の 成

イ 研究のもつ意 や社会的 ・研究 理を 識し， 的・自 的・対話的に学 うとする人間性の

成

（ ）課題  

１学年 探究に必要な知識や手 を学 課題設 に かう探究の「 段 」 

２学年 課題解 に け探究活動を り返す探究の「実 段 」 

・国際探究 「探究 学Ⅰ」「社会探究Ⅰ・ 」で  

・海 学 「海 探究Ⅰ・ ・ 」で  

 目 する内容

学と人間生活 

(２ )

普通 海 学 において実  

 「 学」において，（1）「 学 の発展」（2）「人間生活の中の 学」（3） 

「これからの 学と人間生活」の学習内容を まえた学習活動を実 する。特に(2)の学習

内容に関しては，物理・化学・生物・ 学の 分 ，また 分 を した身近な や

を題 として取り上げ， を する実験を中心とし， 的・対話的に学

学習活動を実 することで する。 

課題研究 

(１ )

理 探究 において実  

「探究 学 」において理 分 に関わる課題を設 し，少人 ループによる探究学習

を実 することで する。 

課題研究 

( )

海 学 において実  

「海 探究 ・ 」において，海 や海 生物・海 などの分 に関わる課題を

設 し， 人 ループによる探究学習を実 することで する。 

的な探究の 

  間 

( )

学 において実  

普通 では「探究Ⅰ・ ・ 」において， 

理 探究 では「探究 学Ⅰ・ ・ 」において， 

国際探究 では「探究 学Ⅰ」「社会探究Ⅰ・ 」において， 

海 学 は「海 探究Ⅰ・ ・ 」のそれ れにおいて ・実験 ・ と

いう研究の 本的手 を学 ， を有 に活 しながら自らの課題を設 し，探究

活動を実 する。さらにその成果を に発信し， するという 的で対話的な学習

活動をもって する。 
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学年 成果を発信し探究活動に磨きをかける探究を「深化させる段 」 

とし， 学年における探究学習がより段 的に つき， ケ年を通して 統的な指 ができるよう学校 

設 目の内容 を改善した。 

３ 検証  

昨年 は，「探究 学 」「社会探究 」「探究 」「海 探究 」の学校設 目を たに開 して，

学 ， 学年で学校設 目「探究」を実 した。今年 は， コロナウイルスの で今までの指

の り方に な点で を られたが，それも含めて学校設 目「探究」の指 や指 内容の

実を った。

課題研究の指 に有 であった を して助言をいただく会議を，コロナウイルスの感 対

を行った上で対面で，あるいはzoomを して，１年 学 「 の方から学 う」，２年 理 探

究 「探究 会議」，国際探究 「社会探究Ⅰ探究 会議」，普通 「普通 理 ・文 探究 会議

」，海 学 「海 探究 会議」として開 した。そこで課題設 ， ，方 ， 果の考察という

課題研究の 段 において助言をいただくことが た。特に昨年 まではそれ れ であった２年普

通 理 ・文 の課題研究の 当教員をそれ れ とし人 を やした。理 の 当教員のうち２ は

理 の教員にすることで，普通 理 の課題研究の 実を った。また２年生す ての学 の 学 行を

研 行とし，大学等研究機関に き課題研究の発表の機会とするよう 学 でカリ ュラムデ インを

行った。コロナウイルスの で１２ の研 行は に 期となったが，これらの取組で らかに普

通 生徒の課題研究の質の 上や関 教員の ーション ップにつながり 校 での課題研究の

実へ大きな 果を得た。

コロナウイルスの でオンライン が ったことを して， 方の研究者や関 機関とつな

がりを ち助言をいただいたり，今まで参加できなかった学会や発表会にも 的に参加し からの

意見をいただいたりする機会を やした。理 探究 や海 学 では「課題設 力」のルー リックに

いて 成的 の 実を ることにより，生徒にさらに課題研究への 性を んでいる。生徒は同

に研究の意 等について 識を深めた。

これらの取組の成果として，理 探究 の生徒が「 くい理 ランプリ」において 学 ームが

，「日本 学連 大会」において ，サイ ンス ッスル２ ２ 関 大会 ，「第

国高校生 ーシ ル ジ スプロジェクト（Ｓ ）交流 ェ 」にて，「 のまち テイク

ウト情報 ーム」の普通 と国際探究 の生徒が文 学大 ・ 員特 に き，海 学 の２

ームも 行 ， ッ を した。「 のまち テイク ウト情報 ーム」の普通 の生徒

は の を けて「 をつくる 者・オ ・ ・イ ー」（内 ）において内 大 を

するなど しい成果を上げた。

４ 課題 

 行実 している「探究 学Ⅰ」「探究 学 」では課題設 において課題設 の 期化により探究のサイ

クルを すことができるようになっているが， 学的根拠をもった の設 ，実験・ 方 の 当性が

課題となった。これは 学 に共通する課題である。 行研究を に み，研究 を立て，デー の

い方，実験・ 方 の 当性を する プロ スを今後も 実させる必要がある。 校 になった

ことで関わる学校設 目「探究」の 当教員は えたが，教員研 の中で課題設 の指 に困難を感じて

いる教員が いことが したため，その指 の り方について研 や 当者会議で理解を促す必要がある。

今後も 教員 で， 年間を見通しての探究カリ ュラムの ・改善について したい。

  

（ ） （ ） 

教 （ 目） 探究（探究 学Ⅰ） ２  対 学年・学  １年文理探究  

学習の

目標 

１ 探究活動を実 するための 知識や 能を習得し，研究の意 の 識や 理 を養う。

２ を活 しながら 学的に解 能な研究課題の設 を 的に行う 質・能力の

成 
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学年 成果を発信し探究活動に磨きをかける探究を「深化させる段 」 

とし， 学年における探究学習がより段 的に つき， ケ年を通して 統的な指 ができるよう学校 

設 目の内容 を改善した。 

３ 検証  

昨年 は，「探究 学 」「社会探究 」「探究 」「海 探究 」の学校設 目を たに開 して，

学 ， 学年で学校設 目「探究」を実 した。今年 は， コロナウイルスの で今までの指

の り方に な点で を られたが，それも含めて学校設 目「探究」の指 や指 内容の

実を った。

課題研究の指 に有 であった を して助言をいただく会議を，コロナウイルスの感 対

を行った上で対面で，あるいはzoomを して，１年 学 「 の方から学 う」，２年 理 探

究 「探究 会議」，国際探究 「社会探究Ⅰ探究 会議」，普通 「普通 理 ・文 探究 会議

」，海 学 「海 探究 会議」として開 した。そこで課題設 ， ，方 ， 果の考察という

課題研究の 段 において助言をいただくことが た。特に昨年 まではそれ れ であった２年普

通 理 ・文 の課題研究の 当教員をそれ れ とし人 を やした。理 の 当教員のうち２ は

理 の教員にすることで，普通 理 の課題研究の 実を った。また２年生す ての学 の 学 行を

研 行とし，大学等研究機関に き課題研究の発表の機会とするよう 学 でカリ ュラムデ インを

行った。コロナウイルスの で１２ の研 行は に 期となったが，これらの取組で らかに普

通 生徒の課題研究の質の 上や関 教員の ーション ップにつながり 校 での課題研究の

実へ大きな 果を得た。

コロナウイルスの でオンライン が ったことを して， 方の研究者や関 機関とつな

がりを ち助言をいただいたり，今まで参加できなかった学会や発表会にも 的に参加し からの

意見をいただいたりする機会を やした。理 探究 や海 学 では「課題設 力」のルー リックに

いて 成的 の 実を ることにより，生徒にさらに課題研究への 性を んでいる。生徒は同

に研究の意 等について 識を深めた。

これらの取組の成果として，理 探究 の生徒が「 くい理 ランプリ」において 学 ームが

，「日本 学連 大会」において ，サイ ンス ッスル２ ２ 関 大会 ，「第

国高校生 ーシ ル ジ スプロジェクト（Ｓ ）交流 ェ 」にて，「 のまち テイク

ウト情報 ーム」の普通 と国際探究 の生徒が文 学大 ・ 員特 に き，海 学 の２

ームも 行 ， ッ を した。「 のまち テイク ウト情報 ーム」の普通 の生徒

は の を けて「 をつくる 者・オ ・ ・イ ー」（内 ）において内 大 を

するなど しい成果を上げた。

４ 課題 

 行実 している「探究 学Ⅰ」「探究 学 」では課題設 において課題設 の 期化により探究のサイ

クルを すことができるようになっているが， 学的根拠をもった の設 ，実験・ 方 の 当性が

課題となった。これは 学 に共通する課題である。 行研究を に み，研究 を立て，デー の

い方，実験・ 方 の 当性を する プロ スを今後も 実させる必要がある。 校 になった

ことで関わる学校設 目「探究」の 当教員は えたが，教員研 の中で課題設 の指 に困難を感じて

いる教員が いことが したため，その指 の り方について研 や 当者会議で理解を促す必要がある。

今後も 教員 で， 年間を見通しての探究カリ ュラムの ・改善について したい。

  

（ ） （ ） 

教 （ 目） 探究（探究 学Ⅰ） ２  対 学年・学  １年文理探究  

学習の

目標 

１ 探究活動を実 するための 知識や 能を習得し，研究の意 の 識や 理 を養う。

２ を活 しながら 学的に解 能な研究課題の設 を 的に行う 質・能力の

成 

（ ）検証 課題 

検証 

前 における では，長期休 中の課題として中学校 に取り組んだ課題研究の振り返りを行い，高

校での課題研究へのスムーズな を った。 が開 してからは，この共有から めた。「 」に関す

る では，「 レインストーミン 」「ナン リン ・ラ リン 」「 」や「 の方から学 う」は

例年通り実 した。一方で「マインドマップ」に関しては した。 

「 学」に関する では例年， ナロ ，デジ ル ， 外 のす てにおいて実験

を行っているが，今年 は に応じて好きなものを ばせて実験を行った。また熱を の視点でとらえ

る内容を今年 は した。 を 成する中で生徒たちは，身近なものを って， かさ たさを視

化するための を考えて， としての 性をより高める方 を した。 

に例年行っている， の研究の話を聞くことは実 し，１年後の活動をイ ージできるようにした。

に実 したサマー ミナーでは国際探究 望者，理 探究 望者に分かれて，特 のある取り組み

を行った。 中 は， においても 望に応じて分かれて活動を行い，それ れ課題設 に取り組

んだ。 

理 探究 望者は昨年 に き き今年 も， に探究 学 を する生徒（昨年 探究 学Ⅰ

を ）から研究内容について発表を聞いた。また探究 学 を した生徒がまとめた課題研究論文を

んだ。今年は昨年 上に の論文を む 間を く した。そのことも しているのか，「サ ニウズ

力発 機」，「プラナリ 」，「立 行機」，「 し」など， 行研究を き ループが かっ

た。 の論文には「 の展望」はじめ， な課題が されている。また な疑問点も している。

そういったことを り に課題を発見しようと生徒が り強く考えた。また 高校で み ねられてきた

な研究が生徒に 力的に っているとも考えられる。 

国際探究 望者においては， 休みの ィールド ークに関連することや 自の に応じて研究テーマ

を設 した。１１ およ ２ に開 した助言会では， の いちこ 生から ド イスを いた。例

えば，自 感をテーマにしていた ームが，な それをやりたいのか深く質問を けることで，自 を

ための研究に進化していったなど，テーマ設 に大きく 立った。 

実 期日 ２年１２ １ 日（ ）１２ １  

実 目的 １年文理探究 の生徒に対し， ・関心から得られた課題設 ，問題解 に るため

の ・実験方 における について助言を き， 今後の研究の方 性を する。 

 １ 物理 大学教 学  教    英 生 

２. 化学 大学教 学  特 教  中  二 生

. 生物 立大学海 生物 学  教   本   生 

実 内容 研究 ループ２ 分（生徒発表 分， 助言１ 分） 

１２ には大学教員や研究者を として し，生徒の課題設 と研究 までの段 で助言をいただ

く，探究 会議を開 した。研究の を し，自身が取り組みたい課題を し，実験や の

を り しすることを な目的とした。

その中で， 設を立てる際の手立てや，

方 についての ド イスを いた。

例えば を よく すための研究を

する ームにおいては， をたてるま

でに「そもそもな に が けるの

か」などの前提や 力などのデー を

とることが必要だと から指 された。

について研究している ームは「

のような自 にあるような では，実験の際に対 性が われやすく， 性のある 果を すことが難

探究 会議での からの助言の  



− 1 3 −

しい」と指 された。「 ンケート 」を行うことは， りやすい の例であるなど指 や 意を けた。

一方で「おもし そうな研究だ」と言われて， ーションを上げる ームもあった。 

課題 

課題設 の 期を２年前期から１年後期へ 行して 年目となり， 課題設 期の 期化による研究

間の につながっている。一方で， 学習者の研究手 や手段の 立による研究 の 分さが

探究 会議で指 された。テーマが設 できているようであって，実は を らかにしたいのか 化

できていないという例が あった。例えば「 による 」について研究している ームは，「自分

たちの探究は 方 を かく ったと思っていたが， の と 方 の さを に し

ていかなければならないと思った。」と ている。どの が に強く関 しているかを る 前に，

そもそも と には 果関 があるのかという問いから めなければいけないことに気が いた。そ

ういったことも考 したうえで 行研究にあたる必要があることを探究 会議から学んだ。この ーム

は，ともすると今後テーマが わる 能性もある。 

今年 も昨年 に き き，過年 の研究論文集を み，研究 果の問題点を議論する活動を行った。

テーマを考え める際，学習者は 大な を げるものであるが，そこから身の りの課題に自力で 着

させることは めて難 が高い。また例えば「生物に関する研究がしたいが をすればよいのか分から

ない」という場 もある。そこで過 の の研究について する 間を く した。本当に 性

があるのか， を少し えてみるとどうなるのか，など深く することで，自らの課題設 への ン

トが得られる場 もある。こういった 間をできるだけ く することによって，過年 の研究課題を

き ，あるいは発展させる で，研究課題が設 できた ループが例年 上に く した。１年

のより い段 で，課題を 化できることは，２年 の「探究 学 」の質を高める意 でも 要であ

ることから， 年 も課題設 の場面でどのように指 を行うのが 果的か，さらに研究を深めたい。 

  

（ ） （ ） 

教 （ 目） 探究（ 学） ２  対 学年・学  １年普通 ・海 学  

学習の目標 
１ 理 分 に対する 関心を高めるとともに，自 学の 的な を 得する。 

２ 課題発見の手がかりを得るとともに，課題解 の手 を経験する。 

学習  

 をつく う    物の と  

１   動物と    １１   ・ ・ 状化 

１２   ・   １   学習（年 ・ ・コウ トリ） 

２   学習（マイクロプラス ックの成分分 ・ 通 の心 ） 

  課題設 トレーニン  

教  に き 成した自 教  

 考 

「 学と人間生活」を するうえで，その目標を まえながら を 成し指 を行う。

特に， において 学が発展してきた経 や を う。 の本質を問い け， 

学の も 本的な 性を自らの手で発見する。 

（ ）検証 課題 

検証 

 コロナによる休校により からの となったが，理 教 １ と実習助手１ による で を実

することや， 当者 員によるミーティン を実 して議論を ね自 教 を 成していく指 について

は例年通り行うことができた。これまでに開発してきた教 の が えたことや 間が ったため，ど

の教 を して を行うのが 果的か年 当 に を行った。教 の においては，理 分 を

て行うことや，生徒が 関心を ちやすいと考えられるものを に し， を立てた。 

コロナ対 として ループでの実験であっても，実験 を 人で わないようにし，自分が取りに行っ

た を後 けまで他の生徒が らないことを 本とした。また， 人での での 察を取りやめ，PC
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しい」と指 された。「 ンケート 」を行うことは， りやすい の例であるなど指 や 意を けた。

一方で「おもし そうな研究だ」と言われて， ーションを上げる ームもあった。 

課題 

課題設 の 期を２年前期から１年後期へ 行して 年目となり， 課題設 期の 期化による研究

間の につながっている。一方で， 学習者の研究手 や手段の 立による研究 の 分さが

探究 会議で指 された。テーマが設 できているようであって，実は を らかにしたいのか 化

できていないという例が あった。例えば「 による 」について研究している ームは，「自分

たちの探究は 方 を かく ったと思っていたが， の と 方 の さを に し

ていかなければならないと思った。」と ている。どの が に強く関 しているかを る 前に，

そもそも と には 果関 があるのかという問いから めなければいけないことに気が いた。そ

ういったことも考 したうえで 行研究にあたる必要があることを探究 会議から学んだ。この ーム

は，ともすると今後テーマが わる 能性もある。 

今年 も昨年 に き き，過年 の研究論文集を み，研究 果の問題点を議論する活動を行った。

テーマを考え める際，学習者は 大な を げるものであるが，そこから身の りの課題に自力で 着

させることは めて難 が高い。また例えば「生物に関する研究がしたいが をすればよいのか分から

ない」という場 もある。そこで過 の の研究について する 間を く した。本当に 性

があるのか， を少し えてみるとどうなるのか，など深く することで，自らの課題設 への ン

トが得られる場 もある。こういった 間をできるだけ く することによって，過年 の研究課題を

き ，あるいは発展させる で，研究課題が設 できた ループが例年 上に く した。１年

のより い段 で，課題を 化できることは，２年 の「探究 学 」の質を高める意 でも 要であ

ることから， 年 も課題設 の場面でどのように指 を行うのが 果的か，さらに研究を深めたい。 

  

（ ） （ ） 

教 （ 目） 探究（ 学） ２  対 学年・学  １年普通 ・海 学  

学習の目標 
１ 理 分 に対する 関心を高めるとともに，自 学の 的な を 得する。 

２ 課題発見の手がかりを得るとともに，課題解 の手 を経験する。 

学習  

 をつく う    物の と  

１   動物と    １１   ・ ・ 状化 

１２   ・   １   学習（年 ・ ・コウ トリ） 

２   学習（マイクロプラス ックの成分分 ・ 通 の心 ） 

  課題設 トレーニン  

教  に き 成した自 教  

 考 

「 学と人間生活」を するうえで，その目標を まえながら を 成し指 を行う。

特に， において 学が発展してきた経 や を う。 の本質を問い け， 

学の も 本的な 性を自らの手で発見する。 

（ ）検証 課題 

検証 

 コロナによる休校により からの となったが，理 教 １ と実習助手１ による で を実

することや， 当者 員によるミーティン を実 して議論を ね自 教 を 成していく指 について

は例年通り行うことができた。これまでに開発してきた教 の が えたことや 間が ったため，ど

の教 を して を行うのが 果的か年 当 に を行った。教 の においては，理 分 を

て行うことや，生徒が 関心を ちやすいと考えられるものを に し， を立てた。 

コロナ対 として ループでの実験であっても，実験 を 人で わないようにし，自分が取りに行っ

た を後 けまで他の生徒が らないことを 本とした。また， 人での での 察を取りやめ，PC

やスクリーンを いた 察に した。 年行っている 力研究開発機 の の 前 では， に

よる 察を ループから 人に り えた。このように，コロナ禍において実験や 察の進め方に を め

られたことにより，それにあわせて 成に を行った教 が い。それ 外にも年 を題 とした教 では，

過 に教 を開発した より たな発見があったためデー や の などを行った。教員のミーティン

を してより が ててわかりやすくなるように教 の 成の を行ったり，レ ート課題についても

問題文の見 しを行ったりした。 たな題 でどんどん教 を開発していく段 からこれまでに開発してきた

教 の改 を行い ラッシュ ップしていくことも 要な段 になってきていることから，今後も教 の改

を行っていく必要がある。 

課題 

 教 の改 は 要であるが， たな題 での教 開発を進めることも必要である。昨年からの課題である実

験デー の解 を視点においた教 開発については実際に を行う段 にまでは達しておら ， 年

も研究を進める必要がある。また， を題 にした教 であるマイクロプラス ックを題 とした教

をこれまでも ってきたが， 大学など外 と連 して 的な助言を けながらマイクロプラス ックを

題 とした たな教 開発を行う が進んでおり，こちらも き き研究を進めていく必要がある。

３  

（ ） （ ）

教 （ 目） 探究（探究Ⅰ・海 探究Ⅰ） ２  対 学年・学  １年普通 ・海 学  

学習の目標 

前期 「答えが い問い」を考えることの楽しさを対話的な学 を通して わいながら， 

的な探究手 を習得する。 

後期 発展性・ 自性のある研究課題を発見する。 

の は，今年 の に実 された「プレゼン研 会」の である。ここで１年生は２年生の探究

の発表を見聞きし，本校における探究学習のイ ージをもつことを いと

している。２年生は自分たちが進めてきた探究の成果を発表するだけでな

く，その成果にいたるまでの過 （どのような関心から課題を設 したか，

状分 のなかでどのような課題が見つかったか，そうした課題に対して

どのような プロー を ったか，など）を した。1 年生の振り返り

の では「これから行う探究学習のイ ージをもつことができた」とい

う言葉が くみられたことから，この会の いである 的な探究プロ

スのイ ージをもつことができたと考える。 

 また からの探究の では， レインストーミン や といっ

た探究手 やナン リン ，ラ リン といった発表手 を生徒同士の対

話的な学 を通して習得した。こうした対話的な学 はこれからの探究サ

イクルにおいて な要 である。また，生徒たちは手 を習得するだ

けなく，クラス イトとの 的な関 を することができた。 

本年 は コロナ禍にありながらも，例年実 している「 の方から学 う」の会を と１１ の

実 することができた。昨年 までは年 の実 であったが，昨年の課題にもあったように第 の実

については例年是非を問う があった。そこで今年 は 当教員，1 年学年会， の方と相 して２ に

らして実 することとなった。このことによって生徒の探究学習にどのような があるのかは年 に

したい。 

「 の方から学 う」では本年 も である ， ，おおい ，高 の行 員に加

えて， 物 の学 員， 高 の ，大学 生， 議会議員の方 からも を けるこ

とができた。昨年同 ，年間での 人の 員が 校し生徒に助言するといった による 実した
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を得ることができることが，本校カリ ュラムの強みである。 

の は，今年 の に実 された「第１  の方から学 う」の である。第 1 では

の課題を く深く知ることを目的としているため， 当者の方から，生徒に対して の

状をお話しいただく機会となっている。本年 からは 分の を２ 設 することで生徒は自身の

関心に いて２分 の話を聞く

ことができるように した。 分

の 員の方から の取組と課題をお

話していただくことで生徒たちは今後

の「課題発見」に する の情報や

たな視点を得ることができた。 

く１１ の「第２  の方から

学 う」では課題設 に関わる 的な助言をいただくことを目的とし，

生徒が設 した課題とそれに対する プロー を 行 の 員やＮ

の方 に した。例年は生徒の発表を 視していた 分もあったが，

今年 は発表を の なものとし， 会 を ることで

の方と生徒が 的に探究内容を できるように した。この

第２ の機会によって「生徒の探究学習への意欲が高まり，一気に加

した」と校内の指 教員が しており，開 の 期およ 会の ち方

も 当であったと考える。またこの会で の方とつながることができ

た生徒たちはその後の探究の 間でも 的にやりとりを し，

の方からの 的な助言や情報提 を けながら探究内容を深化してい

くことができた。 

課題

本校の探究学習では「課題設 能力」を 視している。この「課題

設 能力」の 成を目的として２つのことを意識して してきた。1つ目が，「指 教員間での目標の共有」

である。研究発表会が近 く中で指 教員はどうしても「成果」に意識が きがちであるが，今年 は「成

果」よりも「課題設 」を 視することを ち わせ会のた に してきた。そのために「探究 」を

えていくことを意識した。 的には， 状分 が深まったり， を進めて に つかることで問いが

容してくることを し，そうした「問いの 容自 が探究である」という共有 識をもつように きかけ

た。２つ目が「生徒への意識 け」である。生徒に対しても「 に つかってなかなか探究が進まないなか

でい んなことを考えて しい問を見つけ，深めていくことが探究である」と し，わかりやすい「成果」

を すことではなく，そうした課題設 の「過 」こそが探究であると してきた。また校内発表会のス

ライドでも例年は「提 （成果）」が 視されていたが，本年 は「課題設 までの過 」を 点的に さ

せることに した。こうした指 もあり，生徒たちは課題設 の過 を「探究が している段 」とと

らえるのではなく，その過 自 が探究であると楽しめるようになった。 

（ ）検証 課題 

検証 

ではそれ れ前期・後期の目標に らして生徒の実態から する。 

 前期に関しては， 的な探究手 として レインストーミン や といった探究手 やナン リン

，ラ リン といった発表手 を学習したが，その後の課題設 の場面では生徒自らこうした手 を い

て，自分たちが をテーマとしていくのかを考えている姿が見られた。また今年 は ィールド ークやイ

ン ュー の手 についても を行い，生徒 のマニュ ルを 成したが，生徒たちはこのマニュ

ルを活 して，実際に ィールド ークやイン ューを行っている が見られた。 上のことから

的な手 の習得という点では一 の成果があったと考えられる。 

後期に関しては，課題設 の際に 課題からテーマを探すのではなく，自分たちの な 関心から

テーマを探すように した。こうした もあり，生徒たちは高校生ならではの自 な発 のもとでテー
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を得ることができることが，本校カリ ュラムの強みである。 

の は，今年 の に実 された「第１  の方から学 う」の である。第 1 では

の課題を く深く知ることを目的としているため， 当者の方から，生徒に対して の

状をお話しいただく機会となっている。本年 からは 分の を２ 設 することで生徒は自身の

関心に いて２分 の話を聞く

ことができるように した。 分

の 員の方から の取組と課題をお

話していただくことで生徒たちは今後

の「課題発見」に する の情報や

たな視点を得ることができた。 

く１１ の「第２  の方から

学 う」では課題設 に関わる 的な助言をいただくことを目的とし，

生徒が設 した課題とそれに対する プロー を 行 の 員やＮ

の方 に した。例年は生徒の発表を 視していた 分もあったが，

今年 は発表を の なものとし， 会 を ることで

の方と生徒が 的に探究内容を できるように した。この

第２ の機会によって「生徒の探究学習への意欲が高まり，一気に加

した」と校内の指 教員が しており，開 の 期およ 会の ち方

も 当であったと考える。またこの会で の方とつながることができ

た生徒たちはその後の探究の 間でも 的にやりとりを し，

の方からの 的な助言や情報提 を けながら探究内容を深化してい

くことができた。 

課題

本校の探究学習では「課題設 能力」を 視している。この「課題

設 能力」の 成を目的として２つのことを意識して してきた。1つ目が，「指 教員間での目標の共有」

である。研究発表会が近 く中で指 教員はどうしても「成果」に意識が きがちであるが，今年 は「成

果」よりも「課題設 」を 視することを ち わせ会のた に してきた。そのために「探究 」を

えていくことを意識した。 的には， 状分 が深まったり， を進めて に つかることで問いが

容してくることを し，そうした「問いの 容自 が探究である」という共有 識をもつように きかけ

た。２つ目が「生徒への意識 け」である。生徒に対しても「 に つかってなかなか探究が進まないなか

でい んなことを考えて しい問を見つけ，深めていくことが探究である」と し，わかりやすい「成果」

を すことではなく，そうした課題設 の「過 」こそが探究であると してきた。また校内発表会のス

ライドでも例年は「提 （成果）」が 視されていたが，本年 は「課題設 までの過 」を 点的に さ

せることに した。こうした指 もあり，生徒たちは課題設 の過 を「探究が している段 」とと

らえるのではなく，その過 自 が探究であると楽しめるようになった。 

（ ）検証 課題 

検証 

ではそれ れ前期・後期の目標に らして生徒の実態から する。 

 前期に関しては， 的な探究手 として レインストーミン や といった探究手 やナン リン

，ラ リン といった発表手 を学習したが，その後の課題設 の場面では生徒自らこうした手 を い

て，自分たちが をテーマとしていくのかを考えている姿が見られた。また今年 は ィールド ークやイ

ン ュー の手 についても を行い，生徒 のマニュ ルを 成したが，生徒たちはこのマニュ

ルを活 して，実際に ィールド ークやイン ューを行っている が見られた。 上のことから

的な手 の習得という点では一 の成果があったと考えられる。 

後期に関しては，課題設 の際に 課題からテーマを探すのではなく，自分たちの な 関心から

テーマを探すように した。こうした もあり，生徒たちは高校生ならではの自 な発 のもとでテー

マを設 することができていた。例えば，「 の 進」を課題としてとらえた ループでは「

を ったプロテインの開発」や「 を った化 の開発」といった にはないテーマを設 する

姿が見られた。他にも「 活性化」を課題としてとらえたある ループでは 内での 者カップルの

加が解 につながると し， 心理学を ースとして コンのようなイ ントを考 する生徒もいた。

こうした姿からもわかるように例年 上に発展性・ 自性のある課題を設 する生徒が かったと考える。

また のあり方でも があった。 的には，課題設 に際して， 課題を解 することありきから

課題設 をさせるよりも，ま は生徒たちの自 な発 のもとでやってみたいテーマを げさせ，それらと

課題を け わせて， ができるかということを考えさせていく うがより 自性もあり，生徒自身が

「探究したい」と思える課題設 ができると感じた。こうした のあり方は 年 にも き いでいきた

い。 

課題 

 課題は の２点である。 

生徒の探究を深化させるために 果的なサイクルの  

本年 は 験的に「 の方から学 う」を２ に らして実 したが，このことによる を す

る必要がある。また第１ ，第２ についても開 期の が必要であると考える。例えば，第 1

の 期は「 課題を く知る」ことを目的としている 上，開 期を にするなどより 期を

め， の方とのつながりを い段 で る うがよい。また第２ の 期は「課題設 に対しての ド

イスをいただく」ことを目的としていることやそうした ド イスを けて生徒の探究が深化していく

ことを まえて，今よりも い 期（例えば１ 上 ）に設 しても いと考える。また中学校での探

究学習との も考 する必要がある。 的な探究手 については中学校段 で生徒は習得してきてお

り，高校で同じ内容を り返す必要もないため， ィールド ークやイン ューの手 といったより発

展的な手 についての学習機会を設けていく必要があると考える。 

生徒の課題設 能力に関する意識 による  

本年 は特に「課題設 能力」に焦点をあてて探究を進めてきたが，生徒の実感としてどの まで意

識 けができていたのかを事後的に する必要がある。 ，教 と生徒の「カリ ュラム経験」には

があると指 されており，こうした事態が本校の探究学習でも きていないかの が必要であると

考える。 的には，例年実 している意識 における「課題設 」の 目で「課題設 前のデー

集」や「課題の自 設 」，「課題の社会 性」などを「意識した」と 答する生徒の が例年と

して 加しているのかどうかを する必要がある。この 自 は年 に行うため， 果を け

て改めてカリ ュラムや 内容の見 しを行う必要がある。

４  

（ ） （ ） 

教 （ 目） 探究（探究 学 ） ２  対 学年・学  ２年理 探究  

学習の 

目標 

学 学に関する発展性・ 自性のある研究課題を設 し，事 の や 状を

分 し， 学的根拠を って を立て， り強く解 する能力を少人 ループでの課

題研究活動を通して身につける。 

学習  

・  イダンス

状分 ・ 立 ・

 

  実験

  第１ 探究 会議・ りかえ

り・

  実験

１   第２ 探究 会議・ りかえり

１１  ・ 実験

１２  実験

１  実験

２   第 探究 会議・研究発表会

同課題研究発表会

本校 ＳＳ 研究発表会

  論文  

（ ）  
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 関 参

（３）検証 課題 

検証 

「課題設 能力」のルー リックに いて，年間 の自 を行った。その自 によって自

身の研究を振り返り，課題を見つけ，研究 を改善し， 当教員と相 しながら進めるといったサイクル

を り返す中で，研究を改 していくことができた。ルー リックの 点において，「学 に対する 的・

自 的態 」「社会的 と研究者 理」の は高く，研究者の方からも，「研究への熱意が 的に高く，

楽しみながら研究を行えている点がとても い」と を けた。「 能な開発発展から見た の問題

識の深さ」についても，１年 に行った課題設 の段 で，身近で のあるものに着 し研究テーマを

しており，課題を自分事としてとらえ研究を進めることができた。 

コロナウイルスの で，学会や成果発表会の とんどがオンライン開 となり，今まで参加できな

かった発表会にも参加しやすくなった。 的に参加させようと，発表会の情報を 的に 集し する

とともに，発表能力の 上，研究者から ド イスがもらえる，他の研究から イデ を得ることができる

など発表会に参加する意 を伝えた。発表会を通して研究を深めていこうと考えた。その 果，昨年 は

ループ １２ の発表 が今年 は １ に え，す ての ループが校外発表会に参加することが

できた。 くの ループは発表会に参加することで，発表 のまとめ方や発表の 方が 上するとともに，

研究者から疑問点や ド イスが いたりすることで研究を深めることができた。いくつかの も した。 
・JpGU Joint Meeting ２ ２ 「 成 に含まれる の と考察」

・サイ ンス ッスル２ ２ 関 大会 「パイ ン の の提 」

・ ジ ス イデ コンテスト 「 」

当者 員で ミーティン を実 し，年間 や の進め方，研究の進 状況， ん

でいることなどを共有し， 当だけではなく 教員が探究に関わるという意識 くりができた。さらに

めて探究の 当になった教員もこのミーティン のおかげで， なく に取り組むことができた。

課題 

 ルー リックの 点の一つである「 学的な問題への 化とその解 」については，生徒

の力がまだ 分 っていない。 発表会後の研究者からの助言では「 がただの になっており，

学的根拠に いていない」と指 された。また，実験についても，な その を んだのか，その方

が なのか等を指 された。 に 学的な視点を たせて研究を進めていくことが課題である。しかし，

それを しす ると しくなり，研究が楽しめなくなる が生じる。そのため， 学的に考えること自

が楽しいことだと感じられるような をカリ ュラムの中に組み んでいくことを していく。 

発表会への参加は 加したが，それに 例して生徒の も 加した。発表スライドや ス

ーの 成，発表 の 成，発表 習などが くなり， 課後 くまで って している生徒の姿も少

なくなかった。さらに発表 の 間が えることによって，研究する 間が し，研究があまり進まな

い ループもあった。発表会を見 えて 的に研究を進めることができるよう，生徒を していく。

  

（ ） （ ） 

教 （ 目） 探究（社会探究Ⅰ） 1  対 学年・学  ２年国際探究  

学習の目標 

生まれ った ・ の（国際社会に共通する）課題を発見し，他者と

同してその課題の解 を る探究的な学習を通して，論理的に思考し表 する力を

てると共に，課題の解 や探究活動に 的， 的， 同的に取り組む態 を

てる。 を 目標として げる。 

課題に対して 的な視点でとらえる力

イ の課題と 的な や 行研究に いて本質的な課題を設 する力
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 関 参

（３）検証 課題 

検証 

「課題設 能力」のルー リックに いて，年間 の自 を行った。その自 によって自

身の研究を振り返り，課題を見つけ，研究 を改善し， 当教員と相 しながら進めるといったサイクル

を り返す中で，研究を改 していくことができた。ルー リックの 点において，「学 に対する 的・

自 的態 」「社会的 と研究者 理」の は高く，研究者の方からも，「研究への熱意が 的に高く，

楽しみながら研究を行えている点がとても い」と を けた。「 能な開発発展から見た の問題

識の深さ」についても，１年 に行った課題設 の段 で，身近で のあるものに着 し研究テーマを

しており，課題を自分事としてとらえ研究を進めることができた。 

コロナウイルスの で，学会や成果発表会の とんどがオンライン開 となり，今まで参加できな

かった発表会にも参加しやすくなった。 的に参加させようと，発表会の情報を 的に 集し する

とともに，発表能力の 上，研究者から ド イスがもらえる，他の研究から イデ を得ることができる

など発表会に参加する意 を伝えた。発表会を通して研究を深めていこうと考えた。その 果，昨年 は

ループ １２ の発表 が今年 は １ に え，す ての ループが校外発表会に参加することが

できた。 くの ループは発表会に参加することで，発表 のまとめ方や発表の 方が 上するとともに，

研究者から疑問点や ド イスが いたりすることで研究を深めることができた。いくつかの も した。 
・JpGU Joint Meeting ２ ２ 「 成 に含まれる の と考察」

・サイ ンス ッスル２ ２ 関 大会 「パイ ン の の提 」

・ ジ ス イデ コンテスト 「 」

当者 員で ミーティン を実 し，年間 や の進め方，研究の進 状況， ん

でいることなどを共有し， 当だけではなく 教員が探究に関わるという意識 くりができた。さらに

めて探究の 当になった教員もこのミーティン のおかげで， なく に取り組むことができた。

課題 

 ルー リックの 点の一つである「 学的な問題への 化とその解 」については，生徒

の力がまだ 分 っていない。 発表会後の研究者からの助言では「 がただの になっており，

学的根拠に いていない」と指 された。また，実験についても，な その を んだのか，その方

が なのか等を指 された。 に 学的な視点を たせて研究を進めていくことが課題である。しかし，

それを しす ると しくなり，研究が楽しめなくなる が生じる。そのため， 学的に考えること自

が楽しいことだと感じられるような をカリ ュラムの中に組み んでいくことを していく。 

発表会への参加は 加したが，それに 例して生徒の も 加した。発表スライドや ス

ーの 成，発表 の 成，発表 習などが くなり， 課後 くまで って している生徒の姿も少

なくなかった。さらに発表 の 間が えることによって，研究する 間が し，研究があまり進まな

い ループもあった。発表会を見 えて 的に研究を進めることができるよう，生徒を していく。

  

（ ） （ ） 

教 （ 目） 探究（社会探究Ⅰ） 1  対 学年・学  ２年国際探究  

学習の目標 

生まれ った ・ の（国際社会に共通する）課題を発見し，他者と

同してその課題の解 を る探究的な学習を通して，論理的に思考し表 する力を

てると共に，課題の解 や探究活動に 的， 的， 同的に取り組む態 を

てる。 を 目標として げる。 

課題に対して 的な視点でとらえる力

イ の課題と 的な や 行研究に いて本質的な課題を設 する力

学習の目標 ウ な研究手 を し，課題解 に 的な を立てる力

学 習  

  イダンス・文  

  テーマ設 ・ ・ 状分 ・研究  

テーマ設 会 助言者（オンラインでの実 ） りかえり 

・   ・研究 休み ・ ィールド ーク 

   進 状況報 会 

   ・研究 

１ ・１１    中間発表会 りかえり ・ ・研究 

１２    ィリ ン・シン ール研究交流会（オンラインでの実 ） ・研究， 

１・２   発表  本校 ＳＳ 研究発表会 FUKUI SDGs Awards SDGs 探究 Awards 

Change Maker Award 

   ・研究 

（ ）検証 課題 

検証 

今年 も「課題設 力」の 上をめ して活動を組 した。その 果，「テーマ一 」（関 参 ）に

あるように本年 も 方が える課題を生徒自らが設 することができた。さらに今年は意識して に

の つのことを行った。 

「 活性化」よりも生徒の な ・関心を大 にすること

イ 教 は生徒の思考を対話により促すこと

ウ 当教員のコミュニケーションを にすること

についてであるが，昨年 までの「社会探究Ⅰ」の課題は，「 活性化」に目を けるあまり，研究

手 や生徒の ・関心の が くなってしまったことである。 ィールド ークや ンケートをすること

が「 い研究」であると考え，その意 や 果を見 としてしまう生徒や，自らの な ・関心より「

課題解 」を してしまう生徒がいた。今年 は，あくまで生徒が考えたテーマを け れつつ，社会

の内容につなげていく指 や，研究手 の意 や目的に気 きを促す指 を意識した。 

昨年 に き き， では，イのように，生徒に 分かった の， ， 状， 行研究を まえ

た上で改善 や今後の方針を自らの言葉で 当教員に で するという活動を く取り れた。教員は

それを聞いて，生徒の発言の 点や りない点を「それって本当？」「それをすると にとって 状が く

なるの？」というように，事前に共有した研究指針をもとに質問し，生徒との対話の中で思考と気 きを促

した。 

今年 は，コロナウィルスの感 対 もあり，対面での指 の 間は昨年よりも ってしまったが，

Google classroomを通じて教員と生徒間とのコミュニケーションをとり，研究を進めることができた。また，

のテーマ設 会において， 大学の 生からは， 実的な課題設 を目指して，「高校生で達

成できる研究目標は ？」，「身近な状況で達成できる研究の 目標から考えよう。」といった助言をいただい

た，生徒は，研究したい分 の中で焦点を って課題を設 する力が身についたと考える。 

さらに，オンラインで対話する が されたため，例年よりも く外 の方からオンラインでご指

いただく機会を つことができた。例えば，「外国人 のための指さしシート」を研究する ームは国連

世界 機関に質問する機会を つことができた。この機会を経て生まれた たなつながりを今後も大 に

していきたい。 

また，ウであるが， の のために 当の 生方とは， とは に 期的に ち わせを行った。

今年 からは社会 教員に加え，英語 教員も 当に加わり，より指 の が がった。 ち わせでは，

生徒の研究に関する の助言を教員同士で共有し，改善 を共有した。どのように生徒に助言内容を伝

達し，研究においてどのような点を改善していくかが非 に 要だと考え

たためである。 当の 生方もその を意識して生徒に指 していただ

くことができた。 

課題 

しかし，中間発表会を経て，探究が行き ってしまう生徒もいた。一

設 した課題を することや の視点から考えることについて い

を つ場面が見 けられたので， のような探究サイクルを すことを

より意識 けることが必要である。例えば，一 自分が設 した問いを解

し， たな問いを立てることに 的な姿勢を見せる生徒や，一

活動を してしまうとそこからどのように研究を り上げていくのかわ
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からない生徒がいた。このような場面では， に生徒には探究では 果ではなく問いの 要性を伝えていく

ことが大 であると考える。「問いに対して一 果が得られたら，その 果から問題提 をしてみよ

う。」，「一 立てた問いが 実的でなかったり，それに対する がイ ージできなかったりする場 は一

白 にして考えても大 。」という けをすることによって，「問いの と解 そのものが探究のプロ

スであること」を意識できるのではないか。そして，このような かけによって，「問いを立てる力」や「

状から課題を発見する力」が されていくのではないかと考える。

  

（１） 目の 要（ ）

教 （ 目） 探究（探究 ） 1  対 学年・学  ２年普通  

学習の 

目標 

発展性・ 自性のある研究課題を設 した上で，事 の や 状を分 し， 学的根拠

を って を立て， り強く解 する能力を 成する。 

学習  

学習内容 

 

自 学分

自分の がある分 ごとに ルー

プを り ・情報 集を行う。 

から研究テーマを り み

課題を する。 

研究の進め方を め，実験や の

を立てる。  

社会 学・人文学分

自分の がある分 ごとに ルー

プを り ・情報 集を行う。 

設 １ レインストーミン など

設 ２ いくつかのテーマについて

に る

設 たことを発表

(Teaching Assistant ) 

１２  

自 学分

研究の に って実験や を行い ループで研究

を進める。２ の探究 会議で得た ド イスを

に研究をさらに進める。 

社会 学・人文学分

設 たことが１年間のテーマとして さわし

いかどうかを

設  テーマ 。その後，研究の に って

を行い ループで研究を進める。

探究 同会議で発表し，その他の ループの研究発表

を聞く(Teaching Assistant )

１

研究した内容を ス ーにまとめ，校内研究発表会等

で発表を行う。社会 学・人文学分 は 人論文を

成する。

（ ） 検証 課題

検証

クラスの り当て教員が え，教員一人当たりの 当研究テ

ーマが２ つに 少し，より に を行うことができた。今

年 は１２ 実 だった研 行を大きな研究発表の場とし

て設 し， 休み １１ の第２ 探究 会議にかけて くの

ループが実験を 的に，目的をもって実 することができた。

研 行は に 期となったが，その間もオンラインを し

て くの外 発表会に参加し，例年になく活動的に探究活動を行

うことができた。２ の校内ＳＳ 研究発表会ではこれまでの研

究を ス ーにまとめ， 発表， ス ー発表を行った。 

これらの実践を通して，例年にも して くの生徒が発展性・

自性のある研究課題を設 し，実験を実際に自分たちの手で行い， 学的根拠を った ・ を行う

ことができた。また，外 の発表会や外 として大学教 の方 に自分たちの研究を見てもらい，

としての ド イスをたくさんいただいたことで，研究課題について 面的に， り強く解 する能力を

成することができた。 

課題 



− 2 0 −

からない生徒がいた。このような場面では， に生徒には探究では 果ではなく問いの 要性を伝えていく

ことが大 であると考える。「問いに対して一 果が得られたら，その 果から問題提 をしてみよ

う。」，「一 立てた問いが 実的でなかったり，それに対する がイ ージできなかったりする場 は一

白 にして考えても大 。」という けをすることによって，「問いの と解 そのものが探究のプロ

スであること」を意識できるのではないか。そして，このような かけによって，「問いを立てる力」や「

状から課題を発見する力」が されていくのではないかと考える。

  

（１） 目の 要（ ）

教 （ 目） 探究（探究 ） 1  対 学年・学  ２年普通  

学習の 

目標 

発展性・ 自性のある研究課題を設 した上で，事 の や 状を分 し， 学的根拠

を って を立て， り強く解 する能力を 成する。 

学習  

学習内容 

 

自 学分

自分の がある分 ごとに ルー

プを り ・情報 集を行う。 

から研究テーマを り み

課題を する。 

研究の進め方を め，実験や の

を立てる。  

社会 学・人文学分

自分の がある分 ごとに ルー

プを り ・情報 集を行う。 

設 １ レインストーミン など

設 ２ いくつかのテーマについて

に る

設 たことを発表

(Teaching Assistant ) 

１２  

自 学分

研究の に って実験や を行い ループで研究

を進める。２ の探究 会議で得た ド イスを

に研究をさらに進める。 

社会 学・人文学分

設 たことが１年間のテーマとして さわし

いかどうかを

設  テーマ 。その後，研究の に って

を行い ループで研究を進める。

探究 同会議で発表し，その他の ループの研究発表

を聞く(Teaching Assistant )

１

研究した内容を ス ーにまとめ，校内研究発表会等

で発表を行う。社会 学・人文学分 は 人論文を

成する。

（ ） 検証 課題

検証

クラスの り当て教員が え，教員一人当たりの 当研究テ

ーマが２ つに 少し，より に を行うことができた。今

年 は１２ 実 だった研 行を大きな研究発表の場とし

て設 し， 休み １１ の第２ 探究 会議にかけて くの

ループが実験を 的に，目的をもって実 することができた。

研 行は に 期となったが，その間もオンラインを し

て くの外 発表会に参加し，例年になく活動的に探究活動を行

うことができた。２ の校内ＳＳ 研究発表会ではこれまでの研

究を ス ーにまとめ， 発表， ス ー発表を行った。 

これらの実践を通して，例年にも して くの生徒が発展性・

自性のある研究課題を設 し，実験を実際に自分たちの手で行い， 学的根拠を った ・ を行う

ことができた。また，外 の発表会や外 として大学教 の方 に自分たちの研究を見てもらい，

としての ド イスをたくさんいただいたことで，研究課題について 面的に， り強く解 する能力を

成することができた。 

課題 

コロナウイルスによる２ 間の休校もあり，課題設 を行う 間が かった。オンラインを し

て １ 間という られた 間をなんとか できたものの，一

ループでテーマを大 に したり，実験になかなか取り組

め ，実 や が いという問題が発生したりした。今後

は，今年 得られたオンラインの ウ ウを活かし，課題設 や

実験といった活動に 点的に取り組めるような デ インをし

ていきたい。例えば， の 成や 人でもできる について

は Googleクラスルームや Googleドライ 等を って行い，

間は ループでの活動や実験， 当教員に ド イスをもらう

間というようにカリ ュラムや そのものを 年 は 立し

ていく。 

探究 会議については今年 と同 に，実 期は実験

を 成する と実験 果を考察し める１１ の２ に設 し，

の方は大学関 者を中心に する。また，今後も研 行

は研究発表を行うことになるので，そこに けたスケジュールを設 ・ 考する必要がある。 

（３） 検証 課題 

検証 

 今年 は「生徒との対話」を意識的に行い，課題設 や 研究

を実 した。 クラスの り当て教員が えたため，課題設 に

は生徒の ・意欲を に も， の教員と面 することで，

生徒が くの意見や考えに れることができた。また，研究課題そ

のものを の進 と関連したものに設 することで，研究に対す

る意欲を高め， を見 えた をデ インすることができた。

探究 会議では， を大学関 者の方にお いし， 分 につ

いてより 的な ド イスを得た。１１ からのマイプロジェク

ト・ ードには昨年 と き き普通 文 の ームが応 し，

２ ームが を通過している。 

これらの実践を通して，一人一人が自分の進 を まえた研究課

題を設 することができ，例年 上に にわたった課題への プ

ロー を考え， することができた。また，理 と同 に外 の発表会や外 として大学教 の方

に自分たちの研究を見てもらい， としての ド イスをたくさんいただいたことで，文 でもより

学的に， 面的に解 する能力を 成することができた。また，ルー リックによる により，生徒も

的ではなく， 的に自身の研究についての をすることができた。 

課題 

 コロナウイルスによる２ 間の休校もあり，研究課題を設 する際は 間生徒との面 を行った

が，設 後は を らしたため，一 ループで研究が してしまうことがあった。設 後も 期的に

対話の機会を設けることで，より くの大人からの意見や を得る必要がある。また，課題そのものを

の進 と関連したものに設 したことで意欲の 上につながったものの， ループ が例年に 大 に

え， 当教員の が 加してしまうという課題が発生した。 

これらの課題解 のため， 年 は教員研 や探究 会議を い， の方と 当教員との対話の 間

を設け， 当教員が普段の でどのように生徒を す きかを う。特に，研究における生徒との対話

の 方やより くの生徒を見取るための手段について 点的に研究・開発を行う。

  

（ ） （ ） 
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教 （ 目） 探究（海 探究 ） ２  対 学年・学  ２年海 学  

学習の目標 

や海 に関する課題を設 し，その課題の解 を る学習を通して， 的

な知識と の深化， 化を るとともに，問題解 の能力や自発的， 的な

学習態 を てる。 

学習  

・   テーマ設 ・ ・ 状分 ・ 立 ・  

 第１ 海 探究 会議・自 ・ ・ 実験 

・１    実験・ りかえり・自  

１１・１２    ・ 実験・自  

１・２   第２ 探究 会議・自 ・論文  

 大学教 による 発表と論文指  

 同課題研究発表会・本校ＳＳ 研究発表会 

   日本 学会参加 

（ ）検証 課題 

検証 

年間のカリ ュラムの中で自らが設 した課題の解 のために，実際に大学の研究 や 場に き研

究を行い， 議や発表も通じて課題設 能力（事 の や 状を分 し， 学的根拠を って を立て，

り強く解 する能力）の 成を ることが本 目であり，カリ ュラムの中心として， 年改善を行って

いる。今年 の改善点は 点ある。１点目が，コロナ禍において 間が少なくなりテーマ設 に 間が

かけられないため，休校期間中オンラインで生徒たちに 1年 の海 探究Ⅰでのテーマ設 をもとにテーマ

の 設 を実 した点である。これにより 目間の繋がりを意識できただけでなく，学校 開から研究の

実験や研究の考察にとりかかることができ，休校期間を有意 に えた。その 果問いのサイクルを

も すことができるようになり，テーマ設 も改善され課題設 能力の 成につながった。 例としては

日本 を へ実際に ち上げられ 行士に で てもらったことである。学校 開

から 期間ではあるが，休校期間を しテーマ設 を行ったからこそここまでたどり着けた。 

２点目が，教員間での情報共有を にした点である。 前までは 1 を け つ教員が一人であったが，

今年 は経験が い教員が えたこともあり，一 の を教員二人で け つようにした。生徒へ 面は

テラン教員が 手教員をサ ートしながら指 し， な行事参加の事 面は 手教員が行った。これに

より 手教員に指 の ウ ウを でき， に テラン教員の を らすことができた。また ミー

ティン を行いやる きことを教員 で把握できた。 

点目が，論文指 の改善である。前年 は論文のみ 方 を大学教 から学んだが，今年 は 発

表の指 を大学教 に学 ことができた。これにより生徒のプレゼンテーション能力の 上のみなら ，

教員の 発表の指 も改善した。 点目は，課題研究の 段 において生徒だけで自 をするの

ではなく，生徒と教員で話しあいながら 成的 を行った点である。昨年 までは生徒のみでルー リッ

クに き を行ったが，今年 は教員が き い の段 で，研究がどこまで進んだのか， が り

ないのかを にできるよう した。これにより生徒は目標が 化しただけでなく教員も生徒の 状を

理解でき，より的 な指 ができるようになった。 

課題 

  参加行事の を行っていきたい。 ，課題研究の内容が 学分 から経 分 まで いため，参加

行事の と生徒の研究内容が しないときがある。参加行事を一 にするのではなく，研究テーマに

った行事に参加できるようなシステムを考えていきたい。 

  

（ ） （ ） 

教 （ 目） 探究（探究 学 ） 1  対 学年・学  年理 探究  



− 2 2 −

教 （ 目） 探究（海 探究 ） ２  対 学年・学  ２年海 学  

学習の目標 

や海 に関する課題を設 し，その課題の解 を る学習を通して， 的

な知識と の深化， 化を るとともに，問題解 の能力や自発的， 的な

学習態 を てる。 

学習  

・   テーマ設 ・ ・ 状分 ・ 立 ・  

 第１ 海 探究 会議・自 ・ ・ 実験 

・１    実験・ りかえり・自  

１１・１２    ・ 実験・自  

１・２   第２ 探究 会議・自 ・論文  

 大学教 による 発表と論文指  

 同課題研究発表会・本校ＳＳ 研究発表会 

   日本 学会参加 

（ ）検証 課題 

検証 

年間のカリ ュラムの中で自らが設 した課題の解 のために，実際に大学の研究 や 場に き研

究を行い， 議や発表も通じて課題設 能力（事 の や 状を分 し， 学的根拠を って を立て，

り強く解 する能力）の 成を ることが本 目であり，カリ ュラムの中心として， 年改善を行って

いる。今年 の改善点は 点ある。１点目が，コロナ禍において 間が少なくなりテーマ設 に 間が

かけられないため，休校期間中オンラインで生徒たちに 1年 の海 探究Ⅰでのテーマ設 をもとにテーマ

の 設 を実 した点である。これにより 目間の繋がりを意識できただけでなく，学校 開から研究の

実験や研究の考察にとりかかることができ，休校期間を有意 に えた。その 果問いのサイクルを

も すことができるようになり，テーマ設 も改善され課題設 能力の 成につながった。 例としては

日本 を へ実際に ち上げられ 行士に で てもらったことである。学校 開

から 期間ではあるが，休校期間を しテーマ設 を行ったからこそここまでたどり着けた。 

２点目が，教員間での情報共有を にした点である。 前までは 1 を け つ教員が一人であったが，

今年 は経験が い教員が えたこともあり，一 の を教員二人で け つようにした。生徒へ 面は

テラン教員が 手教員をサ ートしながら指 し， な行事参加の事 面は 手教員が行った。これに

より 手教員に指 の ウ ウを でき， に テラン教員の を らすことができた。また ミー

ティン を行いやる きことを教員 で把握できた。 

点目が，論文指 の改善である。前年 は論文のみ 方 を大学教 から学んだが，今年 は 発

表の指 を大学教 に学 ことができた。これにより生徒のプレゼンテーション能力の 上のみなら ，

教員の 発表の指 も改善した。 点目は，課題研究の 段 において生徒だけで自 をするの

ではなく，生徒と教員で話しあいながら 成的 を行った点である。昨年 までは生徒のみでルー リッ

クに き を行ったが，今年 は教員が き い の段 で，研究がどこまで進んだのか， が り

ないのかを にできるよう した。これにより生徒は目標が 化しただけでなく教員も生徒の 状を

理解でき，より的 な指 ができるようになった。 

課題 

  参加行事の を行っていきたい。 ，課題研究の内容が 学分 から経 分 まで いため，参加

行事の と生徒の研究内容が しないときがある。参加行事を一 にするのではなく，研究テーマに

った行事に参加できるようなシステムを考えていきたい。 

  

（ ） （ ） 

教 （ 目） 探究（探究 学 ） 1  対 学年・学  年理 探究  

学習の目標 
学 学に関する発展性・ 自性のある研究課題に対して，事 の や

状を分 し， 学的根拠を ち， 成果物としてまとめる。 

学習  

  コロナウイルス感 による休校期間

  コロナウイルス感 による休校期間

  イダンス・研究 ス ー 成  

 高校ＳＳ 理 探究 課題研究成果発表会 (オンライン) 
   ＳＳ 生徒研究発表会 (オンライン)  
１   論文 成・論文指

１１ １  論文 校 ・発

（ ）検証 課題 

検証 

今年 は， コロナウイルス感 による休校期間を んだため， 実質 からの開 となった。

前年 に行った探究 学 で深めた研究課題で， 実験と， 研究成果をまとめた動 を 成しオンライ

ンでの発表と論文に した。特に 学の成立 である「 性」・「 性」・「 性」を 視した論文

成と論文指 に力を れた。また， に開 した 高校ＳＳ 課題研究成果発表会 (オンライン)では

研究成果をまとめた動 を 開し， に行われる  ＳＳ 生徒研究発表会(オンライン) に 場への

表 考を ねた。本発表会では， 本校理 教員 によって 表 考に けた な が行われた。後

は， 研究成果を研究論文として した。 ループで論文を 成したあと， 当教員と１ ループ つ

な問答を り返しながら文 の や， デー の 理方 ， ラ や表の 理， デー から み取れるこ

とから 論 けられることなど， 論文の校 を行った。本取組によって， 自身の研究をまとめる力， 的

に自身の研究を発表する力， デー や ラ の 理について， ラ やデー から分かることを に

すことができている。これについては， 学習者のルー リックによる自 や， 発表会にて を行

った教員の から見て取れ， 共に前年 実 の探究 学 の よりも 上が できる。 

課題 

 今年 は， コロナウイルス感 による休校 が 国的に行われ， していた で

一 を対 にした研究成果を発表する場を設けることができなかった。この として， 動 開によ

る研究発表会を実 した。動 ・スライドを 成する上で， 自分たちの研究内容・成果をより視 者に分か

りやすく， 面白く 成していたことが動 から えた。一方で， 研究成果として， 自らの として

を 論 けるための実験デー が少ない点が課題としてあげられる。また， 分に 実験を できてい

ない点も めない。そもそも， を らかにしたいのか， 研究対 の が大きす て， さに ける

分もみられる。 かな 分での対 実験を り返す行 においても だ 分な 分が く， 自らの研究

を 論 けるには 分である。 的には， 統 的に からしいデー や統 理， 対 を

意識した実験方 についても 分に考 されていないものが い。 これらを解 する方 としては 期段

において 性を意識した研究指 ， 課題設 段 における目的の 化が必要である。例えば， あるデ

ー を取得することでどのような が できるのか？実験デー の 行 を に設 すれば から

しいデー といえるのか？ と を することで， 目的を することにつながるのか？など 当教員が

学習者に対して促す な ド イスの提 方 ついて考える必要性がある。

  

（ ） （ ） 

教 （ 目） 探究（社会探究 ） 1  対 学年・学  年国際探究  

学習の目標 

理 ・ の で 得した知識を活 し， 社会の 課題について

の研究課題を設 する。他者と してその解 を る探究的な学習を通して，論理

的に思考し表 する力を てると共に，課題の解 や探究活動に 的， 的，

的に取り組む態 を てる。 
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の 要 

２年 の「社会探究Ⅰ」において，自らの 関心に いて， 社会や国際社

会に関する研究課題を設 して， ， のサイクルを り返す。本 目では研究

のまとめとして，関 機関への成果発表なら に２年間の振り返りを行う。 

 （ コロナウイルス感 による休校期間） ・研究の  

 （ コロナウイルス感 による休校期間） ・研究の  

  ィリ ン デラサルリパ学 生徒との研究交流 

  研究活動の振り返り 

  生との研究交流

（ ）

（３）検証 課題

検証

 ２年 の「社会探究Ⅰ」で取り組んだ課題についてさらに ・研究を した。 コロナウイルス感

による休校期間ではあったが， 自で ・研究を進めるよう で指 した。Twitter等の SNS

を して情報 集や 力者を ったり， を活 し（ ー ル ーム等）で を行ったりするな

ど課題の解 に けて 的， 的に取り組む が見られた。国際探究 の 本 さんは普通 の生

徒と共同して休校期間中にコロナの で しむ を助けようと「 のまち テイク ウト

情報 ーム」を 成し実際に活動し，「第 国高校生 ーシ ル ジ スプロジェクト（Ｓ ）交流

ェ 」にて文 学大 ・ 員特 に いた。 

休校期間中の ・研究を含めて，自分の研究の まとめとして

ィリ ン デラサルリパ学 生徒との研究交流を行った。研究内容

について英語化し交流することは，研究内容の 考を促し，論理的な

思考力や表 力を高めることができた。 

（生徒の振り返りより ） 

自分の探究はこれからどうなるのか，どうす きなのかを考え す

必要があると思った。 が 果的なのはわかるが， であるこ

との 果や ン ル ルスがどう されるのかをもう少し考えたい

と思った。 Ｓ の人たちは 果についてよく られていたので

それを見てより一 感じた。（ ） 

この生徒は「 大 の休 で を て， 日本大 の につなげるには」というテーマ

で探究学習を行っている生徒である。 ィリ ン デラサルリパ学 生徒との研究交流での質疑応答を経て，

「 であることの 果や ン ル ルスがどう されるのかをもう少し考えたい」と ているように，

研究内容をさらに 考し，課題についての 識をさらに深めようとしていることが分かる。 

課題 

 ィリ ン デラサルリパ学 との での研究交流は生徒・ 生方にも大 好 で，もっと に

交流したいなどの があった。今後も連 を し研究を通じた交流を 的に行うことが課題である。ま

た研究のまとめとして振り返りを くことは 着したが，論文の 成の 間がとれていないことが課題であ

る。そのため， 年 の研究発表の 期を めて，3年 での論文 成も含めた を立てる必要がある。

  

（ ） （ ） 

教 （ 目） 探究（探究 ） 1  対 学年・学  年普通  

学習の目標 

１.「探究 II」での課題研究の成果等これまで学んできた 課題や， ロー ルな課
題についての考えを に深めた上で，自身が特に取り組みたい課題を設 し い視 と

な を身につける。 

２. 日本語や英語で発表する活動を通して，論文 成能力・ 発表能力・対話力を

成する。 

学習 

 

1学期 

前年 の探究 の 間で行った課題研究のテーマについて，イン ー ットや で

に研究を進める。また， や実験を行い，自身の考えを他者とディスカッションし，

考えを深める。 
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の 要 

２年 の「社会探究Ⅰ」において，自らの 関心に いて， 社会や国際社

会に関する研究課題を設 して， ， のサイクルを り返す。本 目では研究

のまとめとして，関 機関への成果発表なら に２年間の振り返りを行う。 

 （ コロナウイルス感 による休校期間） ・研究の  

 （ コロナウイルス感 による休校期間） ・研究の  

  ィリ ン デラサルリパ学 生徒との研究交流 

  研究活動の振り返り 

  生との研究交流

（ ）

（３）検証 課題

検証

 ２年 の「社会探究Ⅰ」で取り組んだ課題についてさらに ・研究を した。 コロナウイルス感

による休校期間ではあったが， 自で ・研究を進めるよう で指 した。Twitter等の SNS

を して情報 集や 力者を ったり， を活 し（ ー ル ーム等）で を行ったりするな

ど課題の解 に けて 的， 的に取り組む が見られた。国際探究 の 本 さんは普通 の生

徒と共同して休校期間中にコロナの で しむ を助けようと「 のまち テイク ウト

情報 ーム」を 成し実際に活動し，「第 国高校生 ーシ ル ジ スプロジェクト（Ｓ ）交流

ェ 」にて文 学大 ・ 員特 に いた。 

休校期間中の ・研究を含めて，自分の研究の まとめとして

ィリ ン デラサルリパ学 生徒との研究交流を行った。研究内容

について英語化し交流することは，研究内容の 考を促し，論理的な

思考力や表 力を高めることができた。 

（生徒の振り返りより ） 

自分の探究はこれからどうなるのか，どうす きなのかを考え す

必要があると思った。 が 果的なのはわかるが， であるこ

との 果や ン ル ルスがどう されるのかをもう少し考えたい

と思った。 Ｓ の人たちは 果についてよく られていたので

それを見てより一 感じた。（ ） 

この生徒は「 大 の休 で を て， 日本大 の につなげるには」というテーマ

で探究学習を行っている生徒である。 ィリ ン デラサルリパ学 生徒との研究交流での質疑応答を経て，

「 であることの 果や ン ル ルスがどう されるのかをもう少し考えたい」と ているように，

研究内容をさらに 考し，課題についての 識をさらに深めようとしていることが分かる。 

課題 

 ィリ ン デラサルリパ学 との での研究交流は生徒・ 生方にも大 好 で，もっと に

交流したいなどの があった。今後も連 を し研究を通じた交流を 的に行うことが課題である。ま

た研究のまとめとして振り返りを くことは 着したが，論文の 成の 間がとれていないことが課題であ

る。そのため， 年 の研究発表の 期を めて，3年 での論文 成も含めた を立てる必要がある。

  

（ ） （ ） 

教 （ 目） 探究（探究 ） 1  対 学年・学  年普通  

学習の目標 

１.「探究 II」での課題研究の成果等これまで学んできた 課題や， ロー ルな課
題についての考えを に深めた上で，自身が特に取り組みたい課題を設 し い視 と

な を身につける。 

２. 日本語や英語で発表する活動を通して，論文 成能力・ 発表能力・対話力を

成する。 

学習 

 

1学期 

前年 の探究 の 間で行った課題研究のテーマについて，イン ー ットや で

に研究を進める。また， や実験を行い，自身の考えを他者とディスカッションし，

考えを深める。 

学習 

 

2学期 

これまでの研究やそれに う自分たちの意見を他者に伝えるための英語で を 成

しプレゼンテーションを行う。 成後は，発表 習をし，クラスごとに発表会を行

い，相互 を行う。それに加えクラス 表のプレゼンテーションを で行う。 

3学期 

研究の成果を 人で論文にまとめる。

表者プレゼンテーション生徒 とテーマ一  

・Norihiro Horiguchi: Internal development by exchange in the local area

・Kai Kimura: What hinders study

・Suzuka Uemura: Let’s develop sweet of plum

・Jun UnagidaHeavy bass Nice voice

・Taiki Matsumiya: Can solar panel generate more electricity by using mirror?

今年 の探究 では，２年 の探究 で取り組んだ内容をもとに学習を進めた。つまり，探究 において

ループで た内容を，英語に し， 員がクラスで発表した。 は コロナウィルスによる休

校期間中であったため，英語に す は 自自宅で行った。 上がった英語のスライドを Google Drive

上に提 した。 

学校が 開した より， で英語による発表の 習をした。そして， 員がクラスで発表し， クラ

ス 1 つ 表者を した。 表者プレゼンテーションについては，昨年 と大きく をした。第一に，

昨年 は普通 員が に集まって 表者プレゼンテーションをしたのに対し，今年 は を

った プレゼンテーションを行った。つまり， 表者は で を ってプレゼンテーションをし，

他の生徒は 教 で， を通して 表者プレゼンテーションを視 した。第二に，昨年は 表者プレ

ゼンテーションの 間は１ 間であったのに対し，今年 は２ 間 した。よって，昨年 は 表者プレ

ゼンテーションのみ行ったが，今年 は 表者プレゼンテーションの前に， 表者 外の生徒もプレゼンテ

ーションをする 間を設けた。生徒はクラス ラ ラの ン ーで 人の ループを り， に 分間の

英語によるプレゼンテーションを行った。その後，２分間の質疑応答を行った。

今年 は昨年 に き き，ス シ ル ストとして 大学教 ・人文社会  教 の

生に によりご参加いただいた。 生からは， に の２点のコ ントをいただいた。１点

目は，日本語とは異なる ・論理 を つ言葉で表 してみようとすることで，これまで日本語で考え

表 してきた探究のプロ スが しい視点で見 される 能性があり，これが教 「外国語」ではなく，

的な探究の 間 につながる 目で取り組んでいる」ことに大きな意 があるということだ。２点目が，

今 の発表では，発表者が を伝えようとしているのかを必 に探 うとすることができており，本校の教

目標「異質のものに対する理解と 容」との関 で， たな 能性がある取組である，ということである。

さらに， 表者は 生より に ド イスをいただき，今後の探究活動に けて みとなった。 

（ ）検証 課題 

検証 

２年 で取り組んできた研究を英語でまとめることで，研究において達成した点と，今後の課題について

振り返りことができた。

文 ，理 問わ お互いのプレゼンテーションを聞くとで，他の生徒がどのような研究をしていたのかを

知ることができた。これにより， たな視点を得ることができた。

表者については，研究者より ド イスをいただくことで，自身の研究の今後の 能性についての

視点を得ることができた。

オンラインを いて，自 的に学 を進める力をつけることができた。

本校普通 文 年 組 さんが，内 が知 活動の を する「 者・オ ・ ・

イ ー」において， 理大 表 を した。これは， コロナウィルス感 大により外 自 が め

られる中， のテイク ウト物 の情報を発信する「 のまち テイク ウト情報」を会員 交
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流サイト（ＳＮＳ）内に開設し， に大きな を えた が められた 果だ。昨年 も，本校普通

生徒が 第 国高校生Ｓ 交流 ェ Ｓ レンジ ード を するなど，普通 の

探究の成果が められている。今後， 普通 の探究が発展することを う。 

課題 

コロナウィルスの感 大に い， は休校となった。そのため，本 であれば の で

これからの探究活動についての イダンスを行うことができなかったため，生徒に今後の探究活動について

の見通しを たせることができなかった。 

また，１年生から取り組んできた探究活動を， 験の 果により つけるためには， 年間を見通した

さらなるカリ ュラム開発が められる。 

 さらに，これまで本 目は英語によるプレゼンテーションのため英語 教員が 当者であったが，文

・理 の 性の面から考えて，理 の研究については理 の教員と，そして文 の研究については社会

の教員それ れと連 し，さらに研究を進めることができるようにしていきたい。 

 さらに，英語のプレゼンテーションについては，１年生，２年生の から 的に英語の で取り れ，

と連 し，よりより英語によるプレゼンテーションができるようにしていきたい。

  

（ ） （ ） 

教 （ 目） 探究（海 探究 ） ２  対 学年・学  年海 学  

学習の目標 

や海 に関する課題を設 し，その課題の解 を る学習を通して， 的な知

識と の深化， 化を るとともに，問題解 の能力や自発的， 的な学習態

を てる。本 目では特に，課題研究のまとめとして論文の 成 英語での ス ー

，発表活動を中心に行う中で目標を達成する。 

（ ）検証 課題 

検証 

発表や論文をまとめを実 する 目であるが，コロナの により，シン ールや の生徒との交流

はオンラインのみとなった。今年 の改善点は，休校中にオンラインで英語での ス ー 指 ができた

点である。２年 で 成した ス ーを英 し，オンラインで発表 習を行った。発表 習では英語 力

を得ながら指 した。 高学年として１，２年生の後 に研究を伝える機会を やすことができた。 

課題 

英語での ス ー発表は，今後，海外の高校生や大学生と する機会をどれだけ やすことができるかが

事 であったが， を め，オンラインでの発表機会を ることができた。今後も海外に行か とも

英語での発表機会を やしたい。 

  

 ２ 学 において を活 した探究学習を実践することで 教 に 改善を させ，

的・対話的で深い学 を実 する学校文化を 成することができる。 

 検証  

（１） 校内研 の 実

（２） 力・指 力 上に けての 互見

（ ） 教員指 力 上 事

（ ） 意識 と連動した校内研

３ 検証

今年 は感 大 を考 し， をまた 人の が されたことにより，昨年までとは違った での
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流サイト（ＳＮＳ）内に開設し， に大きな を えた が められた 果だ。昨年 も，本校普通
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これからの探究活動についての イダンスを行うことができなかったため，生徒に今後の探究活動について

の見通しを たせることができなかった。 

また，１年生から取り組んできた探究活動を， 験の 果により つけるためには， 年間を見通した

さらなるカリ ュラム開発が められる。 

 さらに，これまで本 目は英語によるプレゼンテーションのため英語 教員が 当者であったが，文

・理 の 性の面から考えて，理 の研究については理 の教員と，そして文 の研究については社会

の教員それ れと連 し，さらに研究を進めることができるようにしていきたい。 

 さらに，英語のプレゼンテーションについては，１年生，２年生の から 的に英語の で取り れ，

と連 し，よりより英語によるプレゼンテーションができるようにしていきたい。

  

（ ） （ ） 

教 （ 目） 探究（海 探究 ） ２  対 学年・学  年海 学  

学習の目標 

や海 に関する課題を設 し，その課題の解 を る学習を通して， 的な知

識と の深化， 化を るとともに，問題解 の能力や自発的， 的な学習態

を てる。本 目では特に，課題研究のまとめとして論文の 成 英語での ス ー

，発表活動を中心に行う中で目標を達成する。 

（ ）検証 課題 

検証 

発表や論文をまとめを実 する 目であるが，コロナの により，シン ールや の生徒との交流

はオンラインのみとなった。今年 の改善点は，休校中にオンラインで英語での ス ー 指 ができた

点である。２年 で 成した ス ーを英 し，オンラインで発表 習を行った。発表 習では英語 力

を得ながら指 した。 高学年として１，２年生の後 に研究を伝える機会を やすことができた。 

課題 

英語での ス ー発表は，今後，海外の高校生や大学生と する機会をどれだけ やすことができるかが

事 であったが， を め，オンラインでの発表機会を ることができた。今後も海外に行か とも

英語での発表機会を やしたい。 

  

 ２ 学 において を活 した探究学習を実践することで 教 に 改善を させ，

的・対話的で深い学 を実 する学校文化を 成することができる。 

 検証  

（１） 校内研 の 実

（２） 力・指 力 上に けての 互見

（ ） 教員指 力 上 事

（ ） 意識 と連動した校内研

３ 検証

今年 は感 大 を考 し， をまた 人の が されたことにより，昨年までとは違った での

 

 

取組となった。しかしその中でもオンライン等 し， 校 で 的・ 的学習に けた取組を実 す

ることができた。 

今年 は感 大 のため の 開研究 は行わ ，１１ に実 した。校外からの参加者はオンラ

インも含めて１１ に上り，研究 議では くの助言者から指 を ， 力 上に けて した。ま

た同 期に実 した 開 間には 者にも を 開した。 

互見においては１ の ループを 成し， 人１組となり教 の を えて実 した。 後の振り返

りでは くの意見が共有された。昨年 対 の を 手から 教員に げて２年目の取組であり， に っ

てきている。 

教員指 力 上 事 には昨年 を上 る ームが応 ・ された。外 を 得することによっ

て，教 教 に関する研究を ームで深めることができた。 

教 課 研究では において， 年 開設 の「 共」を見 えた研究を行っている。今年 は

の指 のもとで理論的研究を行い，研究 を２ 実 した。 

意識 と連動した校内研 については，本年 も学校設 目「探究」におけるカリ ュラム開発およ

校 での教員間のコミュニティ 成を した。 には 国立大学の 本 ，内 行の 力を

得て， 校教員を対 とした研 を実 した。１ には，探究学習の指 で みを える教員を対 に

会を開 した。 

４ 課題 

 昨年から めた 校 での 互見 間は ね好 であり，その発展が められた。 互見においては

長期休 の もあり，１ の実 となったが， 的な 力・指 力 上を考えると年２ の実 が好ま

しい。また を見学する際や振り返りをする際にテーマがあるとより 果的な取組になるという指 もあっ

た。 

 意識 と連動した校内研 ではデー を いた研 ができたことが よりの成果である。しかしその 大

な 的デー をどのように するかが課題となった。今後はＳＳ 研究 員でその目的や らかになった点

を に した上で研 にの む必要があることが指 された。研 から か 上がった課題としては 

普通 の「探究」への満 や課題設 能力，解 力の伸長がやや い にあること，どの学 の生徒も生

徒の 関心から課題設 させることの難しさであった。カリ ュラムの見 しや，学 を えた 行研究の

共有が今まで 上に必要になってきている。

  

（ ）  

 教 における の改善 

（ ）  

１１ に実 した。 を参 する 点を２ 年 までの「一人 とりが深く学 ための くり 深

い思考へと う問いとは 」から 年 に「学 の質や深まりをみとる とは」と設 し し， 年目

の取組となった。校外からの参 者はオンラインも含めて１１ に上った。教 学研究者や，指 事，

国で活 中の スパート教員など， な助言者から指 を ， 力 上に けての を行った。 

研究会では，中 教 が校外からの参 者に対して本校の研究の 要を し，活発な質疑応答が交わさ

れた。

生物の研究 では， 解 について，生徒は 的・ 的な学習活動を交えながら学んだ。研

究 議には校外からも が参加し，本校教員も含めて つの ループに分かれて， の かったとこ ・

改善点について共有した。その後 である 大学教 学 の大 生から 学習指 要 について

のお話を中心に を けた。 学の研究 では，２ で まれる 分の面 を める が展開され

た。研究 議には校外から が参加し，本校教員を含めて２つの ループに分かれて， かった点，

者への質問等意見を共有した。その後 である高 学 の 生から「 とは か」というテー

マの を けた。
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教 わせて外 から １ の方が研究 議に参加された。

１１ には 開 間を設け， 校 員が 日間， 者にも を 開し，研 を深めた。今年は感

大 のためもあり， 者の 校は であった。 

後 する「 互見」において， 教 員が他教 を含む を参 し，他教 教員と意見交換も行うこ

とで自身の 改善に 立てた。教 ごとの取組としては，教 会等での勉強会を 実させるよう，教

と連 し いながら取組を進めた。 

理 では学校設 目「 学」において教 1 ，実習教 1 による を展開しているが，

教 会において 当者によるミーティン を 行い，教 の を行った。特に今年 は実験 の取り

いについて感 対 を意識した指 を行った。そのための ち わせを に行った。 

学では教 会の際に， 当者を一人 めて教 や での取組を共有している。今年 は生徒の答

を いた難関大学対 の指 方 についても議論した。また年 期においてはオンライン の り方

についてよく議論を行い， ー ル ームを った ンケートやテストのやり方，動 の り方について

く考えや取組を共有した。1 年生 当の教員は教 会 外にも 1 ミーティン の 間を ち，教

や目標の共有，学力の分 を行った。 

なお年 当 の コロナウイルスの による休校期間に関しては，教 を えてオンライン の方

について， く情報共有を行い，生徒の学 を めない を行った。

  

（ ）  

 ループでの 互見・意見交換を通し， 力・指 力の 上を る 

（ ）  

 

  教 の を えた 校教員( ・実習助手含む)で１ の ループを 成した。 長などの テラ

ン教員に「 」，ＳＳ ・研究 員や中 教員に「リーダー」， 手教員に「 」の を当て，１

つの ループは １ を含めた で 成した。 

 

  「リーダー」 の ，２学期中間考 後から期 考 までの期間を いて ループ内で の互見を

実 し，「 見学シート」に参考になった点，提 したい点をそれ れ する。 ループ 員の

を互見した後，「 」からの助言を中心とした意見交換会を実 する。 

（３）検証 課題 

検証 

  ループの意見交換会の から， 者自身が で 視している点， の課題点を げたうえ

で， ループ内の共通点に焦点を当て意見交換する，という が く見られた。例えば ループ１では

「生徒のニーズ」が 者 員に共通するテーマとして げられ，生徒が 教 に めている学 とは

なのか，学年や進 によって必要な学 はどう 化するのかというテーマで議論が行われていた。このよ

楽 の 学 の研究 議 の
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教 わせて外 から １ の方が研究 議に参加された。

１１ には 開 間を設け， 校 員が 日間， 者にも を 開し，研 を深めた。今年は感

大 のためもあり， 者の 校は であった。 

後 する「 互見」において， 教 員が他教 を含む を参 し，他教 教員と意見交換も行うこ

とで自身の 改善に 立てた。教 ごとの取組としては，教 会等での勉強会を 実させるよう，教

と連 し いながら取組を進めた。 

理 では学校設 目「 学」において教 1 ，実習教 1 による を展開しているが，

教 会において 当者によるミーティン を 行い，教 の を行った。特に今年 は実験 の取り

いについて感 対 を意識した指 を行った。そのための ち わせを に行った。 

学では教 会の際に， 当者を一人 めて教 や での取組を共有している。今年 は生徒の答

を いた難関大学対 の指 方 についても議論した。また年 期においてはオンライン の り方

についてよく議論を行い， ー ル ームを った ンケートやテストのやり方，動 の り方について

く考えや取組を共有した。1 年生 当の教員は教 会 外にも 1 ミーティン の 間を ち，教

や目標の共有，学力の分 を行った。 

なお年 当 の コロナウイルスの による休校期間に関しては，教 を えてオンライン の方

について， く情報共有を行い，生徒の学 を めない を行った。

  

（ ）  

 ループでの 互見・意見交換を通し， 力・指 力の 上を る 

（ ）  

 

  教 の を えた 校教員( ・実習助手含む)で１ の ループを 成した。 長などの テラ

ン教員に「 」，ＳＳ ・研究 員や中 教員に「リーダー」， 手教員に「 」の を当て，１

つの ループは １ を含めた で 成した。 

 

  「リーダー」 の ，２学期中間考 後から期 考 までの期間を いて ループ内で の互見を

実 し，「 見学シート」に参考になった点，提 したい点をそれ れ する。 ループ 員の

を互見した後，「 」からの助言を中心とした意見交換会を実 する。 

（３）検証 課題 

検証 

  ループの意見交換会の から， 者自身が で 視している点， の課題点を げたうえ

で， ループ内の共通点に焦点を当て意見交換する，という が く見られた。例えば ループ１では

「生徒のニーズ」が 者 員に共通するテーマとして げられ，生徒が 教 に めている学 とは

なのか，学年や進 によって必要な学 はどう 化するのかというテーマで議論が行われていた。このよ

楽 の 学 の研究 議 の

うな議論から，生徒の教 に対する 関心の高め方，進 実 に けた学力の高め方，またそれらの方

を生徒の学習段 の中でどう していくのかが話し われ，生徒の 年間の学習 を見 えた

くりについて考えられていた。 

また１つの に対する 教員の視点の が 化しており，それらを共有することで を深めら

れている が く見られた。 ループ においては，スライドを いた を行っていた社会 の 手

教員に対し，詳 な ができている 面，情報 の過 を指 する場面があった。スライドを する

ことで の 間を し解 の 間を長くとることができるが，生徒が 間内に 理なく理解でき

る も必要であるという たな視点の 得であった。 

さらに，教 の を えた意見交換が行われている も く見られた。特に くの ループで話し

われていた事 は 機 (特に今後 の レット )やオンライン教 の活 について

であった。 ループ においては， の における レット の有 な活 方 を考 すること

に困難を していたが， に を めている教員から 方 の助言(ここでは 実 において自

分の の動きを し，改善方 を自 的に考える とする )を けるなど，今後の 方 の 化

に対応するための情報共有が行われていた。 

意見交換を 的な のみとりや 教 に共通する課題についての共有・考察に繋げられており，有

な意見交換が実 できたといえる。 を望む が い。 

課題 

  今年 はコロナウイルスの で学校が 開 となり，互見 が後期１ のみの実 となった。

的な 力・指 力の 上のため年２ の実 が望ましい。また， ループごとに意見交換の方 性の

が見られた。同 期(１１ )に実 される 開 におけるテーマ(今年 であれば「学 の質や深ま

りをみとる とは」)と本取組を つけ， 互見において を 視す きか，どのような議論をす

きかをある 事前に教員 で共有するなど，本取組の目的をより 化する必要がある。 

３  

（ ）

教員の自 的な研究活動を促進し, 改善の一助とする。

（ ）

本事 は， 等中等教 に わる教 員の自発的な 実践活動を することにより，教 員の 実

践等の意欲の高 を るとともに，成果を普 することで本 教 員 の指 力 上，本 教 の振 に

することを目的として， 教 が 集した事 である。 

ＳＳ ・研究 が応 希望の教員に対する を行うことで，自発的な事 実践が促進されている。ＳＳ

に深く関 する 目を研究したいという意欲ある教員による ームが，応 ・ された（海 １，

英語 １，理 １， 手 研究１， 活 研究１）。外 を 得し教 教 に関する研究を ー

ムで深めることが， 教 の 力 上に大きく した。 

（ ） 検証 課題

 課題 検証 課題 

海  

実習

等の

機 を生徒・

の 的学

にいかす方

の研究 

中ドローンを し，教員が海中の を した。この を

で活 したことで，より 的にかつイ ージのしやすい教 を生徒

に提 することができた。今後は， 中ドローンを教員だけでなく，生

徒にも してもらいたいと考えており，そのための機 の 達や 組

みを たに設 する必要があると振り返る。 年 ，長期的に

機 の活 とそれを した の開発を していく である。 

英語  

生徒が 的

に学

くりのための

に１ 大学の を し， を考えるための 知識を得るこ

とができた。その知識をもとに， 的ではなく， 的な を行う

ためのルー リックの 成にも取り組むことができ，その 成のプ
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の り方

の研究 

ロ スを研究 でも実践的に行うことができた。教 のシェ や共同

開発， 期的な校内研 会は昨年 から き き実 することができ，

今後も英語教 の指 力 上に 点を いて取り組んでいきたい。 

理  

的な生徒

物理実験の開

発と研究

機 を

的に活 し

た実験  

「 の 動を いた さと 間と 」「 」「 な

の振動 」の つの実験 を 成し， 験的に生徒実験を行った。

例えば「 な の振動 」では，課題のみを提 し，機 の

とその 方 そのものを生徒に考えさせた。実験後， 果だけでな

く実験機 の 方 についても議論がおき， ループとも 的に

実験を考察することができた。今後は，この かの実験についても生徒

が 的に学 ことができる実験 の開発に取り組みたい。 

手

研究 

校内 研究

会およ 実践

を通した

手教 の

性開発 

研究に関する本をいくつか し， で行う 研究から，

としての教 を て，成長し けるためのコミュニティー 成とそ

の り方を提 することができた。 に１ 手教 特有の みを 1年

目 年目が共有することで，身近な と後 との関 を するこ

とができ， 前よりお互いに話しやすくなった。今後は，この会の目的

や 間の ，教員の 等を していき， 的に実 できるよう

にしていきたい。 

活 研究 

レットを

活 した「

的な対話によ

り思考を深め

る」 の

（ ） 

Ｓ(GoogleClassroom，ロイロ ート)の違いと Ｓ（iPad と

windowsPC，クローム ック）の違いによる教 果・ 改善 の

を行った。 状， の 化や生徒間の意見共有をする際の容 さと

いう 点から，ロイロ ートが GoogleClassroom よりも に でき

ることを らかにし，生徒の 的な対話の実 やより深い思考の深ま

りを れている。今後は，クローム ック 面 開 に けて，より

い の 方をさらに したい。 

４  

（ ）  

本校では昨年 より学校設 目「探究」におけるカリ ュラム改善を

行うこと，およ 校 での教員間のコミュニティを 成することを目

的として， 国立大学と内 行との共同研究で開発した質問 に

よる 的分 の 果を校内研 を通じて共有している。質問 では，生

徒には「探究」の学習過 における行動・意識やその生徒がもつ学習 等

の意識を聞き，教員には生徒に対する理解，指 方 ，教員間の連 ・

力，指 の 点に関する意識を聞くことで 状把握を行うことを目的

としている。 

（ ）  

  

２年 に 校生徒・ 当教員に対して行った「探究」についての

質問 のデー を に， ２年 ２ 日に共同研究を行っている

国立大学教 学研究 高 教 実践 教  本 ，内

行の 力を得て， 校教員を対 に研 会を実 した。研 内容としては，

に 本 からのデー 分 の 果の解 があったのちに，普通 ・海

・探究 の 当教員を させた ループにて「課題設 ・解 力」

に焦点をあてて，お互いが感じている課題やうまくいっているとこ ，改

善点について意見交換を行った。 

２年１ 日にはＳＳ ・研究 員の かけにより，探究学習の指 で みを えている教員
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の研究 

ロ スを研究 でも実践的に行うことができた。教 のシェ や共同

開発， 期的な校内研 会は昨年 から き き実 することができ，

今後も英語教 の指 力 上に 点を いて取り組んでいきたい。 

理  

的な生徒

物理実験の開

発と研究

機 を

的に活 し

た実験  

「 の 動を いた さと 間と 」「 」「 な

の振動 」の つの実験 を 成し， 験的に生徒実験を行った。

例えば「 な の振動 」では，課題のみを提 し，機 の

とその 方 そのものを生徒に考えさせた。実験後， 果だけでな

く実験機 の 方 についても議論がおき， ループとも 的に

実験を考察することができた。今後は，この かの実験についても生徒

が 的に学 ことができる実験 の開発に取り組みたい。 

手

研究 

校内 研究

会およ 実践

を通した

手教 の

性開発 

研究に関する本をいくつか し， で行う 研究から，

としての教 を て，成長し けるためのコミュニティー 成とそ

の り方を提 することができた。 に１ 手教 特有の みを 1年

目 年目が共有することで，身近な と後 との関 を するこ

とができ， 前よりお互いに話しやすくなった。今後は，この会の目的

や 間の ，教員の 等を していき， 的に実 できるよう

にしていきたい。 

活 研究 

レットを

活 した「

的な対話によ

り思考を深め

る」 の

（ ） 

Ｓ(GoogleClassroom，ロイロ ート)の違いと Ｓ（iPad と

windowsPC，クローム ック）の違いによる教 果・ 改善 の

を行った。 状， の 化や生徒間の意見共有をする際の容 さと

いう 点から，ロイロ ートが GoogleClassroom よりも に でき

ることを らかにし，生徒の 的な対話の実 やより深い思考の深ま

りを れている。今後は，クローム ック 面 開 に けて，より

い の 方をさらに したい。 

４  

（ ）  

本校では昨年 より学校設 目「探究」におけるカリ ュラム改善を

行うこと，およ 校 での教員間のコミュニティを 成することを目

的として， 国立大学と内 行との共同研究で開発した質問 に

よる 的分 の 果を校内研 を通じて共有している。質問 では，生

徒には「探究」の学習過 における行動・意識やその生徒がもつ学習 等

の意識を聞き，教員には生徒に対する理解，指 方 ，教員間の連 ・

力，指 の 点に関する意識を聞くことで 状把握を行うことを目的

としている。 

（ ）  

  

２年 に 校生徒・ 当教員に対して行った「探究」についての

質問 のデー を に， ２年 ２ 日に共同研究を行っている

国立大学教 学研究 高 教 実践 教  本 ，内

行の 力を得て， 校教員を対 に研 会を実 した。研 内容としては，

に 本 からのデー 分 の 果の解 があったのちに，普通 ・海

・探究 の 当教員を させた ループにて「課題設 ・解 力」

に焦点をあてて，お互いが感じている課題やうまくいっているとこ ，改

善点について意見交換を行った。 

２年１ 日にはＳＳ ・研究 員の かけにより，探究学習の指 で みを えている教員

を対 に 会を開 した。普通 ・海 ・探究 ， ての学 から指

当教員２ どが集まり，お互いが日 探究の指 において えて

いる みや問題点を共有し い，解 を考えた。 

（３）検証 課題 

的な デー を 教員が き わせて したことによって，本

校が える課題を共有することができた。 的には探究 ・海 と

して普通 の「探究」への満 や課題設 能力，解 力の伸長がやや い にあること，どの学 に

おいても生徒の 関心から課題設 させることの難しさなどを できた。そうした課題への解 とし

て，カリ ュラム面では普通 の探究の 間を ２ 間に やすことや， 面では 当教員の を

やすことなどが提 された。また課題設 能力の 成に関しては海 が取り組んでいる たちの探究

の参 や指 教員と での論文の み取りなどを他の学 でも行うと いのではないかといった提 があ

った。昨年と異なり， 校教員に対 を げた研 会となったが，事後の ンケートでは， 

・このテーマで 員 員参加の研 が行えること， く き成果だと思います。

・今 のように，海 ・理 探究ご指 の 生からお話が聞けると，たくさん参考にさせていただくことが

できるので，とてもこのような機会は だと思いました。ありがとうご いました。

・ さんお しいでし うが今 のような 人 の話し いは いと思いました。また，教 も分かれてい

たので かったと思います。また実 して さい。

上のような を聞くことができ，一 の満 感を できた。また改めて 校教員が「探究」の意  

を し，学校として える課題を共有する機会となった。 

 課題としては， 大かつ 的な 的デー の 果をいかに共有し，今後の「探究」の指 の改善に 

活かしていくかという点が げられる。今年 はＳＳ ・研究 の 員が ループの シリテー ー

果の解 者として されたが， られた 間のなかで 果を共有し，議論を展開する点にやや難し

さがあった。 年 はこうした研 会の中 となる教員間での事前 ち わせも 実させていく必要がある

と考える。例えば， 会の 間を活 し，ま は がどういった目的で が らかになったのかという根

本についての理解や， の デー があらわす意 などを に共有する必要がある。その後，研 会

自 の いや目的，コン プトの共有化を るといった段 を む必要がある。また研 会後の ループ

での内容の共有も 要である。 参加者から聞かれた意見を改めて 会で共有し，今後のカリ ュラム改善

に活かしていく流れを っていくことが必要である。 

  

１ 課題研究の なる 実に け， ケ年にわたる段 的・ 統的な指 方 と の

成からなるカリ ュラム開発を実践することで， 的な態 で 学的・ 学的に解 能な課

題を設 し解 する能力， には見通しをもった 立 や り返りができる内省的な態 ，他者

との関 性を き対話的に物事を進める 質，研究に対する 感や 理 など 学 人 とし

て められる高 の 質・能力を むことができる。 

 検証  

（１） 後の生徒の の  

（２）質問 による の  

（ ） 表の見 し 

（ ）教員のコミュニティ り 

３ 検証  

平成２ 年 より，第１期の 表を いた の省察， 研究会の実 ， 生のイン ュー

とその分 を開 している。本年 も，特に つの取組を し開発を行った。 
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１つ目が， 生のイン ュー の分 果をもとにした省察である。本年 も 学における本質

取の手 を いて，イン ュー とその分 を進めた。その 果から探究学習の過 で自 を

に行うことが自らの 質・能力の 知につながること等が らかになった。 

２つ目が，質問 による探究的な学習をしている生徒の 的 研究である。本年 の生徒への

本 の 果を にクラス ー分 ・ 分 等を行い，本校が 成を目指す「課題設 能力」のためには

「課題の社会 性」等を生徒に意識させながら を行うことの 要性が らかになった。 

つ目が， の見 し・ である。平成 年 ， の大 な見 しを行い，本年 はそ

れを に を実 した。 

つ目が，教員のコミュニティ くりである。本年 は に開発内容 「意識 と連動した校

内研 」を 教員で実 し，１ にもまた学校設 目「探究」の 当者を中心に， 的に自らの 当

する 目を りかえり， していくミニ学習会を開くなど集 りを して行うことが た。研 や

学習会ではそれ れの 目における問題点やうまくいっている点などを共有すると共に， 目 当者が自

的に議題を ち り， 改善をつなげることができた。 

４ 課題 

１つ目に，昨年 に き き， 生のイン ュー の実 分 果の活 である。生徒の

に っていることは生徒自らが 的・自 的に取組んだことであるが，それには 「 的 ，

成的 方 の 」で らかになっているように，課題研究の自 後の教員の指 が大きく関わる。

これらの 果をいかし，今後も 改善を実 したい。 

２つ目に，意識 目の とクラス ー分 等の である。より 目を し 果の 性・ 当

性を高めたい。またその 果をカリ ュラム改善につなげていきたい。また分 果を いた 果的な教員

研 会の改善までの デルを 成させたい。 

つ目に， の 当性の においては， き き， や研究者など外 による も した

い。また の 期や の 方について教員間で共有していくことが必要である。 的な について 

論文を する取組を 着させていきたい。 

つ目は，教員のコミュニティの 成である。本年 ，学校設 目「探究」について 性を って

議し，必要に応じて やそれに く 内容やカリ ュラムの を 議できる 的なコミュニティ

を 教員に げることができた。 年 も，コミュニティの 成を促す 組み くりについて研究を し

ていきたい。

 検  

 

( )  

学における本質 取の手 を いて，ＳＳ の教 活動を実 した 生がどのように 容し，学

を ・発展させているのか， らかにすること， の成果をカリ ュラムや 改善につなげていくこ

とを目的とする。 

( )  

生徒の およ 後のイン ューを 分実 ，文 こしし，文 から，学 の本質的な を

把握(本質 取)するために，得られた 質，能力を 察し，どのような活動や が学習過 に したか

を学習経験として きおこし， した。 

(３)検証 課題 

検証 

ＳＳ １ 期生(平成２ 年 ２ 年 学生)からイン ューを行なった。 

今年 実 した 生は， 年 生の ２ ，理 探究 ２ ，海 学 ２ である。 

「高校 に に っていることは」と言う質問に対して本 対 生の２ 中２ が「課題

研究」と 答した。昨年 の 果と同 に課題研究について詳 をよく しており，自らが 的に取組

んだことを していた。課題研究と げなかった生徒 においては，生徒会活動や 活動， におけ
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１つ目が， 生のイン ュー の分 果をもとにした省察である。本年 も 学における本質

取の手 を いて，イン ュー とその分 を進めた。その 果から探究学習の過 で自 を

に行うことが自らの 質・能力の 知につながること等が らかになった。 

２つ目が，質問 による探究的な学習をしている生徒の 的 研究である。本年 の生徒への

本 の 果を にクラス ー分 ・ 分 等を行い，本校が 成を目指す「課題設 能力」のためには

「課題の社会 性」等を生徒に意識させながら を行うことの 要性が らかになった。 

つ目が， の見 し・ である。平成 年 ， の大 な見 しを行い，本年 はそ

れを に を実 した。 

つ目が，教員のコミュニティ くりである。本年 は に開発内容 「意識 と連動した校

内研 」を 教員で実 し，１ にもまた学校設 目「探究」の 当者を中心に， 的に自らの 当

する 目を りかえり， していくミニ学習会を開くなど集 りを して行うことが た。研 や

学習会ではそれ れの 目における問題点やうまくいっている点などを共有すると共に， 目 当者が自

的に議題を ち り， 改善をつなげることができた。 

４ 課題 

１つ目に，昨年 に き き， 生のイン ュー の実 分 果の活 である。生徒の

に っていることは生徒自らが 的・自 的に取組んだことであるが，それには 「 的 ，

成的 方 の 」で らかになっているように，課題研究の自 後の教員の指 が大きく関わる。

これらの 果をいかし，今後も 改善を実 したい。 

２つ目に，意識 目の とクラス ー分 等の である。より 目を し 果の 性・ 当

性を高めたい。またその 果をカリ ュラム改善につなげていきたい。また分 果を いた 果的な教員

研 会の改善までの デルを 成させたい。 

つ目に， の 当性の においては， き き， や研究者など外 による も した

い。また の 期や の 方について教員間で共有していくことが必要である。 的な について 

論文を する取組を 着させていきたい。 

つ目は，教員のコミュニティの 成である。本年 ，学校設 目「探究」について 性を って

議し，必要に応じて やそれに く 内容やカリ ュラムの を 議できる 的なコミュニティ

を 教員に げることができた。 年 も，コミュニティの 成を促す 組み くりについて研究を し

ていきたい。

 検  

 

( )  

学における本質 取の手 を いて，ＳＳ の教 活動を実 した 生がどのように 容し，学

を ・発展させているのか， らかにすること， の成果をカリ ュラムや 改善につなげていくこ

とを目的とする。 

( )  

生徒の およ 後のイン ューを 分実 ，文 こしし，文 から，学 の本質的な を

把握(本質 取)するために，得られた 質，能力を 察し，どのような活動や が学習過 に したか

を学習経験として きおこし， した。 

(３)検証 課題 

検証 

ＳＳ １ 期生(平成２ 年 ２ 年 学生)からイン ューを行なった。 

今年 実 した 生は， 年 生の ２ ，理 探究 ２ ，海 学 ２ である。 

「高校 に に っていることは」と言う質問に対して本 対 生の２ 中２ が「課題

研究」と 答した。昨年 の 果と同 に課題研究について詳 をよく しており，自らが 的に取組

んだことを していた。課題研究と げなかった生徒 においては，生徒会活動や 活動， におけ

る 験勉強の 験を語った。こちらについても昨年 までの 果と同 の内容を げていたが， 中うち

については，質問により課題研究について問いたが，課題研究で得られた 質能力について語ることは

なかった。詳 な が必要ではあるが， 質能力を に している生徒は，学習経験の で，自

の場面を詳 に語り， や 望理 の指 についても語っていた。一方， 当の は，自

の取組が した学習経験からも見ることができなかった。 

課題

，本年 までのデー を集 し， 方 の 立を目指している。本年 は 大学で， 学や教

学分 を中心に 学的な視点で質的分 を実 している臨 の 学会での報 指 助言を し

ていたが，コロナの自 により 期となった。今後，オンラインでの指 助言を しており，探究学習に

おける質的な 方 として 学的な手 を 年 をめどに 立，提 したい。

  

（ ）  

 学校設 目「探究」の学習過 における行動・意識やその生徒がそもそも っている学習 等を質問

により 的に分 し，教員についても，教員の生徒に対する理解，教員の指 方 ，教員間の連 ・

力，指 の 点に関する意識を，質問 により 的に把握し分 を通して， 状把握を行い，

生徒の学 と教員の指 の 果関 等を 的 プロー により らかにし，カリ ュラム につなげる。 

（ ）  

 本校では 年 から， 国立大学教 学研究 高 教 実践 教  本 ，内 行と質

問 についての共同研究を開 した。 ２年 は昨年 の１２ と の 会を経て改善・ した質

問 を およ に 校生徒を対 として実 した。 

 質問 は生徒 は 成で 「学習 」 「「探究」での行動」 「「探究」で身についた 質・能力」，

教 は 「探究の 設 」 「「探究」での行動」 「「探究」で生徒に身についたと思う 質・能力」

「探究の 」 「探究の での他の教員との関わり」の 成とした。 

（３）検証 課題 

 の の 果， 学年・ 学 についての 目ごとの 的なデー をとることができた。そのなかで

も本年 は特に，本校が「探究」の で目標としている「課題設 能力」について分 を行った。 に

実 した本校ＳＳ ・研究 員と 国立大学・ 本 ，内 行との研 会で らかになったことは，「課

題設 能力」の 成については「課題設 前のデー 分 」「課題の自 設 」「課題の社会 性」「課題の

理解」の 点の関わりが大きいことであった。このなかでも「課題の社会 性」を生徒に意識させながら

課題設 の を行うことが「課題設 能力」の 成に関わってくることは一つの発見になった。この 果

については開発内容 「意識 と連動した校内研 」の 目で たように， 教員を対 とした

校内研 という で活かすことができ，教員の「探究」への理解や関心を高めることができた。 

また１２ およ １ に実 した本校ＳＳ ・研究 員と 国立大学・ 本 との研 会では昨年

と の デー を活 し， したが， 的な としては くの質問 目において得点の

上が見られた。これらから探究学習を１年から 年へとサイクルを していく中で生徒の「学習 」や「「探

究」での行動」，「 質・能力」に の が見られることが らかになった。一方で，学 ごとに見ると特

が見られた。例えば，本校が目標に げる「課題設 能力」に関わる 目で言えば，海 学 と国際探

究 は「課題の自 設 」，「課題の理解」，「課題の社会 性」，「課題の 行事例 」といった 目で

の平 が 上している一方で，普通 は「課題の社会 性」のみでの平 の 上にとどまり，理 探

究 では「課題の自 設 」，「課題の 行事例 」の 目で平 が がるという が見られた。平

が 少した理 探究 について詳 に見ていくと「課題の自 設 」に関してはもともと 5点中の

点と平 自 が高く， 少したと言っても 点と高得点と している。一方で「課題の 行事例

」に関しては平 が 点から ２点まで 少しており，国際探究 およ 海 学 は同 目で

の平 が ２点あることから，その は１点におよ この点で理 探究 は課題があることがわかった。

こうした 果が た には， 年 の「探究」内容が関わっている。今年 当 は特にコロナ禍というこ
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ともあり，生徒たちの活動が された。そのなかで に 提 をしたり， 活性化のイ ントを

開 したり，実社会に ていくことが い文 生徒は改めて，この状況の中で ができるかを考える必要が

あった。一方で理 生徒は２年 に 実験が しており， 年 はその 果を論文にする段 であった。

こうした事情もあり，文 と理 生徒での「課題設 能力」の 目で が たと考えられる。しかし，理

生徒は実験が しているとはいえ，論文にまとめていくにあたって， 行研究を参 する必要はある。「課

題設 能力」に関わる 目の中でも「課題の 行事例 」の平 点が本校では 的に く，課題がある

といえる。 はどちらかと言えば，生徒のやりたいことや 関心から めていることが いが，ＳＳ

校としての たちの取組の も くなってきている本校では， 通り生徒の 関心を大 にしつつ，

一方で 行研究を参 する 間も 分に し，その 関心を「探究」としてどのように けること

ができるかを考えていく必要があるのではないかと考える。この点については 年 の指 で改善していく

必要がある。 

課題としては，２点ある。1 つ目は，意識 の 果を校内研 により有 な で活かしていくことであ

る。本年 は めて 教員を対 とした研 を実 できたが， かつ大 のデー をいかに提 し，どの

ように論点を めるかなど， 的 の 果をより有 に活 できるような校内研 のあり方を考えていく

必要がある。２つ目は， 目のスリム化およ 目的化である。 の 目（質問事 ）は く，

にも 間がかかる。こうした は長期的に生徒の経年 化を分 していくうえでは有 であるが，

期的な 改善に するという点では改善の がある。そのため， 学年・ 学 の 当教員らが生徒の

実態や指 の実態を まえた トム ップ の質問 目を 成し， 的に 改善につなげていけるよう

な の り方も が必要である。

３ 検  

（ ）  

てる き 質・能力を らかにすることを目的に，昨年 までに第一期で 成した 表について，

生徒に理解しやすいように語 の 加や たな の 加など改善を ねてきた。 

（ ）  

昨年 は，改善した 表で を行い， のしやすさや 質能力を するか を行った。本

年 は， 学 で の対 となる研究 ートの を させ，さらに 表の 成的， 的

の自 の場面における 方 について した。 

（３）検証 課題 

検証 

 研究 ートの について， 学 で を実 した。昨年 までは，学 ごとによって 状況が異な

っていたが，本年 から 学 で し，研究 ートの ス ーの の 化をもとに， 成的

を実 できた。 の 果，海 学 においては学 に対する自 的， 的な態 は，平 . 点，

学的な問題への 化とその解 は，平 . 点， 能な開発発展という視点から見た の問題

識の深さは， 点，社会的 と研究者 理は， .２点であった。おおむね，他の学 においても

表の は同 であった。 

 課題研究の自 後の指 において，自 の場面における教員と生徒の対話 を取り，分 をし

た。教員の指 は ，生徒の学 に り いながら生徒と対話し，生徒の自 におけるつま きや活動で

得られた 質能力を つけ， にする を実 することにより，生徒の自 能力が 上し，それ

により 成的に活動の を行い， の学 に 的につなげる 要な を果たしていることを らかに

することができた。 

課題 

課題は２つある。 

１つ目は，自 の場面における指 の改善である。本年 の 果をもとに，指 教員が生徒の自

の 果における対話を実 し，活動から得られた 質能力や している点を にするやり取りを

実 したい。 
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ともあり，生徒たちの活動が された。そのなかで に 提 をしたり， 活性化のイ ントを

開 したり，実社会に ていくことが い文 生徒は改めて，この状況の中で ができるかを考える必要が

あった。一方で理 生徒は２年 に 実験が しており， 年 はその 果を論文にする段 であった。

こうした事情もあり，文 と理 生徒での「課題設 能力」の 目で が たと考えられる。しかし，理

生徒は実験が しているとはいえ，論文にまとめていくにあたって， 行研究を参 する必要はある。「課

題設 能力」に関わる 目の中でも「課題の 行事例 」の平 点が本校では 的に く，課題がある

といえる。 はどちらかと言えば，生徒のやりたいことや 関心から めていることが いが，ＳＳ

校としての たちの取組の も くなってきている本校では， 通り生徒の 関心を大 にしつつ，

一方で 行研究を参 する 間も 分に し，その 関心を「探究」としてどのように けること

ができるかを考えていく必要があるのではないかと考える。この点については 年 の指 で改善していく

必要がある。 

課題としては，２点ある。1 つ目は，意識 の 果を校内研 により有 な で活かしていくことであ

る。本年 は めて 教員を対 とした研 を実 できたが， かつ大 のデー をいかに提 し，どの

ように論点を めるかなど， 的 の 果をより有 に活 できるような校内研 のあり方を考えていく

必要がある。２つ目は， 目のスリム化およ 目的化である。 の 目（質問事 ）は く，

にも 間がかかる。こうした は長期的に生徒の経年 化を分 していくうえでは有 であるが，

期的な 改善に するという点では改善の がある。そのため， 学年・ 学 の 当教員らが生徒の

実態や指 の実態を まえた トム ップ の質問 目を 成し， 的に 改善につなげていけるよう

な の り方も が必要である。

３ 検  

（ ）  

てる き 質・能力を らかにすることを目的に，昨年 までに第一期で 成した 表について，

生徒に理解しやすいように語 の 加や たな の 加など改善を ねてきた。 

（ ）  

昨年 は，改善した 表で を行い， のしやすさや 質能力を するか を行った。本

年 は， 学 で の対 となる研究 ートの を させ，さらに 表の 成的， 的

の自 の場面における 方 について した。 

（３）検証 課題 

検証 

 研究 ートの について， 学 で を実 した。昨年 までは，学 ごとによって 状況が異な

っていたが，本年 から 学 で し，研究 ートの ス ーの の 化をもとに， 成的

を実 できた。 の 果，海 学 においては学 に対する自 的， 的な態 は，平 . 点，

学的な問題への 化とその解 は，平 . 点， 能な開発発展という視点から見た の問題

識の深さは， 点，社会的 と研究者 理は， .２点であった。おおむね，他の学 においても

表の は同 であった。 

 課題研究の自 後の指 において，自 の場面における教員と生徒の対話 を取り，分 をし

た。教員の指 は ，生徒の学 に り いながら生徒と対話し，生徒の自 におけるつま きや活動で

得られた 質能力を つけ， にする を実 することにより，生徒の自 能力が 上し，それ

により 成的に活動の を行い， の学 に 的につなげる 要な を果たしていることを らかに

することができた。 

課題 

課題は２つある。 

１つ目は，自 の場面における指 の改善である。本年 の 果をもとに，指 教員が生徒の自

の 果における対話を実 し，活動から得られた 質能力や している点を にするやり取りを

実 したい。 

２つ目は， 的な について，理 年 に論文について大学研究者から を行っていただく

であったが，コロナ休校により実 できなかった。 年 も き き論文を する取組を課題研究の

的な として 着させたい。 

  

研究交流会「高校生 ーラム」の生徒自身による や海外連 校との共同課題研究・成

果発表会を 国生徒と する取組を通して， 社会・国際社会の発展に しようという 感や

国際性が まれ， と世界を 学人 の 成につながる。 

 検証  

（１） 研究交流会高校生 ーラムの開

（２） 高校ＳＳ 研究発表会の開

３ 検証  

 今年 は までの休校期間もあり， ーラムについては実 に けての 期間が例年よりも

く，生徒自身による はできなかった。また，対面での交流会は実 でき ，海外を含めた他校の参加者

はリ ートでの参加となった。生徒研究発表会も同 に， 外の参加者はリ ートでの参加となり，近

中学生徒もリ ートで参加することになった。実 方 が例年と違ったが，成果発表を通しての交流する

機会ができたことは生徒にとって今後の研究を する上での一つの目標 点となり，リ ートでもその

は 分果たせると考えられる。 

４ 課題 

 今後もコロナ禍のような状況が く 能性もあり，実 方 をリ ート開 も視 に れた が必要で

ある。リ ート開 では，イン ー ット や機 など 面のサ ートも必要であり， する際

には，サ ート 当も する必要があると考える。 などを した場 の発表・交流は，対面の
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（ ）  
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会およ 研 会の実 を通して，「 」分 に関する理解を深めるとともに研究成果の発信力を高める。 

（ ）  

期日 ２年 １ 日（ ） 

会場 立 高等学校 教  

対 内， 近 をはじめとする 国の高等学校の生徒 教

員， ・ ィリ ンの高校生 教 員 

（３）  

 生徒による発表は，日本語で発表・質疑応答を行う ループと，英語で
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本研究発表会に発表者として参加する生徒 の中から，特に研究内容が であると められた ル
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ープが 表として，日本語での参加者 に けて研究発表を行った。発表は，発表者が 校本 から

でスライドを 面共有し， を しながら 発表を行うという で実 された。 

 教 にそれ れ の を発行し，発表者はスライドを 面共有して校外からの参加者が発表を

できるようにし，さらにその の 面を教 のスクリーンに することで 発表を する本校

生徒にも発表内容を提 できるようにした。 

 

生物 性に関するミニ （ 大学理学 生物  ライマー ジェームス 教 ）

英語 ループ分 会でのディスカッションの前に「生物 性」についてのミニレク ーに 員が参

加した。 の海 生物 の 状について学 ，分 会での についてのディスカッションにつな

げた。

（ ）

英語 ループは 教 に分かれ，英語での意見交換をした。海外からは ィリ ン２校， ２校の参

加があり， での交流を行った。 ィリ ン， ，日本はともに海に まれた 国であり，それ

れの国・ の状況を知り， についてともに考え， 面的に学 い機会となった。

（ ）

き き 教 で，外国人 ２ ，海外参加生徒２ ，海外参加教員 と本校生徒が参加し，

課題研究成果発表を通しての ッションが行われた。 教 ループによる発表は，１ ループの

ち 間が発表１ 分，質疑応答 分，す て英語で行われた。海外参加の生徒 りかえりによると，発

表を いて他の ループの研究方 を取り れ自分たちの方 を見 したいとか，英語力や研究手 につ

いて学 が いと かれていた。海外参加者からは，楽しかったという が かった。

（４）検証 課題 

検証 

 年生が発表者だったこともあり，生徒はこれまでの探究学習の集大成として高レ ルの発表を行い，

からも高い を けていた。また見学した１，２年生には 年生の研究方 や発表の を自分たちの

探究学習に取り れようとする姿勢が見られ，学校 での探究的な能力の 上が期 できる。 

英語で参加した生徒は，海外からの参加者と交流し視 を げたいという意欲を っていた。しかし発表

内容を 分に伝えられなかった・理解できなかったという生徒が とんどであり，より実践的な英語能力を

身につける必要性を実感した生徒が いた。また，海外生徒のプレゼン方 の に着目している生徒も

みられたため， こちないながらも交流する はあったと考えられる。また， ィリ ン・ ・日本の

は１ 間で， 等を い交流するにはお互いに 間的な 理がなく，交流 との の問題がな

いことは していくうえでプラスになる。海外の参加校は一 に 的な同 の交流を望んでいる。 

発表テーマ一  

カカシの 果  高等学校 

マイクロプラス ックに関する研究 高等学校 

ゼ ラ ィッシュを った人の の い学習  高 高等学校 

発表の 発表の 質疑応答
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課題 

 生徒の発表が高いレ ルで行われているのに対し，他の生徒への質疑応答が 的であり，参加者同士

の交流の少なさが目立った。 として参加された 大学 国際 力 学研究 の 伸教 は，疑

問を ち質疑応答を通じて意見交換することの 要性を の際に ていた。生徒のさらなる探究的な能

力の 上のため， な分 に ・疑問を つ意識 くりや発言しやすい くりが必要である。 

 今年 は感 対 のため発表の とんどが を通して実 された。 方の学校とも 間・ の

を にとどめ，容 に交流が実 したことは大きな成果であった。生徒もその有 性を実感したよ

うである。一方で， 的トラ ルが発生した際の対 や， 応が得られないことによる発表しにく

さについては改善が必要である。今後は研究発表がオンラインで開 されるケースが 加することが さ

れるため，本研究会を 1つの デルとし，より な実 方 を考 することが課題となる。 

イ 生徒の研究内容と について

探究 学 およ 海 探究 の 行

の は第 1期に設 したもので

ある。「 学的な問題への

化とその解 」に き，生徒の研

究において の 学的 が達成さ

れているかどうかを しているが，

生徒の研究発表においては開発(実験

や )と実態 活動(生物・ における 的なデー 集)の２点に 点が かれていた。

として参加された大 教 大学教 学 の 教 は，開発と実態 活動の２点が生徒の研究の

楽しみ・動機 けとなっており，「 学 に対する自 的， 的な態 」を 成していると て

いた。しかし一方で， との 立が難しく， の では開発・実態 活動の意 けが

できないという指 を けた。 を 立できるように指 方 を する，もしくは開発・実態

活動を できるように を することを していく必要がある。 

   

（ ）  

 立 高等学校において取り組んできた「社会探究Ⅰ」，「探究 学Ⅰ」，「探究 学 」，「海 探究

Ⅰ」，「海 探究 」，「探究Ⅰ」，「探究 」について，成果等を発表・ 開し，今後の事 進に する。 

（ ）  

期日 年２ １ 日（ ） 

会場 立 高等学校 教  

（ ３ ） 

発表生徒 ２年理 探究 ・国際探究 ・海 学 ・普通  

会  場 高校 教 ・視 等 ２１会場 

日  分 開会行事・ 発表 

 １２   

（ ３ ） 

発表生徒 ２年理 探究 ・国際探究 ・海 学 ・普通  

１年文理探究 ・海 学 ・普通  

会  場 高校 １ 教 (１ ) 

日  １ ２ 分 集 ・会場  

１ ２ 分 開会行事( ・ 意) 

１ 分 ス ー発表(２ 分 ) 

１ １ 分 会行事( ) 

探究 学 ・海 探究  (第１期設 ) 

学 に対する 的な態

学的な問題への 化とその解

能な開発という視点から見た の問題意識の深さ

社会的 と研究者 理
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（３）検証 課題 

 昨年 からの 点として， 前中の 発表を 校生徒で実 することが げられる。 学 ・文理

に分かれ，２年生 員が発表者，１年生 員が見学者となる。これは普通 ・海 学 の生徒も含めた

校生徒に対して，より高 なプレゼンテーション能力の 得を目的としている。これにより２年生はスライ

ドを いたプレゼンテーションと， ス ーを いた発表の 方を 験することとなり，同 の研究内容で

もそれ れ異なったまとめ方・発表方 の が必要となる。探究 当教員はそれ れの発表 の を

化し指 に当たる必要がある。また 1年生については，２年生の発表の見学，質疑応答への参加を通して

探究活動に対する意欲を高め， 年 の探究活動の指針 くりの機会となることを期 する。 

 また今年 は感 対 のため，校外からの 校者を のみに し， 外に の について

は での参加を する。会場についても などの大会場は せ ， 教 で１教 あたりの

人 を して実 する。１教 あたりの人 が少 でも，大会場と同 の活発な質疑応答と交流が行われ

るよう，発表 の が必要である。 

発表では１ テーマ， ス ー発表では１ テーマの発表を している。 

  

研究交流会「高校生 ーラム」の生徒自身による や海外連 校との共同課題研究・成

果発表会を 国生徒と する取組を通して， 社会・国際社会の発展に しようという 感や

国際性が まれ， と世界を 学人 の 成につながる。 

 検証  

（１） ２ ２ 参加 

（２）ＳＳ 海外 学研  

（ ） ィリ ン・シン ール研究交流会実  

（ ）サイ ンス・ダイ ロ 参加 

３ 検証  

今年 は コロナウィルス感 により，実際に海外の方と会うことはできなかった。これを う く，

オンラインでの交流を行った。オンライン上で交流することは めての場 が く， 的な問題など，課

題が みであった。しかし，オンラインでの交流の機会を てたことで，海外の方との交流を え 行う

ことができた。この取組により， な国の生徒が同じ であることを意識した上で， 能で平

な 社会・国際社会の発展に しようとする社会の い手として大きく成長した。 

サイ ンス・ダイ ロ については，第一 は休校期間中であったため，オンラインによる交流となった。

めてのオンライン上での交流であったが，生徒からは好 であった。オンラインでの海外の方との交流の

能性を感じさせる会となった。第二 ，第 では，本校に をお えし，英語による を けた。

研究について学 を深め，さらに英語によるコミュニケーションを実践する機会となった。 

マイクロプラス ックに関する共同研究については，オンライン上での参加となったが，「 ２ ２

」に参加し，自身の研究を英語で と発表することができた。 

 ィリ ン・シン ール研究交流会においては，今年 はオンライン上での交流となり，互いの研究の

発表と質疑応答を行った。そして，「コロナウィルスでの経験を今後どう生かすか」というテーマで，互いの

経験を話し った。これにより，国際性のさらなる 成につながった。 

 このように，今年 の海外との交流は， てオンライン上で行った。 的な問題など， な問題があ

る中ではあった。しかし，外国に行くことができない中でも海外の方と交流を進めることができたことで，

連 を進めることができた。 

４ 課題 

 

Think Green 課題

 



− 3 8 −

（３）検証 課題 

 昨年 からの 点として， 前中の 発表を 校生徒で実 することが げられる。 学 ・文理

に分かれ，２年生 員が発表者，１年生 員が見学者となる。これは普通 ・海 学 の生徒も含めた

校生徒に対して，より高 なプレゼンテーション能力の 得を目的としている。これにより２年生はスライ

ドを いたプレゼンテーションと， ス ーを いた発表の 方を 験することとなり，同 の研究内容で

もそれ れ異なったまとめ方・発表方 の が必要となる。探究 当教員はそれ れの発表 の を

化し指 に当たる必要がある。また 1年生については，２年生の発表の見学，質疑応答への参加を通して

探究活動に対する意欲を高め， 年 の探究活動の指針 くりの機会となることを期 する。 

 また今年 は感 対 のため，校外からの 校者を のみに し， 外に の について

は での参加を する。会場についても などの大会場は せ ， 教 で１教 あたりの

人 を して実 する。１教 あたりの人 が少 でも，大会場と同 の活発な質疑応答と交流が行われ

るよう，発表 の が必要である。 

発表では１ テーマ， ス ー発表では１ テーマの発表を している。 

  

研究交流会「高校生 ーラム」の生徒自身による や海外連 校との共同課題研究・成

果発表会を 国生徒と する取組を通して， 社会・国際社会の発展に しようという 感や

国際性が まれ， と世界を 学人 の 成につながる。 

 検証  

（１） ２ ２ 参加 

（２）ＳＳ 海外 学研  

（ ） ィリ ン・シン ール研究交流会実  

（ ）サイ ンス・ダイ ロ 参加 

３ 検証  

今年 は コロナウィルス感 により，実際に海外の方と会うことはできなかった。これを う く，

オンラインでの交流を行った。オンライン上で交流することは めての場 が く， 的な問題など，課

題が みであった。しかし，オンラインでの交流の機会を てたことで，海外の方との交流を え 行う

ことができた。この取組により， な国の生徒が同じ であることを意識した上で， 能で平

な 社会・国際社会の発展に しようとする社会の い手として大きく成長した。 

サイ ンス・ダイ ロ については，第一 は休校期間中であったため，オンラインによる交流となった。

めてのオンライン上での交流であったが，生徒からは好 であった。オンラインでの海外の方との交流の

能性を感じさせる会となった。第二 ，第 では，本校に をお えし，英語による を けた。

研究について学 を深め，さらに英語によるコミュニケーションを実践する機会となった。 

マイクロプラス ックに関する共同研究については，オンライン上での参加となったが，「 ２ ２

」に参加し，自身の研究を英語で と発表することができた。 

 ィリ ン・シン ール研究交流会においては，今年 はオンライン上での交流となり，互いの研究の

発表と質疑応答を行った。そして，「コロナウィルスでの経験を今後どう生かすか」というテーマで，互いの

経験を話し った。これにより，国際性のさらなる 成につながった。 

 このように，今年 の海外との交流は， てオンライン上で行った。 的な問題など， な問題があ

る中ではあった。しかし，外国に行くことができない中でも海外の方と交流を進めることができたことで，
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Think Green 課題

 

このように， コロナウィルス感 大により，海外に行くことができない中でも，オンラインによ

る交流を通し，海外校との連 実という課題については大きな成果を上げた。ただし，大きな課題がある。

それは，対面によるコミュニケーションと し，英語を聞き取ることが困難であることである。 的な

コミュニケーションでも英語による言語的 があるのに，オンラインでの交流ではさらに聞き取りにくく

なる。さらに，オンライン上でのコミュニケーションでは イムラ があることも， なコミュニケーシ

ョンを する要 であった。これを するためには，今後英語 と連 し， の中でさらに英語によ

るコミュニケーションの機会を取り れる必要がある。 

 また，昨年 に き，今年 も リカ研 を実 することができなかった。 リカ との連 校と

の を れさせないためにも， き き連 を取り う必要がある

  

（ ）  

， リカ，日本の高校生が集まり，「海 ミ問題」についての研究成果を発表し交流する「2020 
International Marine Litter Forum of Adolescents（２ ２ ）」に参加し，海 ミの へ

の を話し い，理解を深める。また，その前後の活動を通して， 学的な知識や への深い理解を促

すとともに， 感， 性， 性，国際性を 成することを目標とする。

（ ）  

日 ２年１１ １２日

１ （日本 間） １ （日本 間） Student Session 03 にて発表

会 場 国立 物 （ 高校は Google Meet にて参加）

参加校 立 高 中学， 立 高 中学， 立 高 中学， 立中 高 中学，

立 楽高 中学，国立 高 中学，国立 中第一高 中学，国立中 大学 高 中学，
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当 は， に開 で，本校生徒も での発表を していたが，コロナ禍の で， ーラムは
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（３）検証 課題 

検証 
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研究 が大 なことを共有できてよかった， 今 発表したどの ームも の 問題に に
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き っていて，自分たちがこれから を えていくのだという気 ちになった， マスクカ ーも いて，

交流というものの楽しさを知ることができた， 発表することで，違う視点から見ることができ，お互いを

高め い経験を み ねられるので だと思った， 高校に 学するまでは，人と るのが 手だっ

たが，たくさんの場で自分たちの研究を発表するうちに，人と話すのも人の話を くのも得意になった，

交流会を通して一 心に ったことは， 後までみんなと 力しながらできた。これらの内容より，活動を

通して 感， 性， 性，国際性を 成するという目標が達成できる活動であったと する。生徒

たちは前 よりも研究内容が伝わることを意識し英語で発表していて，発表 の からも生徒の意欲や意

識が 上していると感じとれた。マイクロプラス ックという共通の課題について国 を えて研究する

みは， の参加校が本校の研究テーマや手 を し研究を進めている も見られ，今後の がりや

についての 能性が感じられた。 

課題 

リ ートでの参加は，イン ー ット や機 トラ ルに対応する 面のサ ートが必要であり，

事前に 方が か をする が必要であった。会場（ ）が大きな ールだったので，会場の イ

ンのマイクは内容が聞き取りやすかったが，会場からの質問は， がこもって聞き取るのが難しかった。生

徒同士の交流は実際に会うことができないので，リ ートでは 間も られていて深めることは難しい。

年 もこの状況が くとリ ートで行うことになるが， を立てるのに難しさを感じる。しかし， に

したように生徒同士の研究交流の経験が生徒たちに大きな成長の機会を え，研究への動機 けにもな

っていて，国際性・ 性だけではなく， 性や 感も 成している活動であることも事実である。

期的に さな交流の機会を やすことで，リ ートでも学 が深まっていくと し， 年 に し

ていきたい。

  

（ ）  

国際的に活 する理 人 の 成のために，大きく の 点を目的に実 する。 

と世界を 学 人 を 成する。

研 中，なら にその前後に行う な活動を通して， 学的実験 の習得と をする。

社会・国際社会の発展に しようという 学者としての 感や国際性， 学的 課題の設 ・

解 能力等の 質・能力を む。

（ ）  

今年 は コロナウィルス感 大のため，実 できなかった。 

３  

（ ）  

・海外の研究連 校との研究交流を通じて，文化の異なる他者と交流し，国際的な視点から物事をとらえ，

考える力を養う。

・研究交流での発表や質疑応答を通じて，実践的に英語のコミュニケーション力を養う。

（ ）

期日  ２年 １２ １ 日（ ）１２   １

場  高校（オンラインでの実 ）

対  高校２年１組 ２２

デラサル・リパ高校（ ィリ ン）１   

ＮＵＳ High School of Mathematics and Science（シン ール）  

 今年 はコロナウィルスにより，シン ールへの研 行が中 となってしまったため，オンラインを

通じて 校の交流を深める機会を設けた。生徒は英語で研究内容を発表したり，意見交換を行ったりしたた

め，海外に行けない状況でも英語を自 に う い機会となった。この交流会を通じて英語 能力や国際

性が ったといえる。また，本交流会では，本校生徒が司会を めた。英語でのディスカッションにおいて，
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 今年 はコロナウィルスにより，シン ールへの研 行が中 となってしまったため，オンラインを

通じて 校の交流を深める機会を設けた。生徒は英語で研究内容を発表したり，意見交換を行ったりしたた

め，海外に行けない状況でも英語を自 に う い機会となった。この交流会を通じて英語 能力や国際

性が ったといえる。また，本交流会では，本校生徒が司会を めた。英語でのディスカッションにおいて，

コミュニケーションを促す力を伸長する機会であった。 

○研究発表

２年１組の生徒が「社会探究Ⅰ」で取り組んだ探究内容を英語で発表した。また，デラサル・リパ高校や

ＮＵＳ高校の生徒のプロジェクト学習の成果についての発表を聞き，互いに質疑を交わした。 

○ディスカッション

「コロナウィルスでの経験を今後どう生かすか」というテーマに

ついて議論を交わした。生徒は互いの休校期間中での過ごし方やオ

ンラインでの学習の是非などについて意見を交わした。特に，休校

期間の中での過ごし方の違いは生徒にとって大きな刺激となり，自

らの学習に対する取組を省察するきっかけとなった。「コロナ禍で自

宅学習になっている中でもオンラインで意見を共有し探究をし，凄

いと感じました。本気でコロナ禍でどうすればいいかなど考えられ

ていて見習いたいと思いました。」という振り返る生徒もいた。 

 さらに，ディスカッションの中で，お互いの生活や娯楽に関する伝

統文化に関する情報交換も行った。生徒にとって身近な内容であった

ためか，議論が活発になり，相互の異文化理解を深めた。 

（３）検証 

本交流会の第一目標である「国際的な視点で物事をとらえ，考える

力を養う」はおおむね達成したと考える。例えば，交流会の中である

生徒は「私は国が違うと，同じ社会への関心の視点も異なるのだなと

思いました。その違いがとても面白くて，勉強になりました。今まで

の考え方だけでなく，外国の人からしたらどう思うかなどをこれからの活動に意識して取り組みたいです。」

と振り返っている。一つの物事に対し，文化の違いを前提として物事をとらえる姿勢に磨きがかかっている

といえる。そして，「ＮＵＳの方は，世界の自動化について話していて，根拠をたくさん集めていたり，コロ

ナ禍によりそれがさらに進められたなど，いまと繋げて話をされていたし，プレゼンから熱意が伝わりまし

た。私もそのように自分たちの活動に熱心に取り組みたいです。」とさらに課題研究に対する意欲を高めてい

る。 

 昨年までは，生徒の研究内容を事前に知らない状態で研究交流を行っていたが，共通の課題が少なく，英

語での交流の中ということもあり，その場で内容を理解することが困難な状況であった。この状況を改善す

るために，生徒同士で発表スライドを事前に共有し，内容を把握した上で交流会に臨むことができた。 

 この取組により，例えば，「ジェンダー平等」を研究する生徒は相手の発表スライドの中で，”Gender 

equality”（社会的性の平等）という言葉に着目し，「もっと詳しく教えてくれませんか？」と質問していた。

つまり，自分の研究テーマと関連する情報を見つけ，質疑応答の中で，自らの課題研究に関連した情報を得

ていたと言える。このことから，他者との議論の中で自らの研究を深める方針を立てる力や国際的な視点か

ら自らの研究を磨く力がついたと考える。 

（４）課題 

 今後は，本交流会の第二目標である「実践的に英語のコミュニケーション力を養う」という点に焦点を当

てていくという必要がある。特に，研究発表における質疑応答に関して，海外参加校の教員からは，「質疑応

答で一方的なやりとりになってしまっていた。」，「質問から議論を展開できていなかった。」というご助言を

いただいた。普段の学習活動の中で，英語で発表を発信したり，発表内容について司会進行を含めて議論し

たりする機会を設けることで，よりスムーズな交流を目指す。 

また，本校の生徒にとっては外国語能力を伸長させる好機となったが，海外の生徒の中には，日本語で発

表を聞くことを希望する生徒もいた。国際的な交流をするにあたって，相互の国際的なニーズを把握し，満

たすような交流会が望ましいと考える。 
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４  

（ ）  

 日本学 振 会(JSPS: Japan Society for the Promotion of Science)が実 している「外国人特 研究

員事 」により 日している外国人研究者をお えし，研究員の研究や 身国に関する英語による を

することで，生徒の学 研究への関心 学 研究の国際性への理解を深める。 

（ ）検証 課題 

検証 

 本事 に参加した生徒からは，「プロの研究者から研究についてのお話や自身の探究についての ド イ

スもいただけてよかった」という意見が あった。このことから，本事 は生徒の探究的な 関心の

上に していると考えられる。さらに，英語によるコミュニケーションの難しさや，コミュニケーション

することができたときに についての意見も あった。このことより，生徒の英語学習に対する

ーションの 上や， える英語を身に着けることの大 さの気 きにもなったと考えられる。 

課題 

生徒へ事前にスライドを してはいるが，その内容について で 習するとこ までは らなかった。

今後は，英語教員とさらに連 し，内容についても事前学習ができるようにする必要がある。 的には，

サイ ンス・ダイ ロ の 当者と，本事 を行うクラスの英語 当教員とが ち わせをし，研究につい

てなど，特に理解が難しい 分について教員が理解をする。そして，英語 当教員が 中に難しい点につ

いて 点的に解 をし，生徒が の内容が理解できやすいようにサ ートをしていきたい。 

  

 第１期の取組の中で， に 目し課題研究に取組むことで生徒の課題設 能力が大きく 上した。

この成果を まえ，第２期では 活 探究学習の 実を るとともに， の 中学校

との連 を深めるために， 中学校でも いることが 能な に く教 を 成したり，課題研究

テ ストの 成を行ったりすることが，本 の理 教 の 実につながる。 

 検証  

（１）課題研究テ スト 成 

（２） ・中学校との連  

３ 検証  

 の教 化，課題研究テ ストの教 開発を進めることができた。 に 大学大学 教 学研

究 海 教 ン ーと共同連 を行い， ＳＳ 学校設 目「 学」の 教 に

対して 実 おける や助言を けた。また課題研究の指 に関して，探究 会議の の方 を中

心に生徒の研究活動だけでなく，教 活動として助言をいただいた。 

 課題研究テ スト の 成について， 今年 は「 ークシートの改 」「実験 ートの対 の 大」「Google 

Formの活 」を通して ・改善を進めていった。 

また，得られた ウ ウを活かして，昨年に き き， 立 中学校 立 第二中学校

の 的な学習の 間 の 当者と 力し，「課題設 」の指 や 的で深い学 を く問

いや指 はいかにある きかについて 議をできた。 立内外海 学校との連 も開 し， 的な学

習の指 およ 研究発表会の参加を実 することができた。さらに，一昨年 ，本校生徒が探究の指 を実

した 立今 学校では，指 助言を行った の を した「サ マン」が と 化

された。 当生徒 教員からも指 助言に対して感 の言葉をいただいた。 

４ 課題  

の教 化についてはある が進んでいるため，教 内容の ・改善を今後も進めていく。
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習の指 およ 研究発表会の参加を実 することができた。さらに，一昨年 ，本校生徒が探究の指 を実

した 立今 学校では，指 助言を行った の を した「サ マン」が と 化

された。 当生徒 教員からも指 助言に対して感 の言葉をいただいた。 

４ 課題  

の教 化についてはある が進んでいるため，教 内容の ・改善を今後も進めていく。

 

 

ークシート，実験 ート，Google Form と を活 したが，情報が分 されるため，統一していく必

要がある。今年 １ より生徒一人１ chrome bookが されたため， ークシートをデジ ル化し，実

験の 果や助言の 等も chrome bookに行うことで，１ の中にす ての情報が るようにするとよいの

ではないかと考える。課題研究テ スト の 成についても同 で， ークシートと実験 ートを統一した，

より生徒に いやすく，課題研究の進めやすいテ ストへの改善を進めて行く必要がある。これらの教 や

テ スト についての中学校の 生方との意見交流や 研究を通じてさらに交流を深め，本 の理 教

の 実につなげていきたい。 

 課題  

（ ）  

年にわたる課題研究の流れに い，これまで開発し してきた ークシートや の ・改善を

り返し，活動の流れを生徒自らが振り返り，成長を 識することが 能となる本校 自の ークシート集

や実験 ートなどテ スト の開発，課題研究指 事例集の 成を行うことで， における理

教 の拠点校として，本 の理 教 の 実を る。

（ ）  

課題設 から研究の ・目的， の設 ，実験 までを に進めることができる 自の ークシ

ートを第１期より 成している。今年 は の 点について実 し， した。

今年 はコロナ禍で ・ が休校となったため，今までの ークシートを改 し，指 内容を に

したり 動 を 成し に ップしたりすることで，休校期間中でも 自で課題設 を進めることが

できるようにした。

昨年 までは理 探究 と海 学 で実験 ートを していたが，今年 は たに普通 理 でも実

験 ートを し，研究の を行った。

Google Form

ークシート，実験 ートの他に Google Formも活 した。休校期間中に 自で考えた課題設 や研究の

・目的， ，実験 を Google Formに 力させることで集 した。さらに研究が進んでからもう一

同じ 目を 力させることで，その 容を見た。

（３）検証 課題 

検証 

休校期間中でも課題設 から実験 までの流れをスムーズに行うことができた。指 内容を に き

加えたことで生徒一人でも ークシートに って研究を進めることができた点が有 だったと考える。

 １ の ートを見れば今までの研究の流れを把握できるため，生徒自身が研究を振り返りやすくなった。

また教員も生徒の研究の中身や進み を把握しやすくなり，今までより 的な ド イスを行えるよう

になった。

Google Form

 休校期間中に生徒一人一人が取り組んだ課題設 や研究の ・目的等をGoogle Formで集 することで，

研究分 の分 分けがしやすく， ループ分けもスムーズに行うことができた。また， のこ から自分

の考えがどう わったのかの 容を見ることで，１年間の成長を実感させることができた。

課題 

ークシート，実験 ート，Google Form と を活 したが，情報が分 されるため，統一していく

必要がある。今年 １ より生徒一人１ chrome bookが されたため， ークシートをデジ ル化し，

実験の 果や助言の 等も chrome bookに行うことで，１ の中にす ての情報が るようにするとよい

のではないかと考える。 
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昨年に き き， 立 中学校 立 第二中学校の 的な学習の 間 の

当者と 力し，「課題設 」の指 や 的で深い学 を く問いや指 はいかにある きかについて

議をできた。 立内外海 学校との連 も開 し， 的な学習の指 およ 研究発表会の参加を実

することができた。 

さらに，一昨年 ，本校生徒が探究の指 を実 した 立今 学校では，指 助言を行った の

を した「サ マン」が と 化された。 当生徒 教員からも指 助言に対して感 の

言葉をいただいた。 

４ 課題  

大学とも連 して進めている， 中学校との については大きく がり，一 で成果も めてい

る。２ 日には， 中高校の教員が集まり， で 成す き 生徒の目標を設 した。探究を とす

る教 実践が本校を中心に に根 いてきている。今後も目標に 拠し，教 実践を したい。

３   
（ ） 課題  

カ年にわたる段 的・ 統的なカリ ュラムに改善する取り組みとして，課題研究を 校 で実 す

ることができた。今年 の改善点としては，校内研究発表会で 発表を 校生徒で実 するようになった

ことが げられる。昨年 までの国際探究 ，理 探究 に加え，普通 ・海 学 の生徒も含めた 校

生徒で実 した。２年生 員が発表者，１年生 員が見学者となった。これにより２年生はスライドを い

たプレゼンテーションと， ス ーを いた発表の 方を 験することとなり， ス ー発表だけの１年

に 研究を異なる視点からまとめ発表する中でより研究を深めることができた。また 1年生については，

２年生の発表の見学，質疑応答への参加を通して探究活動に対する意欲を高め， 年 の探究活動の指針

くりとなり 統的な取り組みになることが期 される。 

校内発表会だけでなく， 発表会にも 的に参加した。オンラインで対話する が されたため，

間的な や 的な が されオンラインでの発表会にも 的に参加することができた。その

果， のようないくつかの を した。 

・JpGU Joint Meeting ２ ２ 「 成 に含まれる の と考察」

・サイ ンス ッスル２ ２ 関 大会 「パイ ン の の提 」

・ ジ ス イデ コンテスト 「 」

普通 では，普通 理 で たに 大学 国際 力 学研究 問を実 し，研究者から助言を

いた。普通 文 ではマイプロジェクト・ ードに ームが応 し，２ ームが を通過した。

また， のまち テイク ウト情報を会員 交流サイト（ＳＮＳ）内に開設し， に大きな を え

た が められ，内 が知 活動の を する「 者・オ ・ ・イ ー」において， 理大

表 を した。探究 会議においてもオンラインを することで例年よりも くの外 の方からご

指 いただくことができた。 

（ ）  

今年 からは課題研究の により くの教員が関わることになった。 的には，普通 理 の探究

に理 教員と英語 教員が必 加わり，教員 も 3人から 人へと えた。社会探究Ⅰでは社会 教員に加

え，英語 教員も 当に加わった。教員が えることにより指 の が がったが指 に関する みも え

ることとなったため，教員を対 に 会を開 した。お互いが日 探究の指 において えている みや

問題点を共有し い，解 を考えた。 校生徒・ 当教員に対して行った「探究」についての質問

のデー を に，共同研究を行っている 国立大学教 学研究 高 教 実践 教  本 ，

内 行の 力を得て， 校教員を対 に研 会を実 した。普通 ・海 ・探究 の 当教員を さ

せた ループにて「課題設 ・解 力」に焦点をあてて，お互いが感じている課題やうまくいっていると

こ ，改善点について意見交換を行った。 的な デー を 教員が き わせて したことによっ
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昨年に き き， 立 中学校 立 第二中学校の 的な学習の 間 の

当者と 力し，「課題設 」の指 や 的で深い学 を く問いや指 はいかにある きかについて

議をできた。 立内外海 学校との連 も開 し， 的な学習の指 およ 研究発表会の参加を実

することができた。 

さらに，一昨年 ，本校生徒が探究の指 を実 した 立今 学校では，指 助言を行った の

を した「サ マン」が と 化された。 当生徒 教員からも指 助言に対して感 の

言葉をいただいた。 

４ 課題  

大学とも連 して進めている， 中学校との については大きく がり，一 で成果も めてい

る。２ 日には， 中高校の教員が集まり， で 成す き 生徒の目標を設 した。探究を とす

る教 実践が本校を中心に に根 いてきている。今後も目標に 拠し，教 実践を したい。

３   
（ ） 課題  

カ年にわたる段 的・ 統的なカリ ュラムに改善する取り組みとして，課題研究を 校 で実 す

ることができた。今年 の改善点としては，校内研究発表会で 発表を 校生徒で実 するようになった

ことが げられる。昨年 までの国際探究 ，理 探究 に加え，普通 ・海 学 の生徒も含めた 校

生徒で実 した。２年生 員が発表者，１年生 員が見学者となった。これにより２年生はスライドを い

たプレゼンテーションと， ス ーを いた発表の 方を 験することとなり， ス ー発表だけの１年

に 研究を異なる視点からまとめ発表する中でより研究を深めることができた。また 1年生については，

２年生の発表の見学，質疑応答への参加を通して探究活動に対する意欲を高め， 年 の探究活動の指針

くりとなり 統的な取り組みになることが期 される。 

校内発表会だけでなく， 発表会にも 的に参加した。オンラインで対話する が されたため，

間的な や 的な が されオンラインでの発表会にも 的に参加することができた。その

果， のようないくつかの を した。 

・JpGU Joint Meeting ２ ２ 「 成 に含まれる の と考察」

・サイ ンス ッスル２ ２ 関 大会 「パイ ン の の提 」

・ ジ ス イデ コンテスト 「 」

普通 では，普通 理 で たに 大学 国際 力 学研究 問を実 し，研究者から助言を

いた。普通 文 ではマイプロジェクト・ ードに ームが応 し，２ ームが を通過した。

また， のまち テイク ウト情報を会員 交流サイト（ＳＮＳ）内に開設し， に大きな を え

た が められ，内 が知 活動の を する「 者・オ ・ ・イ ー」において， 理大

表 を した。探究 会議においてもオンラインを することで例年よりも くの外 の方からご

指 いただくことができた。 

（ ）  

今年 からは課題研究の により くの教員が関わることになった。 的には，普通 理 の探究

に理 教員と英語 教員が必 加わり，教員 も 3人から 人へと えた。社会探究Ⅰでは社会 教員に加

え，英語 教員も 当に加わった。教員が えることにより指 の が がったが指 に関する みも え

ることとなったため，教員を対 に 会を開 した。お互いが日 探究の指 において えている みや

問題点を共有し い，解 を考えた。 校生徒・ 当教員に対して行った「探究」についての質問

のデー を に，共同研究を行っている 国立大学教 学研究 高 教 実践 教  本 ，

内 行の 力を得て， 校教員を対 に研 会を実 した。普通 ・海 ・探究 の 当教員を さ

せた ループにて「課題設 ・解 力」に焦点をあてて，お互いが感じている課題やうまくいっていると

こ ，改善点について意見交換を行った。 的な デー を 教員が き わせて したことによっ

て，本校が える課題を共有することができた。 校教員が「探究」の意 を し，学校として える課

題を共有する機会となった。 

（３）  

ルー リックを いて自 を行うことは 校的に実 できている。今年 ，海 探究 では課題研究

の 段 において生徒だけで自 をするのではなく，生徒と教員で話しあいながら 成的 を行う改

善を行った。昨年 までは生徒のみでルー リックに き を行ったが，今年 は教員が き い

の段 で，研究がどこまで進んだのか， が りないのかを にできるよう した。これにより生徒の

目標の 化や教員も生徒の 状を理解でき，より的 な指 ができるようになった。 

（４）  

今年 はコロナ禍の があり，本校の１２教 に分 に分かれ，1 教 あたりの人 を した。見

学のみの生徒については事前に 教 の発表内容を提 し，見学したい教 の希望 を実 したうえで見

学する教 を指 した。海外からは ィリ ン 2校， 2校の参加があり，ZOOMでの交流を行った。 ィ

リ ン， ，日本はともに海に まれた 国であり，それ れの国・ の状況を知り， についてと

もに考え， 面的に学 い機会となった。生徒はこれまでの探究学習の集大成として高レ ルの発表を行

い， からも高い を けていた。また見学した１，２年生には 年生の研究方 や発表の を自分

たちの探究学習に取り れようとする姿勢が見られ，学校 での探究的な能力の 上が期 できる。 

（ ） 課題  

今年 は コロナウィルス感 の により，海外に行ったり海外から たりして海外の方と会うこ

とはできなかった。これを う く， にオンラインでの交流を行った。マイクロプラス ックに関する共

同研究については，「 ２ ２ IMLFA」に参加し，自身の研究を英語で と発表することができた。

ィリ ン・シン ール研究交流会においては，互いの研究の発表と質疑応答を行い，「コロナウィルスで

の経験を今後どう生かすか」というテーマで，互いの経験を話し った。サイ ンス・ダイ ロ について

は，休校期間中にオンラインにより実 し， から英語による を けた。昨年 ，本校が した

「International Micro plastics Youth Conference ２ １ 」は，今年 は， 国立海 物 が

ストとなり，本校生徒は，Google Meet （ デオ会議 ール）を った参加となった。これらにより，

研究について学 を深め，さらに英語によるコミュニケーションを実践する機会となり，国際性のさらなる

成につながった。外国に行くことができない中でも海外の方と交流を進めることができたことで，連 を

進めることができた。今後もオンラインでの発表機会を ることで今後も海外に行か とも英語での発表機

会を やしたい。 

（ ）  

昨年に き き， 立 中学校 立 第二中学校の 的な学習の 間 の

当者と 力し，「課題設 」の指 や 的で深い学 を く問いや指 はいかにある きかについ

て 議できた。また， 大学との連 を っている 立内外海 学校との連 を行い， 的な学習

の指 およ 研究発表会の参加を実 することができた。さらに，一昨年 ，本校生徒が探究の指 を実

した 立今 学校では，指 助言を行った の を した「サ マン」が と 化さ

れるなど，一 で成果も めている。 

４  

 
１ の について 

 本校は，中間 において「 れた取組状況であり，研究開発のねらいの達成が見 まれ， なる発展が

期 されるという を けた。 目 得点 果においても，取組 てが 高 である「5」と さ

れた。 
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「校長のリーダーシップの ，事 の や教員の 分 を に行い，教員間のコミュニティーを

立させることで 教員が 的かつ意欲的にＳＳ 事 に取り組める を しており，大 できる。」

という を けた。 

また，「第１期指 の研究成果を まえ， に したイン ュー や質問 等を行い，課題研究

で身に いた生徒の 質・能力を 的に分 している。 な 方 を いて 面的に成果と課題の分

・ を行っており，大 できる。 という も けた。 

 ただし，中間 の場面では経年 の必要性について指 された。今年 質問 の内容が でき

ることから， 期 に けて 5年間統一した質問 を いて，経年 化を える内容をする。 

３  

「 ての学 において理 教 に 点を いた教 ・ 目 成となっており， できる。 学 の特

を活かして 年間を通じた課題研究を実 し，海外研 や国際シン ジウムで発表ができる高 なレ ル

の理 分 の課題研究を実 していることは大 できる。１年 から の探究サイクルを経験させ

ることで，探究への 性を んでおり， できる。学校設 教 「探究」の指 や教 ，「 学」

における を題 とした教 等，特 ある教 開発を 的に行っており できる。 開発した教

を て ーム ージ上で 開して 的に発信している点も大 できる。」と， めて高い を いえ

た。 

さらに教 内容を 実するため，ま ，より意欲的な生徒には に研究を進められる 間や活動の機会を

するなどして，研究の質と生徒の 性を高めていく。 期 には を することで，

上 の を りたい。 

４  

「課題研究を行う学校設 教 「探究」の指 には の教員が関わるなど， 校的な指 とな

っており大 できる。 生をはじめとする大学生・大学 生， 間 の研究者等と連 した指

を し，生徒の課題研究の 性に対応できるようにしており，大 できる。 開研究 ・研究

議会， 校教 員による互見 ， の教員指 力 上 事 等を活 した研究など，教員の指 力

上に けた な取組を組 的に実 しており大 できる。また，「 手 力 上 」等により，

教員や 手教員の 成を 的に行っている点も できる。」と，高い を けた。 

一方で， 理機関等と連 して，他校からの意見や実践 ィード ック等も取り れながら，より 性

の高い教 となるよう改 を ねていくことも望まれている。 教 研究 との連 を通して，

自の教 開発に したい。 

  

「 の研究に れる機会や研究交流の場を国内外において な で設 し， 進的な理 教 に

的に取り組んでおり できる。また， 立大学海 生物 学 や 大学海 ライ ンスと

力 を ，高大 の改善に する 議等を進めており，大 できる。国際 学オリン ックや

学の に くの生徒が参加するなど大 活発に活動しており， できる。 生による指 も

されており，生徒の今後の一 の活 が期 される。」と，高く された。 

中間 の際には，高大「 」について 能性を探るよう，指 を けたことを まえ， 立大・

大との「高大 」 議を， 理機関と連 して進めている。 

  

「 の 員会議後に 30 分 の「プ 研 」を設け，「探究学習における 成的 のあり方」など

の 的なテーマで研 を行い，そこで研究成果の共有を っている点は大 できる。学校 ーム ー

ジにＳＳ 自の ージを設け，研究成果を詳 に発信している。また，国内に ら 国際的な場面での教

員・生徒の や発表，教員の学会発表，他校からの学校 問 け れ等，研究成果の普 ・発信に

的に取り組んでおり，大 できる。」と高く された。 

学校内における研究成果の共有・ については，これまで してきた生徒の課題研究要 を でき

るシステムを することを 取り組んでいる。過 の生徒が いた論文を， - ードで できるよう

デー ースを し，今後は外 にも 開していく。 
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「校長のリーダーシップの ，事 の や教員の 分 を に行い，教員間のコミュニティーを

立させることで 教員が 的かつ意欲的にＳＳ 事 に取り組める を しており，大 できる。」

という を けた。 

また，「第１期指 の研究成果を まえ， に したイン ュー や質問 等を行い，課題研究
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３  
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ることで，探究への 性を んでおり， できる。学校設 教 「探究」の指 や教 ，「 学」

における を題 とした教 等，特 ある教 開発を 的に行っており できる。 開発した教

を て ーム ージ上で 開して 的に発信している点も大 できる。」と， めて高い を いえ

た。 

さらに教 内容を 実するため，ま ，より意欲的な生徒には に研究を進められる 間や活動の機会を

するなどして，研究の質と生徒の 性を高めていく。 期 には を することで，
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４  

「課題研究を行う学校設 教 「探究」の指 には の教員が関わるなど， 校的な指 とな
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上に けた な取組を組 的に実 しており大 できる。また，「 手 力 上 」等により，

教員や 手教員の 成を 的に行っている点も できる。」と，高い を けた。 

一方で， 理機関等と連 して，他校からの意見や実践 ィード ック等も取り れながら，より 性

の高い教 となるよう改 を ねていくことも望まれている。 教 研究 との連 を通して，

自の教 開発に したい。 

  

「 の研究に れる機会や研究交流の場を国内外において な で設 し， 進的な理 教 に
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力 を ，高大 の改善に する 議等を進めており，大 できる。国際 学オリン ックや

学の に くの生徒が参加するなど大 活発に活動しており， できる。 生による指 も

されており，生徒の今後の一 の活 が期 される。」と，高く された。 

中間 の際には，高大「 」について 能性を探るよう，指 を けたことを まえ， 立大・

大との「高大 」 議を， 理機関と連 して進めている。 

  

「 の 員会議後に 30 分 の「プ 研 」を設け，「探究学習における 成的 のあり方」など

の 的なテーマで研 を行い，そこで研究成果の共有を っている点は大 できる。学校 ーム ー

ジにＳＳ 自の ージを設け，研究成果を詳 に発信している。また，国内に ら 国際的な場面での教

員・生徒の や発表，教員の学会発表，他校からの学校 問 け れ等，研究成果の普 ・発信に

的に取り組んでおり，大 できる。」と高く された。 

学校内における研究成果の共有・ については，これまで してきた生徒の課題研究要 を でき

るシステムを することを 取り組んでいる。過 の生徒が いた論文を， - ードで できるよう

デー ースを し，今後は外 にも 開していく。 

  

「 教員や理 の ， や システムの ，ＳＳ 指 校連 議会や

同課題研究発表会の開 等，指 校への を に実 しており できる。」と された一方で， 

「 内における課題研究や探究的な学習活動のより一 の普 に け，教員研 等において指 校の成

果を に活 していくことが期 される。」という指 も けた。 理機関と連 しながら，取り組んでい

きたい。 

  
  

本校におけるＳＳ に関わる 組 を の に表した。これらは学校長の く学校 の ジョ

ンのもと，ＳＳ 学校設 目のみ，ＳＳ 対 生徒に対する取組のみにとどまることなく，ＳＳ の取

組を 果的に活 し，探究的な学習や能動的な学習を に させ，学校をあげてのカリ ュラム開発

や教 開発に取組む姿勢を 化したものである。同 に， 教 の教員の 力 上を目指し，ＳＳ

進と 改善を 学 の特性に わせながら，同 に機能的に展開していこうとするものである。 に

すように，必要に応じてＳＳ 研究 進 員会を開 し， く情報共有を行ったり，関連 間での連

を行ったりしながら 立 を行っている。また 員会の中に国際交流・教 課 ・高大連 に関する

ー ン ループを設 し，関連の や 当者との連 を っている。 

研究組  

 

研究のねらい，内容，方 ， 等について， ，指 ・助言を ける組 。 

と２ の年間２ ， 例の 指 員会を開 する。 には学校設 目の 開，２ には

校内課題研究発表会を実 し，生徒の 容に関する を ける。また，ＳＳ の取組自 に関して 員会

の中で ・指 ・助言を ける。 

   考の 点 ・  

１  伸 大学の視点で外  大学 国際 力 学研究 教  

２    大学の視点で外  立大学海 生物 学 長 

   教 方 学の視点で外  大 教 大学 教  

中  学連 の視点で外  日本 テク ー 会社 長 

 行  の教 研究の視点で外  教 研究 長 

立 高等学校 

ＳＳ ・研究 （事 ） 

文 学省 指 員会 

学力 上 員会 ＳＳ 員会 

ＳＳ 進 ループ 
・ 学校設 目 .
・国際交流 .
・高大 .

校内研 進 ループ 
・ 力 上 .
・ 手教員 力 上 .
・ 研 .

教 会 学年会 学  

 

教 員会 

教 研究  

高等学校教 研究会理 会 

大学・研究機関等 

高大連 会議 

探究 会議
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本校ＳＳ の研究開発で得られた成果を 国のＳＳ 校，さらに の 中学校・高校，教 関 機関，

本校の 者・ ，そして海外に発信し普 を っている。 

も 要視しているのは， の 実である。 高校の にＳＳ 自の ージを 成しＳＳ

の取組に関する教 実践や研究成果について詳 に発信している。特に教 「探究」に関する指 や教 ・

ークシートについては，ダウンロードされるだけではなく，問い わせも く くなど，活 されている。 

Facebook ージも， 実させている。 者， ，同 生への 的な発信を行うことだけでなく，

国，そして世界の教 関 者への成果の普 を行うことが 能となっている。一 間の平 は２，

人を えており， ロ ーも に えている。今後も Facebookによる成果の発信・普 を 実す

る。 

生徒自身が，ＳＳ の研究成果を世界に発信・普 する機会は，コロナ禍により に えた。 に OECD

の にて行われた「2030年の教 を考える世界教 会議」には，本校生徒 5 と，ＳＳ ・研究 長が参

加した。世界 国の参加者 300 に対し，ＳＳ として取組んでいるカリ ュラム開発について，生

徒 教員が発表した。 に実 した ーラムでは，リ ートと対面を しつつ， ィリ ン，

の高校生とも Zoom を通して互いの研究成果を発信し った。これ 外にも，１１ の 2020IMLFA

参加や，１２ の ィリ ン・シン ール研究交流会など，海外生徒に本校生徒が研究成果を発信する機

会は 激に えた。コロナ禍という ン を ンスに えて，成果を海外に発信・普 するための経験を

できた。 

国への発信・普 については，コロナ禍の中，リ ートでの発表機会が 発的に えた。１２ に行わ

れたＳＳ 情報交換会では， 国のＳＳ 校に対し，中 校長が本校の取組を した。 リ イダン

ス ミナーでも発表したり， 教 の取 も けたりするなど，校長自らＳＳ の取組を外 に発信

した。ＳＳ ・研究 長も 大学， 大学， 能 大学の，探究学習に関する ミナーに かれ，探

究学習に関する 的な取組のあり方について報 した。学校 問についても，コロナ ではあったが，

外からの 問者はの ， 人を えた。１１ に行った 開研究 においては，リ ートでの開 も

したことから，参加者も えた。 や 問 け れについては，その や対応のため くの 間を

くことになるが，本ＳＳ 事 に関する研究開発の成果と課題は，あら る機会を通して普 ，発信するよ

う心がけている。 

の 中学校への成果の普 については， 6 の教 長会議に本校ＳＳ ・研究 長が かれ，

ＳＳ の取組の成果を伝える機会を得た。 の教 長からは， 教 段 から高校に るまでの探究

学習の流れをつくることの 要性への理解が深まったとの を得た。ＳＳ の取組が， の理 教 のレ

ル 上に繋がるとの高い を けると共に， 中学校との なる連 の強化を された。今年 は，

立 中学校 立 第二中学校の 的な学習の 間 の 当者と 力し，

「課題設 」の指 や 的で深い学 を く問いや指 はいかにある きかについて 議を行った。また，

立内外海 学校との連 も開 し， 的な学習の指 およ 研究発表会に関わった。 立今

学校では，本校生徒が指 助言を行った の を した「サ マン」が と 化された。

本校が開発した教 や ークシートを， 中学校が する動きも まるなど，成果を普 することがで

きた。 

聞やテレ も本校の取組を く取りあげるなど，成果の発信・普 については 実できていると自

する。 
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本校ＳＳ の研究開発で得られた成果を 国のＳＳ 校，さらに の 中学校・高校，教 関 機関，

本校の 者・ ，そして海外に発信し普 を っている。 

も 要視しているのは， の 実である。 高校の にＳＳ 自の ージを 成しＳＳ

の取組に関する教 実践や研究成果について詳 に発信している。特に教 「探究」に関する指 や教 ・

ークシートについては，ダウンロードされるだけではなく，問い わせも く くなど，活 されている。 

Facebook ージも， 実させている。 者， ，同 生への 的な発信を行うことだけでなく，

国，そして世界の教 関 者への成果の普 を行うことが 能となっている。一 間の平 は２，

人を えており， ロ ーも に えている。今後も Facebookによる成果の発信・普 を 実す

る。 

生徒自身が，ＳＳ の研究成果を世界に発信・普 する機会は，コロナ禍により に えた。 に OECD

の にて行われた「2030年の教 を考える世界教 会議」には，本校生徒 5 と，ＳＳ ・研究 長が参

加した。世界 国の参加者 300 に対し，ＳＳ として取組んでいるカリ ュラム開発について，生

徒 教員が発表した。 に実 した ーラムでは，リ ートと対面を しつつ， ィリ ン，

の高校生とも Zoom を通して互いの研究成果を発信し った。これ 外にも，１１ の 2020IMLFA

参加や，１２ の ィリ ン・シン ール研究交流会など，海外生徒に本校生徒が研究成果を発信する機

会は 激に えた。コロナ禍という ン を ンスに えて，成果を海外に発信・普 するための経験を

できた。 

国への発信・普 については，コロナ禍の中，リ ートでの発表機会が 発的に えた。１２ に行わ

れたＳＳ 情報交換会では， 国のＳＳ 校に対し，中 校長が本校の取組を した。 リ イダン

ス ミナーでも発表したり， 教 の取 も けたりするなど，校長自らＳＳ の取組を外 に発信

した。ＳＳ ・研究 長も 大学， 大学， 能 大学の，探究学習に関する ミナーに かれ，探

究学習に関する 的な取組のあり方について報 した。学校 問についても，コロナ ではあったが，

外からの 問者はの ， 人を えた。１１ に行った 開研究 においては，リ ートでの開 も

したことから，参加者も えた。 や 問 け れについては，その や対応のため くの 間を

くことになるが，本ＳＳ 事 に関する研究開発の成果と課題は，あら る機会を通して普 ，発信するよ

う心がけている。 

の 中学校への成果の普 については， 6 の教 長会議に本校ＳＳ ・研究 長が かれ，

ＳＳ の取組の成果を伝える機会を得た。 の教 長からは， 教 段 から高校に るまでの探究

学習の流れをつくることの 要性への理解が深まったとの を得た。ＳＳ の取組が， の理 教 のレ

ル 上に繋がるとの高い を けると共に， 中学校との なる連 の強化を された。今年 は，

立 中学校 立 第二中学校の 的な学習の 間 の 当者と 力し，

「課題設 」の指 や 的で深い学 を く問いや指 はいかにある きかについて 議を行った。また，

立内外海 学校との連 も開 し， 的な学習の指 およ 研究発表会に関わった。 立今

学校では，本校生徒が指 助言を行った の を した「サ マン」が と 化された。

本校が開発した教 や ークシートを， 中学校が する動きも まるなど，成果を普 することがで

きた。 

聞やテレ も本校の取組を く取りあげるなど，成果の発信・普 については 実できていると自

する。 

 課題  
 

課題   

質問 のデー を にした 校教員を対 にした教員研 や課題研究の教員の ち わせを通して教員

コミュニティを 成することができた。また，話し いの中でいくつか課題が発見されたため， 年

これらの解 を目指したい。今年 くの発表会がオンラインで行われたことで 動 間や の がな

かったことから くの発表会に参加することができた。発表を くすることで，研究が深まり， 的

に発表ができるようになった。一方で発表 に 間がとられ，研究の 間が りなくなったり，参加行事

の と生徒の研究内容が しなかったりするときがあった。参加行事を一 にするのではなく，研究テ

ーマに った行事に参加できるようなシステムを考え，発表会に参加することにより研究がより深まるよう

にしたい。普通 の課題研究は改善された 分も大きいが，探究 ・海 と して普通 の「探究」へ

の満 や課題設 能力，解 力の伸長がやや い にある。また，どの学 においても生徒の 関心

から課題設 させることの難しさなどを できた。そうした課題への解 としては，今後とも の

ち わせや教員研 等を通じて教員の連 を っていく必要がある。 

課題   

大 教 大学教 学 の 教 から の指 を けた。理 では「 学的な問題へ

の 化とその解 」に き，生徒の研究において の 学的 が達成されているかどうかを し

ているが，生徒の研究発表においては開発(実験 や )と実態 活動(生物・ における 的

なデー 集)の２点に 点が かれている場 がある。開発と実態 活動の２点が生徒の研究の楽しみ・

動機 けとなっており，「 学 に対する自 的， 的な態 」を 成しているが，

との 立が難しく， の では開発・実態 活動の意 けができない。 を 立で

きるように指 方 を する，もしくは開発・実態 活動を できるように を すること

を していく必要がある。 

質問 で らかになったこととしては，「課題の社会 性」を生徒に意識させながら課題設 の

を行うことが「課題設 能力」の 成に関わってくることや理 探究 では「課題の 行事例 」に関

しては課題があることがわかった。また，課題設 能力」に関わる 目の中でも「課題の 行事例 」の

平 点が本校では 的に く，課題があるといえる。生徒の 関心を大 にしつつ，一方で 行研究を

参 する 間も 分に し，その 関心を「探究」としてどのように けることができように改善

していく必要がある。 

課題３  

コロナ禍のため海外とは にオンラインでの交流となった。参加した生徒は，海外生徒のプレゼン方 の

に着目したり，海外からの参加者と交流し視 を げたいという意欲を ったりして参加することがで

きた。オンラインでの交流を考えると の や聞き取りにくさがあるため，発表内容を 分に伝えたり，

理解したりするためにより実践的な英語能力を身につける必要がある。また の問題もあるが，本校がこ

れまで関 を深めてきた ィリ ンや と日本の は 1 間でお互いに 間的な 理がなく交流ができ

た。関 をさらに発展させ国際性の 成につなげたい。また リカ研 については実 できなかったが，

問できなくてもこれまで 年間で ってきた関 性を し，発展させていく が必要になってくる。 

課題４  

 昨年 同 に，本校の ーム ージ，Facebook等を 実させ情報を発信し成果の普 を った。また，

中学校の 的な学習など探究学習指 へのサ ートを行い， の理 教 の拠点としての を果たし
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た。発表会をはじめオンラインでの取り組みが えていることから，オンラインによる成果の普 について

も していく。 

課題   

ＳＳ 事 については， 的・ 性的に把握したデー 等に き し，事 果について

く普 することが望まれている。特に 年 は，コロナ における国際的に活 する 学 人 成の

点について，研究を深めたい。国際性を高める取組みに関する 果については，交流活動後の りかえりを，

質的に分 する手 を通して している。コロナ のため， 分な取組を行うことができなかったが，

を いての交流活動が有 であったことは できた。 年 もこの 果を していく。

  

  

１ 日   ２年１２ ２１日（ ） １ 分 １ 分

２ 場   立 高等学校 応

 者  ・ 高等学校ＳＳ 指 員

 伸       中     行  

・ 教 高校教 課課長   

・ 教 高校教 課ＳＳ 当指 事 本  

・ 高等学校ＳＳ 関 員  

議内容

（１）中間 の報 について

（ 員長）大学 も高大連 と言われるが ー

ドルが高い。例えば，実際大学の を けると

なると今はコロナ禍でリ ートとなる 能性が高

いが， 活 だと 能ではないかもしれな

い。ただ， 学的な 等は 学の質が違い理解

るかは である。それを高校生のうちに経

験すると 望し，大学へ行く気が せるかもしれ

ない。 大学では コースがあり，例えば

ル ーの ュリティーや ストミックスだ

と文 の学生も するので， 学 や教 学

も 能である。少 化により大学も経 が

しく，一 社会人 けの コースを にも

開 しているので，それを すれば高大 は

能かもしれない。

（ 員）昨年 から今の課題設 能力のルー

リックが いにくいのではと思っている。今の

課題設 能力の 点が つだが， 知に対して情

意的だと思う。指 改善は 的な目標を指し

す 点になっているが，指 改善に 立つかは難

しいかもしれない。今はたくさんの研究があり，

の な一つのパ ーンに とし んでし

まっているのではないか。文 省で研究が だ

と しているなら，一つのパ ーンに じ め

一つの で しなくて いのではないか。

第二期に り 年目だが， つの に分かれる

のではないかと思う。1 つ目が を活 し

た課題設 学的 成果の 。第一期ではだ

い 取り上げて した 前うにの研究や第二期

のカカシの を 果はこのパ ーンか

と。 から 発し に返るようなのが 。

２は，身近な を 学的に解 し の対

とする研究が一まとまりである。第一期の教

を 果的に める研究や，第二期の 的で必

れる 方， しで が わない し方の

研究は ２に ってもいいかと思う。 は

ここ 年の特 で，探究的な学習というよりプロ

ジェクト学習と んだ方が好ましいかもしれない。

物から文 な まで含まれ，ダイレクトに

に成果を する研究。 は開発だし，コ

ロナ禍での の ニューをウェ に ップする

等は りだと思う。マイクロプラス ックの

を海 が に けているが，海 は問いを

立てるみたいな事に りが くなっていて，デー

集し長期的に をしている。これは

になるのかなと思う。 １から ないしは が

あるとして，それ れコ や が違い指 の
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実験 の開発と少しレ ルが違うと 生も
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て いかと思う。 に関しては，プロジェク

ト学習と 化すると く しい 点が必要にな

ってくると思う。例えば，高 のロ コンの

は， く 学的探究を する じ ない

が立てられているので， く しい 点が必

要ではないかと思う。第一期では，物 くり の

研究は くなく，第一期の の 員長は物

りは大事だからこれで いとおっし っていた。

その 容さがあり今非 に大きな勢力になってい

るが，どうするのか意思 した方が いと思う。

今の課題設 能力のルー リックは，かなり高

で情意面が強す るので，中期的・ 期的な指

の改善には いにくいかと思う。 らく，

生が 生イン ューを め， 的に 質能

力が っている実感があったからこのようなルー

リックが たのだと思うが，日 の課題研究

の指 に 立っているとは言えない気がするので，

なとこ 聞いてみたい。 高校の開発研究

は， 間 う ェックリスト3つ らいのレ

ルで を長期的・中期的な目標と で

した方が いと思う。日 の課題研究の指 に

立つのが ん中， 間の指 に 立つのが ，

年後大学進学した にこんな力が いていたら

いというのが上というルー リック１ ではな

くレ ルを分ける 化すれば いと思う。

（ 員長）今年 ならパイ ン に取り組

んでいる生徒さんがいた。私はパイ ン の

や のパロ ー を るよう指 した。これ

がサイ ンスの取り組み方。スーパーテク ロジ

ーではなく，スーパーサイ ンスなので。高校で

習う物理・化学・生物・ 学あるいは 学も に

理 ではなく社会学も って いので，日 での

指 にもっとサイ ンスを気にする きだと思う。 
（ 中 員） 生がおっし った，学校で学

事が社会では実際どうかというのは本当に 要な

こと。私も 高 ですが， の事と物 く

りは く違い ップは大きいと思った。そうい

う中では，物 くりで身近な を解 すること

がＳＳ で 要ではないか。

（ 員） 生の の事で一つ。学校に

よって んな取組がされていて どの 化に

わせた が必要だと思った。探究のやり

方により たちの情意面の 知の 分，あるい

は 学的思考はＳＳ の場 は特に 要であり，

その探究の対 によって をもっと 力的

にやっていくというご意見も非 に い事だと思

う。中間 の 果でもあったが，教 をより

性の高い教 になるよう改 を ねて しいと

文 省 の意見があるが，研究 との連 で言

えば で 内 校の取組を報 し う会な

どもあり取組を にまとめ，学校へ返していく。

しかし，そのやり方ではあまり深まらない。一つ

の学校の取組を り げ，それを で共有 る

もいいと思い 生のお話に 成。

（ 教 ）一つ目として， 化するにはある

わないものは てくると思う。 果的には

どこまでパ ーンを分けることが指 に有 か，

の方で する。二つ目は，サイ ンスの

２にあたる 分や，中期的な目標に対応した

の 分。 知の 点を立てることは，こう

する きだという事に気を けて指 することが

必要かと思う。ルー リックの開発を意識して

年からに けて っていくと いと思った。高校

のレ ルで しなき いけない，リスト化す

るという事は ると いと思った。

（ 教 ）ルー リックを に生徒振り返りを

させているが，探究テーマは ラ ラだがルー

リックは て同じとこ に疑問を感じていた。

で分けると生徒も分かりやすく自 もして

いけるのではと思った。

（ 教 ） なものをやれば いと思ってい

るが， どの 員長のご指 の通り一本 が

ラ ラになっていく気がして，スーパーサイ

ンスだからサイ ンスじ ないとダ だと思って

いる。ただ，楽しくなければ探究じ ない。 ら
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が楽しいことから め， んな を げてあげ

たいと強く思う。ま は 的に自分で取り組ん

で， んなス ルや 学的なものの見方が し

たら いと思う。その りをどうカリ ュラム化

していくのか んでいる。

（ 員長）テク ロジー的なものが してだめ

はない。そこにサイ ンス的な要 を段 を ん

で考える経験が大事。

（ 中 員）本当にサイ ンスもテク ロジーも

がない。物を るというのも 学なので，

どういう 組みかをきっちり考えていくと必

学的な視点だとか考え方が必 ってくる。

（ 員） 高校は第一期からきっちり目標

と を げてそれが されているが，そ

れでも 高校の いとこ は目標と は

げるけど われないというとこ にある。それ

で， に 化したとしてもどこまでいっても

化なので 対にはみ すし，はみ していいと

いうス ンス。でも一つの目標と に

するには えられない どのしわ せが てきて

いるので，ち っと 化した方が いのではな

いかなと考えた。どこの高校でもプロジェクト

の学習って大きくなってきていると思うので，も

うち っと の高校同士で繋がってどうするって

いう相 があってもいいかなと思う。 成的

に うルー リックと 的 に う 的ル

ー リックを一 分けてみるのはどうか。

（２） 期目の に けて

（ 教 ）（ 期目の に けて ）

（ 員長） 大学との については，

な学 もからむため， 高校だけで動いても

間的にも 力的にも大 ， とか高大連

とかになるともの凄い 力がいる。それなりの組

が必要ではないか。

（ 本参事）昨年 から 大学とち っと つ

話はしてはいるのですけども，非 に難 があ

りまして， 互換については，はい ますと

は言い れない 状。文 省もＳＳ に関 なく

そういうのが めてもらえてないというのを聞い

ています。WWWはやりやすいと聞いている。 
（ 教 ）ＳＳ の 点 の高大 ならば

文 省も めるのでは。そういう 組みを わな

いと難しいのだ うなと思います。

（ 本参事）そうなると，ある意 一つの高校だ

けの事になるので， としてはそれが だと言

い れない 分がありますので，そこら は

にお答えできない 分。

（ 教 ）例えば 葉 とかだと１ 校か２

校 らいの大きな中での を んでいますし，

お の なんかでも１ 校 との連

みたいなのをしてやっているみたいです。うちと

の というのは 分 難しいと思ってい

る。

（ 員長）そうですね。そういう高大 じ

ないですけど， はＳＳ で んな学校を集め

て 大で面 見させてもらう。 大の 表意見

では ないのですけど， 大としましては例

えば とか でもありがたいんで

すが，特に 力としましては というのはか

なり面 を見てますので，そこのまとめ を

高校になってくださいとやると， 能性は見えて

くる。

（ 教 ）そこからがま ス ートかなと思っ

ています。本日はありがとうご います。

  

１ 日   年２ １ 日（ ） １ 分 １ 分

２ 場   立 高等学校 応

 者  ・ 高等学校ＳＳ 指 員

・ 教 高校教 課課長 本  
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・ 高等学校ＳＳ 関 員  

議内容
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（１）２年生 発表の内容について

（ 員長）生徒さんいつもいきいき発表されて いるのが ましくて， 生方のご指 の 物だと

思う。一方， ロ ーにまわった生徒から質問が

あまりない。質問も るようにならないと議論

になら ，探究にならない。

（ 員） かった点は，研究発表になってい

たこと。 ・目的・方 ・ 果・考察・今後の

展望または課題が非 に となるものでしっかり

とり されており， となっていた。オリジナリ

ティがあった。 くなかった点は，オリジナリテ

ィはあるが をもう少ししっかりすると研

究の方 論も わってくると思う。生徒同士の議

論がもっと えると い。

（ 中 員） 実にレ ル ップされているが，

研究に対しての が くその 果生徒からの質

問が少ない。テーマの発 は面白く，楽しく発表

を聞かせてもらった。

（ 員長）学会発表や成果発表会の場 を ん
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でお けする となった。 者からは

で見たいという意見がたくさんあり，今

後 イ リッドな でやっていけたらと思う。教

員の中には 発表だけで いのではという意見

もあった。

（ 員長）学会などでは，オーラル ッション

をしたら ス ーは さない。もしくは のテー

マで発表する。しかし， ス ーの方が っくば

らんに るから有りかと思う。

（ 教 ）とにかく ーションを高める事

と，文 に す方がリ レクションに くという

のが一 の目的。

（ 員） での発表の場 パ ー イ

ントの り方ですが，本学で み をそのまま

する で実 し，とても分かりやすかった。

（ 本指 事）今 普通 ・海 学 が

発表したが，感 はどうだったのか。

（ 教 ）普通 の 当教員は，もっと発表の

習をさせる きだったと言っていた。中身が

いという事が分かった。今年は 発表をする機

会が とんどなく，普通 は特に経験 ていな

い。今日 発表の場を設けられて課題も見えた

ので，普通 としては凄く かった。普通

の と ス ーを同 進行させることはかなり

大 なので， 当した 生には感 している。

（ 員）普通 は１人で研究している が

いるが，これの意 は？

（ 教 ）理 の たちは，実験を１人でやる

大 さが分かっている。海 の たちは の研

究を き から１人でやる はいない。普通

は， で める が いため，一人がいる。研

究がなかなか進ま 今後の課題だと思う。

（ 員）教員からするとテーマが え大 だ

なと思う。

（ 教 ）普通 は， 達同士で組む が く，

１人でやる も で めるからそのス ンスは

さ いきたいと思っている。

（ 員）大学では１人１テーマが当たり前だ

が，高校生は 験もありこれだけをやっている事

は 能なので，実験をしないといけない研究は

対 理だと思う。

（ ） 期目の に けて（ 教 より ）

（ 教 ）高大 の議論で，教 長自身にお

伝えいただいたと聞いているので，それも含めて

お いします。

（ 本参事）こちらとしては，今 答は ない。

（ 員長）前 題をいただいた で， の

高校は大 にしないといけないという共通 識を

っている。本学は なのだが，どう進める

きかが課題。議論の場が必要。 （の 大学

国際 力 学研究 ）だけで動くなら い

が凄く さい。 力分 だけになってしまう。

年 けたらまたご相 させていただきたい。

（ 員） 大では に し という

があるので， るだけ 力する方針です。海

は にあるので， るだけ 力したいと思っ

ている。高大 は， 設 も同 に行わない

といけないから， 立大学だと知事の意思で動か

せる。 大は国立だからなかなか難しい気がする。 
（ 員長） は難しい。 自身 の事を分

かっていない。高大 となると， 学 となる

のでそこで 意を得ないといけない。難しい

設 等は にしないといけないから， さい事

からコ コ とやっていけたらと思う。

（ 教 ） させるというのはかなり大きい

議論だと思う。 国のＳＳ 校でも大 少なく，

実 している高校は本当に大 で されている。

他 とは難しく 内でとなると思うので， 教

さんと一 に進めていけたらと思う。

（ 員） どの大学 生の だが，高校

生にとって いなら大学 生にもプラスなので今

後も けていきたいと思う。

（ 教 ） としても，研究の 期に大学の

凄い 生が ると特に１年生なんかは してし

まう。大学 生だと っ く り って話を聞

いて さる。 期の段 で大学 生が て さる

のは，大 意 がある。

（ 員）課題研究をし，生徒・教員の 果を

けるものはどんなものがある？

（ 教 ） 国大さんとの連 で研究してきて，

質問 もまだまだ しておら 今統 をとって

いる状態である。この 組みで が見えるのか，

い も い も含め 的にどのようになって

いるのか んな指標はあると思うが，ある

学的にデー をとらないといけないと思いその研

究に着手でき したとこ である。
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３ 課題  

 

（３ ） 

 の の い し方 

 イシクラ の 性を した気化熱による校 の  

 サ ニウス 力発 機の実 化 

 ルー ルの の の要  

 ル ェ を った 発  

 のマイクロプラス ック ミの と発生 の特  

 的のコ とその  

 の 展開 

 カカシの 果  

  

（３ ） 

 オ クの力で 活性化 

 ルス ーリズムによる着  

 スマイルプロジェクト 

 ス世界 で 活性化 

 の活 者 加に けて  

 SDGsをカード ームで に 

 の 間を める。 ての人に ッ ーを  

 LOVE YOURSELF!! 

 中 の を有 活 するには 

 Reduction of the Plastic Waste in My School and Local 

Area 

 

（３ ） 

 におけるイサ の生態  

 マ の 少を げ 

 の 方 によるマイクロプラス ック 取 の違

い 

 ルーパーク における白点 発生の  

 発 ス ロールの に けて 

 の の海 のマイクロプラス ック  

 中のマイクロプラスティック  

 と の 立 

 マイクロプラス ックの  

への  

 の におけるマイクロプラス ックの につい

て 

 による養 マサ の を めて 上の を へ  

 成長に を える の 長と の関 の海 ど

うの養 に けて  

  方 の外 が自 に える について 

 の成長 化 活の 上 レイ  

 の加  

 へしこの  過 ても大  

 カウニの に けて 

 まで られる しこを 化に 

 

（３ ） 

 内交流による内発的発展 

 される の活 方  

 日本人 学生を やすには 

 と教員間の問題の改善 

 勉強をする上で も集中できる  

 人間の心と身 の関 性 

 人手 を でどう えるか 

 これからの について 

 と くり 

 がより い で つために 

 事 による 者ゼロ 

 を して みやすい にする 

 クト ラムについて 外国人 加に けて  

 の の発展 

 の伝統 を の世 に繋げる 

 の しい り方  

 勉強を するもの 

 日の活力をサ ートします 

 性の の 方 

 問 について 

 ASDのための 者取  

 シ ッ ー を くすには 

 カ ェ 

 の日本一をめ る ー 

 目 め 

 PR  

 そうだ で こう 

 が異なる人の の き方 

 高校生の生活 

 Ｓ を めるには 

 他 のPR方 から をPR 

 の 方  

 のス ー ドリンク 

 を った を開発しよう 

 「 の本」・「 」の リット・デ リット 

 

（３ ） 



− 5 8 −

３ 課題  

 

（３ ） 

 の の い し方 

 イシクラ の 性を した気化熱による校 の  

 サ ニウス 力発 機の実 化 

 ルー ルの の の要  

 ル ェ を った 発  

 のマイクロプラス ック ミの と発生 の特  

 的のコ とその  

 の 展開 

 カカシの 果  

  

（３ ） 

 オ クの力で 活性化 

 ルス ーリズムによる着  

 スマイルプロジェクト 

 ス世界 で 活性化 

 の活 者 加に けて  

 SDGsをカード ームで に 

 の 間を める。 ての人に ッ ーを  

 LOVE YOURSELF!! 

 中 の を有 活 するには 

 Reduction of the Plastic Waste in My School and Local 

Area 

 

（３ ） 

 におけるイサ の生態  

 マ の 少を げ 

 の 方 によるマイクロプラス ック 取 の違

い 

 ルーパーク における白点 発生の  

 発 ス ロールの に けて 

 の の海 のマイクロプラス ック  

 中のマイクロプラスティック  

 と の 立 

 マイクロプラス ックの  

への  

 の におけるマイクロプラス ックの につい

て 

 による養 マサ の を めて 上の を へ  

 成長に を える の 長と の関 の海 ど

うの養 に けて  

  方 の外 が自 に える について 

 の成長 化 活の 上 レイ  

 の加  

 へしこの  過 ても大  

 カウニの に けて 

 まで られる しこを 化に 

 

（３ ） 

 内交流による内発的発展 

 される の活 方  

 日本人 学生を やすには 

 と教員間の問題の改善 

 勉強をする上で も集中できる  

 人間の心と身 の関 性 

 人手 を でどう えるか 

 これからの について 

 と くり 

 がより い で つために 

 事 による 者ゼロ 

 を して みやすい にする 

 クト ラムについて 外国人 加に けて  

 の の発展 

 の伝統 を の世 に繋げる 

 の しい り方  

 勉強を するもの 

 日の活力をサ ートします 

 性の の 方 

 問 について 

 ASDのための 者取  

 シ ッ ー を くすには 

 カ ェ 

 の日本一をめ る ー 

 目 め 

 PR  

 そうだ で こう 

 が異なる人の の き方 

 高校生の生活 

 Ｓ を めるには 

 他 のPR方 から をPR 

 の 方  

 のス ー ドリンク 

 を った を開発しよう 

 「 の本」・「 」の リット・デ リット 

 

（３ ） 

 レール ンの開発 

 ンパク質分解  

 の 組みとその 界 

 で海の を えよう 

 よく を する方  

 イケ の理  

 物で集中力 上できるか。 

 日 的な を長 ちさせる方  

 の い  

 シ ー の れる力と  

 高 者を えていく 者世 の とは 

 パ ルの発 を やすには 

 に含まれる 養を 大 生かすには 

 物を って 活性化 

 情報の け取り方について 

 の について 

 者の視力について 

 くことの 果 

 日本 について 

 と について などの な 点から考える 

  

 ームの 組みについて 

 ニ の ラにパン されたら 高校からどこまで

のか 

 身近な物の 生状態について 

 について 

 とレ ンのカ への  

 

( ) 

 シと ニシが す ルー ルへの  

 望気 気の言い伝えは本物か  

 トマトの は の 長によって 化するのか 

 成 に含まれる の と考察 

 化 ンによる 物の成長  

 期の化学的 プロー による解 方 の提  

 パイ ン の  

 プラス ック し ムの れにくい し方 

 高解 を目指したミストスクリーンの改善と開発 

 の の 界 

  

 

（ ） 

 リーン ーリズムによる の 進 

 指さしシート 

 はまか 通り の  

 高 の人 少を えるには 

 の高 者が で に らすためにはどうすれば

いいか 

 にSDG を めよう ~ 課題と つけるに

は~ 

 学校教 におけるジェンダー イ ス 

 「 性の休 」で 平等を目指す 

 LGBT等性的マイ リティへの理解と課題 

 過 における りの 方  

 け れが当たり前の へ 

 ロスの 少 

 のストレスコントロール 

 

（ ） 

 身近な に含まれるマイクロプラス ック 

 

 面マイクロプラス ック  流との関 性

 

 海 プラス ックの と  

 イサ の生態・行動を知 う  

 における 質 質 について 

 へしこと  

 ルー ルと シの関  

 における養 イ の 内に含まれるマイクロプ

ラス ックについて 

 イ に した養  

 海 どうの養 から 化に けて 

 ウミウシの ット化 

 プラス ックの  イ ニシ が スからオス化  

 における 方 のマイクロプラス ック分

 

 ムラサ ウニの有 活  カウニの に けて

 

 ョウ の 力で国際交流 

 サ ラの知られ る 力に る 自の ランド化

へ  

 シラサ を る 

 

（ ） 

 UI ーンの人 少から考えられる の  

 動物について 

 力をよくするには 

 動 視力がもたらす 果 
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 の いた を よく う方  

 イ シシ 対  

 ジティ と ティ の違い 

 を らすには 

 楽が人に える  

 者へ けた の 力の発信 

 高 者  

 の ニ ーサルデ イン 

 マスクと 感  

 マスクが える への  

 しい  

 を ばすには 

 国の を に取り れる 

 ことば。 から学 ランディン  

 Let's enjoy learning English 

 世界の平 をの いて 

 人 を やすためには 

 おもし いコンサート をするには？ 

 対面 とクロス ディ の二段活  

 年 を った  

 Fukui Museum Map 

 の「 」と「学 」のつながり 

 学生の感じる「つらい」の 方 

 対人行 に関する心理学的考察とその  

 楽が心に える  

 " ディ ミックスをより有 に活 することで マン へ

の関心を高めよう" 

 自分らしさを するために 

 ス ー  

 力のつけ方 

 自分たちで考えるカラー ニ ーサルデ イン 

 ばそう  

 とつの場 から好 をつくる 

 SIGHTSEEING MAP ~WITH QR CODE~ 

 本当に 活性化は必要なのか 

 

（ ） 

 を かせるためには  

 カニ の生成とその 果 

 の 果 

 による の 化 

 じ んけん必  

 者さんの ち 間を らすには 

 人間の心情の 化による きの  

 を考 したプラス ック 

 を いた発 スリッパ 

 を すことによって得られる視力  

 による の  

 ダイラ ンシー流 を った  

 視力 に 果的なトレーニン 方 を探る 

 シの実の有 活  

 の 果 

 強い の 強の 要性  

 カイ レ大根の成長における の必要性 

 オ ロを った学習方 による 着 の違い 

 される ラク ーの   

 ーサライ をスマ で する 

 行機の 行 の 上 

 イオ ールを よく取り す方  

 

（ ） 

 マ と ルーカー ン 

 コカ・コーラ  

 サ ニウス 力発 機の実 化  

 テ サス ーカーにおける 解の考察 

 プラナリ の 生実験 

 立 行機の と  

 の 性能の  

 の の い し方 

 と の関  

 質とプランクトン 

 

（ ） 

 めよう 国大  

 内 ダム・ を い力で 気に  

 自 感を上げる 

 ありのままでいるために 

 学生のための心の り  

 リラックスをしてもらう ー 

 学校での 楽の り方 

 Fukui Created By Paper Cutting でつくり す私

たちの  

 の しさUP大  

 マン 本の 国同 発  

 私たちはスマ の リットを生かすために ができるか 

 さな から まる大きな海のための活動 

 

（ ） 
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（ ） 

 コ サ を おう 

 の 少理  

 と の関  

 の発達 

 について 

 のお を高校生が ？ 

 の 活性化 

 おおい 生  

  （ ）の海が いのはな か 

 SNSを った の活性化 

 の教 を やす きか。 

 の くり 

 マ について 

 と高 の海の違い 

 文化と特  

 海 場におけるコロナ対 について 

 にAIを するためには 

 海ごみとマイクロプラス ック 

 の少 高 化による  

 はまか 通りを活性化するには 

 

（ ） 

 Iターンの増加を目指して 

 人口減少抑止計画 

 地域医療の発信 

 脱老老 

 防げ！３老！ 

 Go to 高浜キャンペーン 

 高浜町活性化大作戦！ 

 住民の防災意識を高めるには 

 小浜の魅力改革 

 小浜の食文化を広めるために 

 地産地消～一次産業を活性化させるために～ 

 味で旅する若狭スポット 

 杜仲茶スイーツを使って高浜地区をPR 

 活気あふれる元気な街に☀ 

 子供の未来につながるおもちゃ 

 シャッターアートで小浜を明るく！ 

 恋愛テクニックで小浜を救え！ 

 小浜で美を求む 

 【女の子にモテとるとちゅうっちゃ(杜仲茶)ムキ！ムキ！プロテ

イン!!】※実は健康用に作りました 

 おおい の PR 

 ドラッ スト はな おおいのか 

 高校に ると の学力は がるのか 

 高 に スレ ックを う 

 人 少対  

 おおい のPR おおい に を  

 の活性化 

 の を ったお を発 する 

 自 を生かして 活性化 

 に必要な 設は？ 

 の人 少対  

 を んで 活性化 

 ランド りで 高校を り上げる  

 サイクリン による 活性化 

 Benchi for all, all for benchi 

 ードロスと を解 するには 

 ーケーション き  

 の の改善には が必要か？ 

 性があ れる にするには 

 楽  

 に の を 

 はまか 通りneo 化  

 を 進 イント  

 

2020 年 11 月 28 日 県民福井紙



　７月２０日（月）文部科学省がＳＳＨ（平成
29 年度指定）の中間評価結果を公表しました。
　この中間評価は指定から３年目の学校につい
て、文科省ＳＳＨ企画評価会議協力者が評価を
行い、ＳＳＨ指定校のさらなる改善を促すもの
です。
　令和元年度ＳＳＨ中間評価対象校７７校のう
ち、半数近くの学校が「改善や努力が必要」と、
厳しい評価を受ける中、若狭高校のＳＳＨ事業
は最高ランクである【５ 優れた取組状況であ
る】と評価されました。最高ランクの評価を受
けた学校は、全国でも若狭高校を含む６校（７
.８％）しかありません。県内ＳＳＨ校で最高
ランクの評価を受けた前例もありません。
　また項目別評価点を計算したところ、最高ラン
クの学校の中でも、若狭高校は全国１位の評価
であることもわかりました。（岡山県立玉島高校
と同率）

若狭高校が高い評価を受けた理由
（文部科学省の示した評価コメントより）

・全ての学科において理数系教育に重点を置いた教
科・科目編成となっていること。
・各学科の特色を活かして３年間を通じた課題研究
を実施していること。
・海外研修や国際シンポジウムで発表ができる高度
なレベルの理数課題研究を実現していること。
・学校設定教科「探究」の指導案や教材、「基礎科
学」における地域資源を題材とした教材等、特色
ある教材開発を積極的に行い、全てホームページ
上で公開するなど積極的に発信していること。
・アメリカのスタンフォード大学やカリフォルニア
州立大学バークレー校、京都大学など、最先端の
研究に触れる機会や研究交流の場を国内外におい
て様々な形で設定し、国際科学オリンピックや科
学の甲子園予選に多くの生徒が参加していること。

 ＳＳＨ、全国1位の評価をいただきました!!

福井県立若狭高等学校

ＳＳＨだより
HP https://www.wakasa-h.ed.jp E-mail ssh@wakasa-h.ed.jp  
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↑雑誌「先端教育」に取り上げられました。
Yahoo ニュースにも取り上げられ、若狭高校の取組については全国で
も高い注目を集めています。

シンガポールテマセック
ジュニアカレッジ
との生徒交流→

高度なレベルの理数課題研究
を実現するための学習→

←カリフォルニア州立大学
バークレー校との研究交流



↓↓↓台湾・フィリピンの生徒とZOOM を利用し、英語でのディスカッションを行っている様子↓↓↓

International Environmental Forum 2020 開催しました！！ 
　７月１８日（土）SSH 研究交流会「International Environmental Forum 
2020」を開催しました。今年度はコロナウイルスの影響で開催が危ぶまれて
いましたが、ZOOMを利用して別々の会場にいる参加者を繋げる形式にする
ことで、県内外・海外の参加者と、研究発表を通じた交流ができました。
　はじめに特に研究内容が優秀であると認められた代表３グループによる全
体発表が行われ、その後複数会場に分かれての分野別発表が行われました。
一部の希望生徒は海外からの参加者とともに研究発表会をすべて英語で進行
しました。
　発表生徒はこれまでの探究活動の成果について工夫を凝らした発表で伝え、
また見学していた生徒も今後の自分たちの探究活動に生かそうと熱心に研究
内容を聞く様子が見られました。講師の先生方からは研究内容についての専

門的な指摘・助言をいただくことができ、全ての参加者が環境・科学について、そして各自が取り組んでいる探究学
習について深められる機会となりました。

↑↑↑↑↑↑
代表生徒が発表を行う様子

【参加校】
●国内
福井県立高志高等学校、福井県立鯖江高等学校
福井県立武生高等学校、青森県立青森高等学校
京都光華高等学校、京都府立西舞鶴高等学校
兵庫県立豊岡高等学校
●海外
Philippine：
Ateneo de Davao University High School
De La Salle Lipa University High School
Taiwan：
Nuan-Nuan High School
Zhong-Shan High School

【講師】
福井大学附属国際原子力工学研究所 教授 泉　 佳伸 先生
福井県立大学海洋生物資源学部 学部長・教授 横山 芳博 先生
大阪教育大学教育学部 准教授 八田 幸恵 先生
日本電産テクノモータ株式会社 空調開発部 次長 田中 宏忠 先生
福井県教育総合研究所 所長 牧野 行治 先生
福井県教育庁 高校教育課 指導主事 橋本 貴志 先生
University of the RyuKyus Biological Course, 
Faculty of Science Associate professor James Reimer
University of Fukui Graduate school of Education
 Assistant professor Pauline Malaya Mangulabnan

●会の終わりに講師の先生方から講評をいただきました。一部を紹介します。

　本日の皆さんの研究発表を見せてもらって、発表
資料の構成、見栄えの良さ、プレゼンテーションの
技術、こういった発表の仕方に関するところは、日
頃の授業の賜物だと思いました。高校生ならではの
若々しさが溢れていて素晴らしい。高校生のうちか
ら、仮説を立てて検証を行いデータと向き合う経験
をしていることは、皆さんの今後の人生において大
きな財産となるでしょう。
　一方で、ほかの人の発表を聞いているときの質問
の少なさが目立ちました。研究は、「疑問を相手に
投げかけ議論する」ことで発展していきます。これ
は社会に出てからも同様です。今のうちから積極的
に質問してください。他者と意見をぶつけ合うこと
を恐れないでください。

福井大学附属国際原子力工学研究所
泉　　佳　伸 教授

　高校生という若い世代から科学や環境について興味・情熱
を持ち、新しいアイデアに挑戦する姿が見られて良かったで
す。今日の発表テーマは全て、将来更に重要になる内容で、
生態系・環境を守るには人々の助けが必要です。将来どのよ
うな進路にすすもうと、環境のために自分のできることをや
ってほしいです。英語については現在のサイエンス分野では
共通言語は80％が英語です。(講師の)研究室は11か国の人
がいて英語が母語の人は誰もいない中であっても、互いにコ
ミュニケーションはとれています。台湾・日本の生徒は英語
が母語ではないが、コミュニケーションをとるために失敗を
恐れずに研鑽を続けましょう。自分たちの研究は小さいとか
重要ではないと思っているかもしれないですが、無駄な科学
はありません。自分の好きなことの探究を続けて、コミュニ
ケーションを続けてほしいです。

琉球大学理学部　　　　　　　　　　
ライマー ジェームス 准教授



【 E-mail】ssh@wakasa-h.ed.jp【 HP】https://www.wakasa-h.ed.jp



１ 日「海ごみゼロ ード２ ２ 」の

がオンラインで開 され 本校のマイクロプ ラ

スティック研究 ームが クション におい て

AEPW を 得しました。

２ 日 生高校で開 された「 くい理

ランプリ本 」において 本校の 学 ームが

に きました。

本校からは２ ーム が参加し ２年理 探

究 の高 大成くん くん く ん

の 学 ーム「 」が 同２年理 探

究 の くん 大 くん 好生く ん

の物理 ーム「 ステップス」が を 得しま

した。

日 から 学的思考力を高めている成果を 二 分

に発 してくれました。

・「ＳＳＨ生徒研究発表会」
日 ２ 日 オンラインにて開 された

学 振 機 の 国発表会に本校生徒 表と

して 年理 探究 海 さん・ さんが

「カカシの 果 」をテーマにオンラインにて

場し発表しました。

・「生 徒国際イノベーションフォーラム　ライブトーク」
１１日・１２日 オンラインにて開 された

生徒国際イ ーション ーラムに 年普通 ・

国際探究 ・２年国際探究 の生徒が１ 参加し

ました。世界の高校生と について議論

を深める な 験をしました。

・「香川県立観音寺第一高等学校　FESTAT2020」
１ 日 ２年理 探究 ループが ル

ープ ッションに参加しました。

・「物理チャレンジ」
１２日

・「日本情報オリンピック」
１ 日

・「化学グランプリ」
１ ２ 日

・「生物学オリンピック」
１１ １日





２年理 探究 の くん くん くんが会社

組 として立ち上げた「 」を 聞が大きく取

り上げてくださいました。

探究 学 の から 生し ２ ２ 年 に 人事

を に し に会社として経 しています。

これまで の を活 し 一 生

ジル生 を手がけており 生 した ジルを ジル ー

スに加 ・ し 生 した ジルを 「ウッディパパ」

に しています。その他 レンジ 議会 の

「 」に ジル で２ しました。

１ ２ 日 １年文理探究 理 希望者
の生徒 １１ １ 日 ２年普通 理 希望者
の生徒が 大学 国際 力 学研究 に て
問研 を実 しました。
１ ２ 日は として 大学 伸 教
の ル ー分 の や実習を通して
についての理解を深めました。また 今後の 探

究 学Ⅰで問を立てる参考にしました。
１１ １ 日は として 大学 一
教 ンローイ ンウィレム 教 が
ル ー分 の をしてくださいました。

大学大学 生による実験の見学もあり 日本の
力・ ル ー問題に対する 状と課題について 理
解を深めました。本校生徒は 探究 での研究の 成
果を発表させていただき 助言をいただくことも
ました。
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